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序 . 

日獨靑少年交驩の事業は，その事が日獨兩國相互の親善關係を • I 暦促進 
しめることに役立つたといふ黏から見ても•また兩»の靑少年運動の健全 
る黴達に寄輿する所の多かつた»から考へて 4.« fcil 期的と4稱すベ# 
大壯擧でぁつたと思ふ。從つてこ©事業に參加し、しかも乏しき«:以て， 

B 本1»少年ドイツ派遣圈長©重责を汚した私として4 J , ドイツ JC 於て見聞 
たことや，«驗したことを•出來る限兑廣く江湖に箱介して，彼の國に對 
る理解と認 si とを ，I 層深めていただくことは•私の爲すぺき當然の資務 
ぁり，旦主要なる残務*理の1つでぁると4信ず名。 

ヒット ラ丨ユ ーゲントは M に世界の驚異でぁ5、新興 ドイツ 11進©原動力 

•序 一 



..序 二 
である。靑少年運動に就ては*極めて光輝ある歴史と.古き傳秣とを有する 
我國にとつても. 他山の石， 以て磨くべき幾多の長所を持つてゐ ると 思 ふ。 
東亞新秩序建設の新段階に入つた我國に於ては"今こそ靑少年運動の再檢討 
を 試み， 朝野をあげて*その振興刷新に全力を傾注すべき秋であ P , 更に靑 
少年をして 國家の 將來に對し•眞に寅任を負荷するに足るの心身を，具有せ 
しめるの方策を樹立して*長期建設の根本 策に， 手を染むべき機會であらぅ 
と& ふ。 從つて學ぶべき多くのもの S : もつ，ヒットラ. 1. ユ 1 ゲントに 就ては* 
特に 日本の各方面の人士が*格段の.注意を拂つて•その研究に力を致されん 

ことを 望むや切なるものがある。 

.. : . - -- . . : : 

- 義， * ■ . - • . 

かぅ した理由に ょり • 曩に國民新聞の求めに應じて，同紙上に連載した印 
象記 r 訪獨の旅を終へて」を基とし*これに修正增補を施したものを第 I 部と 
し *r ドィツ 靑少年運動」を第二部として上梓し•世に問ふことにした。然し 



て上梓し* 世に問ふことにした • 



な‘がら歸朝以來，公私共に多忙を極め•印象の全部を網羅し得なかつたばか 
りか、 說いて詳かでない點もあ P •第 I 部第二部間に若干事*0重複する所 
も2ないではないが•幸ひ讀者諸賢のため何等かの御參考となら ば 望外の喜び 
である。 


なほ本#の刊行に當つて種々助力を與へられたる渡邊仁 I 郞一君に對しこ 
^深甚なる謝意を表するものである。 
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紀元の佳節に當り 
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若き防共の盟ひ 


J7IS 


厂|中-一！一 


日獨靑少年の交 _私達大日本靑少年ドイツ繁一一行は、 g ^ Q 蒙々 fy 瓣ドイツを訪 

&し、兩國の親善を：史に1屉强固に しょぅと いふ遠大な目的の もとに、 
一新綠の美しい祖國を後に一路渡獨の旅にのぼり、以來約半歲一 /.¥>: つて、 
一に•期的といふべき收權を5めて、秋も深い土月士一日# 1 *〉の^^なく 

韻_叟ます。 この5^に我が靑少 年を 代表して遙々 ドイツを訪れた派 遺團貝 

V ?名、 j いづれも各靑少年團ょり嚴重な齡齡の i とに MEt せられた名實共に Irl 

f 必^ i ^ w ♦年達だつたのでぁります。 

一 

'青少年の代表として親しく聖戰下の我が國に渡來し、灰洋永遠の平和 
を M 桁し、孜々として建設の大業にいそしむ神國日本のぁりの儘の姿を、深くその胸に刻みつけ、 
世界無比を誇る我が日本精神2:、心ゆく迄^得して歸つたヒットラー.ユーゲントの靑少年逮も 
一若き防共の盟ひ 三 


I 若き防共の盟ひ 四 
亦私達と同様三十名だつたのであ P ます。 

交驩の由来そもそもこの日獨靑少年の_は、少し話が舊くなりますが、昭和十一年の慕當 
時べルリン駐劄帝阖大使だつた武者小路公共子爵から日本政府に宛て「ヒットラー•ユーゲント 
當局では、日本の靑少年代表を 自國ドイツに 招待したい とい ふ意見 S : 有し、ヒットラー總 統自身 
もこの擧に對して大いに乘り氣になつてをられるが、自分としてはこの際純眞なる靑少年を通じ、 
彼我の理解を促進せしめるといふことが、日獨兩國の友好關係を深める上に特に有效 であると 考 
へるから、 I つ日本側から もドイツ 側を招待して、相互に交驩訪問してはどんなもので あらう」 
といふ報吿があつたことに由來するのであります。 

その後これに對 - L 各方面から關係者が參集して、種々意見5:交換し、硏究を重ねた結果、愈々 
前記のやうに昨年夏から秋にかけて、遂にその實現を見るに至つたのであります。 

1さてお話の順序として、次に私達 I 行が歐洲の土に残して来た數々の1跡の！<所を拾つ 
てみ ることにし ませう。 

六月三十日マルセ 1H に上陸——それからパ91を經て、ドイツの國境に記念すべき第 一 歩を 






てみることにしませう® 

六月三十日マルセーユに上陸——それからパ91を經て、ドイツの國境に記念すべき第 I - 歩を 

衡み込んだのは七月二日であり '± した。以來引き M き 北 ドイツ、 東 プロシャ、シレジア、ザクセ 
ン、チユ ー リンゲン、南部山岳地方、-ーユルンべルグ大會 、オ ー ス トリ ー 等を M 訪 、前後 八十五 
日に互る旅を賴け、九月二十音 g 多の思ひ出を後にドイツの地を離れたのであります 。そして 
ig に、眞にドイツの實情を認識するには、勿論ドイツの國内を見ることが第一であるが、一步進 
んで阖外より觀察することも亦大切であるといふ忠%*から、特に ィギリス、フランス、スイス、 
イタリー等も巡歴したのであります。 

ところで 私達一行の全 ドイツに 於げ る日程は、 僅か八十 音ではあり享が、しかしこのに 
踏 i した距離は m 1 に 一萬八 百杆に達し、訪問した市町村七十、見學した場所だけで も百ケ所に及 
びました。そして その 大部分は自動車 旅行だつ たので、日數 の 割には繼 g に、しかも 黯ぃ に見 
學視察 の 臥的を 達し得たのであります。とい ふの も 私達派遺團の一行は 取なる 觀光團 賭とちがひ、 
ドイツ 側の 申し出による お客様 して 行つ たからなので、實際今日普通にドイツに行つて 
學 校、 エ提、 その他の 見畢 をしようとしても、それには相當に面倒な手續が t つて、 0*5 子 も多く 
か.^るのです。が-¢4達はかうした g «° しい 手數 もな く 至極愉快に、充分に視察が出來たのです。 

! 若き防共の盟ひ 


II 入 ffl の歡び 六 
それに私達がドィ、ゾ各地を旅行して ゐる 際には、何鹿へ行つても ぁらゆる人々•から、 「我が同志 
來れり」といつた具合に、心から！！迎され、文字通り1:い所に手が g くやうな、至れり盡せりの 
歡 介を受けたのでぁ 0 ます。以下、旅の日記帳から特に興味深く她じ、 M 象 5: 竣つた車を、順次 
述べませう。 

二入獨の歡び 

音樂の 國私達 I 行が初めてドィツに入つたのは、七月二日のことでした。國垅を越ぇて最初 

の驛アーヘン-こ X で私達 I 行は先づ大いにびつくりさせられました。といふのは、この驛は 

國境の I 番端ですから、そこでは M 關の檢閱を受けなければならないのです。そこでが驛に 
近づくに從つて私達はその用意をしてゐま L た。ところが、さて璀が停車場に止ると、 もう それ 
どころの騷ぎではなくなつたのです。ホームは歡迎のヒットラー•ユーゲントで一杯に^|められ 
何十人といふ樂隊が I 齊に、それこそ正に靑天の霹靂とでもいつた具合に敉迎の? f 樂を始めまし 






何十人といふ樂隊が 


C ， 

た。ドイツ侧の泌内者はこの驛から私達に附くことになつてゐます。そこで I 同ホ I ムに详 りて 




挨拶を交乙ました。ところが、そこに私達を迎へに出 
てゐたヒットラ！ユーゲントの男女達が I 齊に歡迎 
歌 S : 合唱し始めました。これがまた ff に！^！:らしいも 
ヶので、その聲といひ或ひは調子といひ、さすが昔樂の 

ル I 

ン國といはれるドィツの靑少年だけに大したものだと、 
f つく^.感心したのでした。 

公 1ち 

㈣ 衡生設備同日私達一行は最初の宿沽地ヶルンに到 

迎 

荇しました。ところがたま<ケルンの附近にはヒッ 
トラー•ユーゲントが野營をしてゐたので早速そこに 
案內されました。そこでヒットラー•ユーゲントの奸 
營生活を親しく見系したのですが、先づ私達の感心し 
たのは炊爨の t 備の行き届いてゐることでした。炊事 in 具は總て移励式に作られてゐました。そ 

二入!«の^び 七 


. - Jh§ 

* )' .4 

mm 

■■ベ f : f 

/ Is ンベ 





二入獨の歡び 八 

れから衞生設備、これも亦全く素晴らしいもので分齡、 若 護婦の數の多い こと も驚くと共に全く 
感故の他ありませんでした。殊に齒科の移動式治療自動車の如き、その中には卿の治療に必要な 
設備が完全に納められてを P 、 醫者も看護婦も驚く程多數で、日本では軍隊でも餌科醫師はゐな 
いといふのに、とにかくその完備した衛生施設には大いに 考 へさせられたのでした。 聞くところ 
にょれば、ドイツでは青少年の團體には必ず醫師、看護婦がし、 また その人數が多くなる と 
必ず齒科醫も出動するのださぅであります。 

その翌日——卽ち七月三日、私達はその野營地で青少年の運動競技を見ました。男子の靑少年 

ほとんらたいぅナ . 

は殆ど裸體、女子青少年も薄い運動着をつけてゐましたが、その身體、これがまた實に素晴らし 
いもので、就中眼鏡をかけてゐる者は、全く發見に苦しむ、 といつ た位少敏でした。 とにかく あ 
の立派な體格は羨 f ましい限りです。 

お茶の言七月六日1この日午後五時から、ドイツ靑少年指^魅長官バルダー•フォン•シ 
1ラハ氏の名に依るお茶の會が、ベルリン市のティーア•ガルテンの中にあるク a 1ルといふ大 
きなヵフ*1で開かれました。折り惡しくシーラハ氏は旅行中だつたので遂に顏を見せず、次官 






きなカフ H 1 で開かれました。折り悪しくシ ー ラハ氏は旅行中だつたので遂に顏を見せず、次官 

_ • 

ハルトマン •ラウダ ー •バッハ 氏がその代理と なり、 主人役として私達を接待したのでした。 と 
ころで その時ちよつと意外に感じられたのは、その會が、お茶の會といふ名目なのに、度際は啤 
餐の招待であつた、とい ふこと t ? した。もつともそれから後も ドイツ 各地に於て r ビーア，アー 
ベント j (麥酒の夕)とか或 ひは r お茶の會』と s ふ 名目で屢々招待を受けたのでしたが、それ 
が偶々食事の時問に相當する時は、例外なしにちやんと L た食事が供されたのでありました。思 
ふに、最初から r 食事に御招待 巾します」といふことは、 餘り苑1^に 聞ぇ るので、多少1 ぎず 
ると いふ心持から、殊更ビーア•アーベントとか、お茶の會等といつたのではないでせうか。 

打 M けてさて、そのク a 1ルに於ける招待會には、日本側と L て私達派遺團貝はもとより、 
その當時駐獨大使をしてをられた東鄕茂德氏を始めとして、陸軍武官だつた現大使の大岛中將、 
海軍武官の小岛大佐、渡邊日本人會々長その他多数の日獨關係者が參集したのでありました。そ 
れに、その際ドイツ側の考へでは、單に我々日本からの派遺围を歡迎するといふばかりではなく、 
席上ドイツから日本に赴くことになつてゐるヒットラー•ユーゲントの I 行を私達に紹介しよう、 
といふことも考へられてゐたやうだつたのです。従つて日獨兩國の派遺團靑少年は、その會揚に 
一一 入獨の 歡ぴ 九 



11 入獨の歡び jo 
於て特に啟を連ねたので ありました。 

やがて會が始まると、劈頭靑少年指導庭次官ハルトマン•ラウダ！バッハ氏が立ち上つて、 
「自分は、今日この席に遠来の蒞きたる日本の青少年諸君を迎へてず滿足この上もない次第 
である。更に今後日獨靑少年の交驩にょつて兩國の親1が一層促進せらる X とすれば、誠にこれ 
以上の喜びはない」といふ意味の事を述べられて、先づ日獨靑少乂驩の持つ重大な意義を明ら 
かにされました。更に言葉を續けて、言々句々心底ょり湧き出る親善の熱情を披瀝されたのであ 
りました。 

そこで、私はこれに對し大要次の通りのことを述べたのでありました。「今囘私達 I 同が，貴 


國 K イツ5:訪問した所以のものは、貴國の持つ長所就中ヒ 


ラ！ュ ー ゲントの 組織、敎育、 


訓練等について、その實情を深く體得したい、と考へたからである。そして、そこには必ずや學 
ぶべきことが多々あり、同時に我が日本の靑少年運動を益することも少くな S と倌ずるのである* 
しかし、その一面に於て、貴國側としても、今日我が日本から得る所のものもあるであらぅと考 
へる。例へば、過ぐる一九三三年ヒ總統がその手に政榷を掌握し、地方分樓を打陂して中央集摟 











しかしその一面に於て貴國侧としても今日我が日本から得る所のものもあるであらうと考 
へる。例へば、過ぐる I 九三三年ヒ總統がその手に政檯を掌&し、地方分樓を打破して中央集播 

を確立したことの如きは、我が日本が今を去る約七十年の昔卽ち明治四年に斷行した廢* I 縣の 
大革新に- t 齡相通ずるものがあると思ふのである。要するに、日獨兩國が今後更に一層聚密なる 
親善關係を結ぶためには、相互にその長所を學び 、所謂 採長補短の道を講ずべきだと思 ふ。 私は 
かく あらんことを希望して止まな S のである。」 

その夜の會合 は、 實に和やかな空氣に包まれた何とも言へないほど愉快なものでありました。 
從つて出席の日獨官民の歡喜はもとょり、初めて顏を合せた兩國派遺團員の如き も、 言葉 C そ通 
じないが、お互に打ちとけて娜々その姓名を記し合ふな ど、 早くも靑少^^驩の美しい場面を展 
開させ、幹旋の勞をとつた m 國の先輩たち も、 この力强い靑少年同志の親#ぶりに、思はず快哉 
を叫んだのでありました。 

さて、その席上親しくヒットラ！ユーゲントの人々に接して、先づ私達の目を驚かされたの 
は、その身髖が如何にも健康そのものといつた やうに、 素晴らしく立派であるといふことでした。 
私违派遺團员の中にも身畏五尺七寸といふ、日本人としては相當大きな者がゐたのでした が、 彼 • 
は 後で私に對して「ヒットラ！ユーゲント達の中に立つた時は、丁度林の中に這入つたやうな 
二入獨の 歡び 一一 


11 入獨の歡び 1二 
氣持がしました J と言つてゐた位です。この青年は身長が高いといふだけでなく、身 ts 全體がみ 
るからにがつちりしてゐて、全く日本人としては珍らしい程の體格なのですが、それにも拘はら， 
ず、なほ且つかう紀狄してゐたのです。 • 
廣い別莊 七月七日 —— と記憶しますが、ゲーリング空相が我々に挨拶されるといふので、力 
1リンハールの呢『£を訪問しました。ところが驚いたことは、その別莊がまた焚に廣大なもので、 
門の spr 來意を4げてから、玄 i < ひ達するまで自動車で約十分もか"'るといふ具合なのです。 
これは後になつて聞いたことなのですが、ドィツの高官連はこのゲーリング空相にしても或ひは 
ヒットラー總統にしても呰廣いそして_^な別莊を持つてゐる。そして平常は所謂市井の卷に出 
て親しく社會に接し民衆の髂を聽き生々しい材料を把へ、それを持つてかうした靜かな山莊に立 
て籠り徐ろに想を M る。そしてその結果を事務常； S に. K 行させるといふことで、私達も成程と感 
じ入つたのでした。 

さう いへば、やはりこれに關係したことで、興味深いことがありました。といふのはベルリン 
のヒットラ ー•ユー ゲント 本部の組織の中に 「ミ•ーンへ ン連絡係」 と 呼ぶ係が ある。 これは私 it 







卜本部の組織の中に「ミュンヘン S 絡泥」 


が日本にゐ ては、どんな 任務を やるものかてんで想像がつかなかつたのです。それが 令度 rr 

わか 

つて初めて判りました。卽ちヒットラー•ユーゲントの指導鹿長官バルダー•フォン•，ンーラハ 

氏は常にミュンヘンの自分の邸宅に居住し、飛行機或ひは自 
〇動車等で全國を飛び步いて靑少年に接しその指導に常り、ベ 
^ ルリンの本部には傅かに月 I 、一一囘程度しか顏を出さず、そ 

ス 

S ^ の命令も大部分前記ミュンヘンの邸宅から發 L てゐるので、 

の> 

ひいさてこそ「ミュンヘン 連絡^」の存在が必要とな0 たとい ふ 

二 

^ ^ のでぁりました。 

またヒットラー總統が常に民衆の中に立つてその膝を聽き、 
OC 殊に鑛以の紀道に入つて鑛夫の生活に觸れ、その 長 尾を 訪れ 



て細君達と懇說した』 


.かう L て所謂社會の贸相を把へ、 


これ5:持つて例のベルヒテ K •ガーデンの山莊に引つ込んで靜かに想を練ることは旣に周知の事 
寊であるが、とにかく政治の最上層部 K 立つ者が、皆かうしたやり方をしてゐることは、非常に 


二入獨の歡び 



而 rl いと思つたのであります。 

力—リン ハ 1 ル ゲーリング空相の山莊は、先にも申しました通り、カーリンハールにありま 
すが、この地名については聞くも粒しい I 場の物語りがあるのです。今は亡きゲ空相の愛妻— 
それはかつて同氏がヒットラー總統を齡けて共產黨を相手に f 々しい闘爭を展開してゐた當時、 
常に同氏のょき半身として内助の坂少なからず、同氏をして今日あらしめたのは W に攸女の賜物 
であると、自他ともに認めてゐる辦_の妻——彼女の名こそ、このヵーリンハールだつたのです。 
ゲ空相は死んだ彼女を挪び、感謝の意を表するために、山莊のあるこの地一帶 rc . M ひ出多いヵー 
リンハールの名を!-#したのでした。私達はこの優しくも美しい地名の山來を聞き*ゲ空相の溢れ 
るやラな人情味に强く打たれたのでありました。 

日本 # 8# i:i 莊の建て方は全部木选で、ドィツの古い建築楳式を取り入れそれを巧に現代化し 
たもので、ちょつと日.：ノ i . の迚物に入る様な氣がしました。話が少し傍道にそれるやぅですが、最 
近 ドィツの ili 築物は著しく日本的な色彩を帶びて來ました。殊に內部に入つて見ると 一 R にして 
H 本^^啦色彩の獻齡なのが感じられます。 M ' へば机、 i ^ 等の家 - K も、 1*1 木の®用ひるといふ 
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具合で、彼等の語る ところに よれば、今 R ドィツー般の風潮と して 日本に對する興味が著 L く增 
加し、簡素を旨とする日本の趣味を：存み込んで只管これを眞似たいと努力してをり、またそれと • 
同時にペンキその他の塗料は木材本來の美 5 : 消してしまふ。だから木地の儘の材料を用ひて自然 

の美を發揮せしめよう——といふのでありました。なほ、かうした思想傾向は婦人の美に對する 

« 

観がにも表はれてゐるのです。卽ち、扮飾したる美は廢すべく、自然の美は尊重すべし、健庞よ 
り来る美 —— これぞ正に本来の美と稱すべきものなり、といふ見地から、今日女子の體育運動が 
盛んとなつてゐるのであります。 

ゲ空相 私達一行はその山莊で訪日ヒットラ！ユーゲントー行と共にゲーリング空相にお# 
ひすることになつてゐました。七月七日午前、私達 | 行が恰度カ ー リンハ ー ルに着いた とき、も 
うヒットラ！, 11 ゲントの|行は先着してゐました。彼等は青少年指導^本部の次官ハルトマ 
ン•ラウダ]バッハ氏以下のヒットラ！ユーゲント首腦部に引^されてゐたのです。そこで私 
達 I 行は山莊の中庭に案內され、我々日本側は? fi / k 向つて&翼に、ヒットラ！ユーゲントー 
行は同じく左側に^!:列し ま L た。藜らくすると、私達の前に—愈々ゲ ー リング空相が現れました。 

二入獨の歡び 一五 
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ノツソリ、ノツソリ出て來られたところは、全く印象 
的といふ他ありませんでした。そこで日獨双方共號令 
一下肥||しました。ゲ空相はこの敬禮を受け、私の前 
に步を進め、私はハルトマン氏の紹介で捉手を交しま 
空した。次いで日本侧靑年代表2:視閱され、引絞きドイ 
«-.« ツ侧を視閱、それが終ると：兀の位游に M り、先づ私達 
Is 日本側に向つて挨拶されました。その要領は次の通り 
であります。 

今度、 諸君が遙々我がドイツに來られたことを、 
自分はこの上なく愉快に思ひ、諸君の勞苦を多とす 
るものである。見渡すところ非常に健版の様だが誠 
にお芽出度い。日本とドイツとは共産主義を對象として强く結んだ盟邦である。而してドイツ 







にお芽出度い。日本とドイツとは共産主義を對象として强く結んだ盟邦である。而してドイツ 

から iil れば日本には學ぶべき點が多々ある。その日本から次の時代を背負ふべき靑少年諸君が 
日本の靑少年阑の代表と L て來られたことは自分が心から喜びとする所である。我がドイツの 
國としても幾多の長所があり特徵を持つてゐるのであるから、必ずや日本の御參考となる事が 
あると思ふ。眞の親善といふものは相手を深く理解することに出發すると信ずる。從つて今後 
諸君がドイツの各般の事情 5 : 見學硏究されることは、自分の最も希望•するところなのである。 
何卒今後健康に贺意して、愉快な旅行を賴けられんことを熱 M して止まない。 

そこで私達ぱゲ空相に注目の敬禮をしました。 

そして、日本側青少年代表に對する挨拶がすむと、ゲーリング空相は、今度は日本派遣のヒッ 
トラ！ユ I ゲントー行に向つて次のやぅな訓示 S : されました。 

「諸君はドイツの靑少年 S : 代表して日本に使されることとなつたが、それは非常に名^なこと 
である。とともにその貴任も重大であるといはねばならない。諸君の I 擧手 I 投足はこれ皆ド 
イツの wm を評價される材料となるのである。從つてょく萬事に氣 S : つけて無事使命2:達成せ 
られんこと 5 : 望んで止まない。なほ、日本とドイツとはょしんば歷史、風俗を4、にしてゐても、 
11人獨の歡ぴ 一七 



二入 和の 歡ぴ J ハ 

ドィツと して日本に畢ぶべき點は多々あると信ずるのであるから、諸君は遺憾なく日本の優れ 

た特質を把捤して來なければならないので ある。」 

さぅ言ひ終ると、ゲーリング空相は奥に姿を消 L てしまはれました。 

火花の嫌較そこで私達は次官の案內で各部屋を見て廼つたのです。ところが大會議室、小會 
議室はもとょり內部一帶到る處、これはまた簡粗な外觀とは全然異り實に立派で落着いた感じが 
したのでした。聞くところにょれば、この大會議室には時に ヒット ラー嫌統も來られて、ナチス 
黨幹部が^::1^議論を闘はすことがあるといふことでした。そこで私は案內の人に「ヒットラー總 
統が SS された時の會議の様子は如何ですか」と質問しました。ところがその話がまた大變面白 
かつたのです。このナチス黨幹部の會議では、若し意見を異にするときは各自自分の信ずる所を 
どんどん述べ立て、所謂¥5:11^議論に花を啶かせる。そしてヒットラー總統は終始ーーコ<播 
笑を浮べながら、自己の^ 5 ^に對し賛否兩論火花5:散らす^®をじツと眺めて S : り、さて愈々論 
戰も^?ビ越えたと思はれる頃、徐ろに立ち上つて最後の斷案を下す。そして一度この斷案が下る 
やナチ K 黨最高幹部はこれに絕對に Mt # gv こ、に黨の政策に關する,固和動の方針が成立する 







やナチ K 黨最高幹部は これに 絕對に Mtn じ、 こ、 に黨の政策に關する* it 固^^の方針が成立する 
—— とい ふのでした。かういふ ことを 聞かされて、私達は非常に興味深く思つたのであります。 


野4 1 場さて、私達はカーリン <1ルの別莊を辭去し、今度は野^1場の見學に赴きました。こ 
の野牛場といふのは、現在我々が家畜として飼 t してゐる牛の先祖ともいふべき原始的のものを、 
昔の姿その僂に保存して置きたいといふので建設したもので、學問的硏究心を滿足せしめ、一面、 
現在の人間の過去に對する追憶に資する、といふのがその目的だといふことでした。 

實際、そこには數十頭の野牛が、幾千年か或ひは幾萬年かの昔の僂の姿で無心に歩き廻つてゐ 
て、その有様は私達一行並びに同時に見學に來てゐたドィツ人達の近代的な姿と比較して、誠に 
面白いと思つたのであります。しかもなほ I 層私達が興味を感じたことは、萬 I かぅした珍しい 
野牛の群に体染病でも蔓艇したらばといふ心遣ひから、參觀者に對して嚴重な，毒 S : することで 
した。これには、私達一同、さすがドィツは科學の國といはれるだけのことがある、とつく'^ 
感じ入つたのであります。 

さて、この見學が終ると、私達はその附近の鄺かな湖畔で晝の食事をとりました。そして午後 
三時同所を出發ぺルリンに歸つたのであります。 

二入獨■の歎び 一九 
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二入獨 6 歡び 二〇 
共産糞の校舍明くれば七月八日——この日私達 I 行は、ベルリンから約五、六十秆のプリ a 
スにあるヒットラー•ユーゲント海洋靑年部の指導者養成學校を見學に行きました。 その 時は、 
恰度四週間程の講習會の最中だつたので、私達一行のため^^:に關する色々の!！!をやつて ii せ 
てくれました。が、それは我が國の海洋少年團の作業と大差なく、別に珍しいとも思はれません 
でした。唯私達にとつて非常に面白く思はれたのは、 その 養成學校の校舍の由來だつたのであり 
ます。 

この校舍は、以前共淹黨が盛んだつた頃、黨の指導者養成所だつたのです。卽ちこの所在地ブ 
リロスは、先にも言つた通り、首都べルリンから五、六十軒も離れた邊！|の地であり、しかもこ 
の校舍のある地點は、河に面したちょつと人目につがない場所なのですが、それが一度ナチス黨 
の天下となるや、ナチスは直ちにこれを沒收し、之はお誅へ向きだとばかり早速同政權下 K :< 結 an - 
すべき海洋靑少年養成所としたのでした。私達はこの話を聞き、運命の4{献に思はず^を阶 
らしたのでありました。 

髓育の■種篇ざて C.X でこの養成所の事を述べる前に、先づ現在の ドィツに 於け る tg » r : r < yg の 

全般を簡單に展望することといたしませぅ。海洋訓練は體育の一部分をなしてゐるのですから。 




II 育の！ i 類ざてこ i でこの爱成所の事を述べる前に、先づ現在の ドィツに 於け る fg« r : r < yg の 

1 <?般を簡單に展望することといたし ませう。 海洋訓練は體育の一部分をなして ゐるのですから。 

ヒットラ ー •ユ ー ゲントが體育方面に特に力を入れてゐる£とは、旣に周知の通りですが、 そ 
れは次の三つに分類されるのであ.ります。卽ち純粹體育、國防體脊並びに行軍及び野管です。 

純粹體育といふのは、男女靑年の身體を均 M に發達させょうとするもので、走、跳、投の各種 
目に就て、各自の年齡に應じ絕對に到達しなければならないが定められ、各靑少年は これに 
對しそれ-^自己の年齡に從つてその檨準に達するやう努力するので あります。また その餃技種 
目が、專ら集圑的に行ひ得るもの、多數の！^備$:要しないもの、そして何處でも出來るやうな も 
のが考慮されてゐるのも十分注目に價することでせう。 

殊に私達の感心したのは、飽くまでも靑少年の興味を!^越するやうに工夫されてをり、 しかも 
かうした體育訓練が、言はず語らずの中にその究極に於て國防と結びつけられてゐることでした。* 
例へばそ Q 一つとして約八寸程 Q 丸い棒 Q 先 5 S けた、恰度 SI 祭 QIQ ? な運動具があ 
つて、靑少年は11々としてこれを投 m してゐるのです。そしてそれは先に述べた通 D 年齡にょつ 
てその投掷距離がちやんと定められてゐるのです。ですからこれは知らず1らず利 g 呢の練習と 

二入獨の歡び 一二 



11 入獨の歡び :: 

なり、後日 彼等が S に人つ—には繫に役 S つといふわけな®で t ます。とにかく純粹 
賴育と稱し—ら、かく Q 如く單—斟 f tel 、 國防的襄を—に1 

ると いふことは、私達一同深く考へさせられたことであ 
りました。 

次に國防體育です が、 そのうち防空訓練とゲレンッス 
ポ！ソ とは共に®て§女靑年1せられてゐるのであ 
ります。 防空訓練 一 これは先づ男子に 對 して消火、防 
ff «毒、監視、その他防空に必要な事城をやらせ、女子には 
っ齡齡の方面をやらせてゐます。聞くところにょれば現在 
ドィッには、この訓練を受けた 靑年 男女のみでも約千 二 
百 萬人ゐるさうで、その觝齡振りには少からずびつくり 
したのでありました。 

次にゲレンッ31ッでありますが、これは地圖©見方、裳の見方、簡堪な地圖の書き方等 
旅行に必要なこと、そして軍隊で直ちに役立つことを男女靑年に共通に課してゐるので、かうし 






次に ゲ レンツ K ポ 1 ツ でぁりますが、これは地圖の見方ふ脱の見方、簡 S 地圖の f 方等 

旅行に必要なこと、そして軍隊で直ちに役立つことを男女青年に共通に課してゐるので、かぅし 
たやり方は私達にとつて誠に面白いと思はれたのであります。 

なほ國防體育には以上のほか希望者に . K 施させるものに通信、乘馬、，ォートバイ、ダラ 
イダー及び海洋訓練の六種があり、これ等は各自の希望に應じて課することになつてゐて、技術 
の修得者にはその都度にょつてそれ'一定の徽章が授與されるのであります。そしてこの訓練 
の結果、ヒットラー•ユーゲント本部から「或一定の程度に達した」といふ證書が授與されたも 
のでなければ、後日軍隊に入營した際、その技術2:必要とする部隊には所屬出來ないこととなつ 
てゐます。例へば乘馬の技能修得證書を持たないものは、騎ヘ兵になれない、といつた具合なので 
す。要するに國防體育は軍隊の基礎敎育といふことになるのであります。 

さて話はもとに戾りますが、この學校は、將來各地方に於て靑少年の海洋方面の敎育に從帘す 
る若を養成するので、今日のドイツが、如何に遠大なる理想の下に青少年敎育を1^施しつ\ある 
かを、傯ぶに足ると思ふのであります。私達一行は、一般の作業や施あを參觀した後、船に乗つ 
て附近の河で涼をとりましたが、學生等の機械の i 或ひは漕ぎ方等、その動作は^^2:紀め、 

二 入獨の 欲び 二三 




實に立派なものでありました。 

オリムビツク•スタヂアム七月九日——こ 

の H 私達 I 行はベルリン市内の見學をしました9 
そしてその際、例の オリ ムビック •スタ ヂアム 
9にも行つて見たのですが、その宏大な規模と行 

ム 

ビき届いた設備には、さすが ドィツ だ、と感心し 
^ たのでした。しかも、その壁1には先年の大會 

ス 

^に11々たる勇名を馳せた我が派遣選手の姓名が、 
ム 浮き彫りの額となつて &げて あり、 永久に その 
榮#が傳へられてゐるの S : 見た ときは、 今更な 
がら その 常時の選手諸君の 目 醒 ましい 海岡振り 
が傯ばれ、實に感阶無® t のものがあつたのであ 
りました。 なほ、私達一’行は勿論無料で入場見 









りました。 なほ、 私達一行は勿論無料で入場見 


璆したのでしたが、一般からは入場料を徴收してをり、しかも入場者の中には諸外周からの觀光 


くわん” 


客もあつて、その數頗る多く、聞くところによれば、維持管理费の如きも、この收入で相當贿へ 




ると いふことで、 ドィツ人 も却々頭腦がょいなと思つたのであります。 

これは後で聞いた話ですが、ドィツでは、展迓會その他の大きな行事をやるときは、必ず永久 
的な立派な連物$:こしらへ、その行事が終了すると今度は入場料5:取つて觀赞させ、その後は更 
にその設.備を生かして使つてゐるといふことでした。このオリムビック•スタヂアムもその一例 
なので、そこに M 歡して體育指導者の養成學校があり、その設備は到底我が國では見られぬ程行 
き屆いてゐるのですが、その上になほまたこのオリムピック•スタヂアムをも併用してゐるので、 
これはなか <ぅまい考へ方だと思つたのでありました。 

體育指導者養成® 校ところで、この體育指導^の费成學校は A . B . C の三クラスに分れて 

しぅげふ たふ «■ 

を CN 、 修業期間は A クラスが八ケ月、 B クラスが六ケ：：！：、 C クラスは短期となつてゐます。.そし 
てその中 C クラスは、 S.S (親衞隊 A ) S.A (突！^隊❻)の養成 S : するのです。軍人を始め 
とし廣く一般社#人のために八ハ i されてをり、希 i ?( 者は年齡社#的地位その他に何等！：柬なく入 

二入獨の歡ぴ 二五 






一一入獨の歡び 二六 

畢を許可されてゐます。なほこのクラスでは、體育に關する极本方針並びにその實行方法を講習 
して、把^®育の1 li 船'^をはかり、以て中年以上の者に對する體位の向上が企圖されてゐるの 
であります。また A 並びに8の兩クラスは專ら專門家を1叙としたもので、地方に於ける指導者 
の養成及び再教育を行つてゐます。 

學校內における體育施設は、實に至れりつくせ P で、私達一行も「ょくもこんなに設備したも 
のだ J と唯々感心するばかりでした。なほ同校 K :. は以上の他完備した寄宿‘も附 ffi してをり、こ 
の創瓣&は邦！5に見積つて少くとも五百萬圓位 fc はなるであらうと考へたのでありました。しか 
し、こ i に注意すべきことは、同校の施設が、その室內、室外を問はずかくまで完備してゐなが 
らも、前記のやうに、なほ且つオリムビック•スタヂアムが併用されてゐるといふこと で、 これ 
を以てしても、同體育指導者養成畢校の設備が如何に優れてゐるか想像出来るでありませう。 

さて私達一行がこの學校を訪れた とき、 ちょつ と 可笑しなナンセンスがありました。私達がそ 
の學校に着いたとき「私が御案內申します」と言つて、三十歲前後の紳土が出て来たので す。 と 

ころが、この人は獨逸語は話さず專ら英語を使ふので す。 しかもその英語が實に上手で、私逹一 

r —i 

11 フ 1 トノ ii rv trlfj ノ to ドィツ & CW 3 g ' D 也 ある者 0 :、皆茨語かフラ^ 


ころが、この人は獨逸語は話さず專ら英語を使ふので す。 しかもその英語が實に上手で、私達一 


同すつかり感心してしまつた ©• でした。 大體 ドイツ人で相當の地位にある者は、皆英語かフラ ，〆 
ス語を im してゐるのです が、 この人の英語はまたズバ拔けて立派なのです。で、私はたうとう 
默つてゐられなくなり「失禮ですが貴下は實に英語がお上手ですな」と言ひました。ところがそ 
の人の返事は何と「い や、 私は英國人なのです、目下英國から講習5:受けに來てゐるのです」と 

のこと。これには、私達一同可笑しいやら何やら「いやもう結構 . どうかドイツの方に御茱 

内 願 ひたいもので』といふことになりました。 

靑 年宿泊所七月 十日 - 私達一行はベルリン郊外のホーヘン•ノイヱン•ドルフにある靑年 

宿怕听(ユーゲント•へヤべルゲ ) に案內されました。こ\には日本に行くべきヒットラ！〇. 
1 ゲントの一行も來合せて をり、 その他宿泊中の男女 ヒット ラ！ユーゲントも相當多かつたの 
で、 こ、に M らずも日獨靑少年の水入らずか行はれたのであります。日本側には、我々一 
行 の他に、その當時大使館附陸軍武官であつた現大使の大岛浩中將を始めとして柳井參事官、小 
岛海軍武官等の顏も見え、その他在獨邦人も多數來て5:りました。またドイツの日獨協會員、ヒ 
ッ トラ！ ユ ー ゲントの幹部及び地方有志も多數參集してゐ ましたので、 私達一同はこれ等の ド 

11 入！ g の歡び 一一七 



二入獨の m び 


ィツ靑少年達と入り混つて大きな MNI 5: つぐり 、 M に 訪日 ヒットラー •ユ ーゲント 中二三名の者 

85-、一 T は例の大きなアツコ1ディオンゃ懸 fe で、一同こ 


» れに合せて歌ふといつた具合で、實に和かな愉快な伶 
ル| 合でした。その美しい光景には、纸まつてゐた R 獨双 
11 方の把ぎも文字通り多大の t 鄉を受けたのであります。 
_ SL この宿泊所は收容人貝四百名で、建築^一一1十 A * マル 
1年 ク を投じた といふこと でしたが、その設備はに行き 
嫩_屈いたもので、特に炊事と把面"の獻 m には多大の努力 
がはらはれて ゐる やぅでした。しかも、 聞くところに 

たいぎ1«ひ 

ょればその滯在戏は一泊傅か五十べ-ーヒ(四十錢位) 
といふことでした。一體 ヒットラ！ ユ ー ゲントは盛 
i んに野—軍をや—すが、それには、 Mi 行ふ小行 
軍と、毎年 1: 期十日前後に亙つて行ふ大行萆とがあり、共に國內各地をゾて自己の見聞 sritc 


m 







茁と 、毎年 S 期十日前後に亙つて行ふ大行軍とがあり、共に國內各地を巡歷して自己の見聞 5: 芮 


める一方、他の地方の资少年と交はる機會を與へる やぅ 工夫され てゐるのであります。 從つて、 
その EI 的2:達するために、現在ドイツ 國内にはかぅ した宿泊所が約二千數百馈所も設立されて ゐ 
る •(»: いふことでした。 , 

しかもこれ等の.宿泊所は、眾に國内的に使用せられるのみならず、國際的に も 大いに活 WJ され 
てゐるのです。卽ち、ドイツは現在特に lit 界の二十六筒國と約朿を結び、それらの國の靑少年は 
或る一定の證明12さへ持つて行けぱ .» ヒットラ！ユーゲシトと全く同様に一泊五十べ11ヒで泊 
めてもらへるのです b だからドイツの靑少年達はそこに宿泊することにょつて、问ぎ靑少年と St 
觸するのみならず、廣く驸外阈人と交は ること も出來て、益々その知識が你發せられるのであつ 
て、この方法は正に，一擧兩得ともいふべく誠に面白いと思つたのであります。 

この日私達がこ\に來たのはこの宿泊所を見畢し、 B 本行のヒットラー.ユーゲントー行と食 
事をするのが目的でしたが、親しく宿泊所の S 部 S : 案内され、彼等の活動狀況を見 壤 したので し 
た。恰度その時、梧泊所に洋服屋がきて訪日派遣團一行の服の仕上げをしてゐました。ところが 
ょく見る と 私達に比べて一人宛の服數もずつ士多いし、それに トランク も遙かに大きいので、 こ 
二入獨の歡び 二九 


二入獨の歡び 三〇 
れには自分達を聊か心細い氣がしたのでした。 

K 日 t •ユの出 a 明くれば七月十一日、この日は訪日ヒ，トラー•ユーゲントー行が、愈々 
ベルリンを出發、ブレーメンに向ふことになつてゐるので、私達一行も彼等と同行しました。そ 
して翌十二日ブレーメン驊頭において、彼等一行の晴れの m 途を送つたのでした。話が少し前後 
しますが、彼等の例のスマートなユニフォーム姿、あれは彼等が十 I 日べルリンを出發するとき 
初めて見たのでした。しかし私達一同がそのスマートさにも增してもつとびつくりしたことは、 
一行の見送りが、何んと僅か十數名しかなかつたことでした。これは私達一行が過ぐる五月二十 
五日東京驛を出發する際、そして同月二十七日神戶を出港した時の、あの盛大極まる歡洛陣に比 
ベて全く異様に思はれたのでありました。これも要するに、國民性の相違が、かくあらしめるの 
ではないでせぅか。さラいへば私達の滯獨中前後八十五日間を通じ、大體において出迎へは盛ん 
だが、 見送りは tte - m 2 なやぅでした。これといふの も、 別に彼等が^^であると か、 熱意が少ない 
と . A ハ ふのではなく、全く國民性から來る風習の差であると思ふのであります。 




三北ドイツ 

レル チ ニウスさん ブレーメン市には、日本の名#領事でレルテ-ーウスさんといふ方がをられ 
ます。この方は旣に七十歲近い老人です が、 日本人に非常に親しみをもち好意をょせてを り、 私 
達一行のプレーメン市訪問を本當に心から喜んで吳れました。そしてわざ <ビーヤ • アーベン 
卜(ビールの夕) S : 催し、その席上私達を同地の名士方に御紹你下さつたのです。また自分の經 
齡してゐる飛行機並び &«& tQ 材料製造工場も見學させて下さいました。その他何かにつけて一 
方ならないお世話になつたことは、私達一同旅の身にしみ^^ I しく思つたのでありました。 

自動車 SB 路その日、私達は近來ドイツ自慢の I つとしてゐる自動車專用道路をドライヴしま 
した。この自動車道路はペルリン市を中心として、東西南北の國境に向ひ放 iMt 狀に十數條建設 
されたもので、軍事上はもとょ5、經濟上にも重要な意義をもつてゐると思はれる極めて立派な 
ものなのであります。現在のドイツは1面に於て極力物資の«^&に努め無駄のない生活を行つて 

三北ドイツ 三 I 


ゐるのですが、それにも拘らず、一度必要と決すれば一 f として巨額の戏用を役じ、萬難を棑し 
てか、る大工事 U 3 する g で、これこそ、正に一一なるかな、と靈したのでぁり 

ます。 

靑年塾舍七 W 十三日——私達一行は、ハンブルグ郊外 
にあるユーゲント•ハイム(靑年塾舍)を見學しました。そ 
れは廣々とした畑の E 中にあり、逍路に面した極めて便利 
動 且つ な所でした。現在未だその建築は完成して $: ら ず、 

車 

a 折から人夫達が作業の最中でしたが、見るからにすが< 
I しい、落着いたそして氣持のょ S 木造家屋で、恐らく我が 
國のどの0村にもつて來てもその風景とビツタリ調和する 
であらぅ、と思はれる程日本趣&豐かなものでありました。 
しかもなほ、北ドイツの畑の眞中に匿いても、それはそれ 
でまたその自然美と何等不調和も來さないのです。一體ドイツ人は自然美を保護し、維持する C . 

とに、»に一方ならぬ努力を拂つてゐるやぅに見受けられました。ドイツ各地を廻つて彼等が^ 







とに、 B ; に一方ならぬ努力 5 : 拂つてゐるやうに見受けられました。ドイツ各地を廼つて彼等が & 
も 誇りとする景勝の地に案内され、さて「この：^色はどうですか？きれいでせう？ j と^: M さ 
れた場合、私達は U では r セア. シ h 1 ン」 (實に綺 M です)と返事しましたが、正直のところ 
焚際は我が H 本の風景とは到底比べものにならないのです。ですが、それにも拘はらず L'ic 等 ドイ 
ツ人は、その内然美を能ふ限り維持し保護しょうと苦心してゐるので、これには私速 jM 心から 
敬意を表したのであります。 

自然美と調和 想ふにかラしたドイツ人の ， n 然#、保謹に對するベ*^"ひは、要するに次に示す二 
つの型を取つて表はれるのではないでせうか。卽ち、その一は 「，H 然美と紐第美との一 il 」 で、 
他の一は「自然美を冒濟しまいとする注意」であると思ふのであります〇從つて、見苦しい说齿 
の類は絕對に排舉せられ、また濫りに樹木を伐つたり M 屑を散^ i させたりすることも、^;^全部 
が一致して大いに，： m 肅し自戒してゐるやうでした。 

さてハンブルグ郊外のこのユー ゲント •ハイム(靑年塾舍)もその例に もれず、 先に述べた iiQ 
りその附近の自然美と®にょく調和してゐるので、私達一同每度のことながら、さすがは ドイツ 
三北ドイツ 三三‘ 


だ、と感じ入つたのであります。じの建物は廣鲁八十平方メ I ルあり、工費は二萬了クを 
投じたといふことで、男女8少年—れぐ集合せしめ得るやう設備されてゐました。現在ヒ 
，トラ！ュ1ゲントは全國市町村に對して、極力かうした T ゲント•ハィムの設立をあ] KC し 
てゐますが、そ Q 設計に就てはヒ*'トラ！卞ゲント本部の許可—けなければならないとい 
ふことにな？をります。そして、その建物及び&姑は、後に詳しくお話しますが、何れも度に 
簡單で、しかも趣味豊かに*_されてゐるのであります。 

整 舍の目的 現在ハンブルグ市の人口は約百十萬でありますが、聞くところによれば、同市の 
ヒッ トラ1 • T ゲントはこれに對しかうした T ゲントニ i 四十戶を15:*置する豫定で、旣 
に 一昨年 そのエを起し、現在その約半數は落成 S : 見、引續き殘りの完成を急いでゐるといふこと 
でありました。そ もく このユ 1 ゲント•ハィムといふ© は、ヒッ トラ！ T ゲントに屬する 
靑少年達を、每週水曜日 Q 午後から夜にかけて一^に ^* i し、そこで同じ位®年雄のものが互に 
愉快に談笑し、樂しみ、遊び、しかもその間知らず諏らずに必要な敎育なり訓 m なりを授けられ 
ると SJ 合 Q も？、現在 i 各市町村とも、そ®男女靑少年全部を同時に收容し得る程度 






ると SS 合 Q もので、現在全國各市町村とも、その男女青少年全部を同時に收容し得る震 

のものを建設する計盡を持ち、すでに着々寊現を見つ、あります。 

古風な機雄 機ところで、私達一同このハンブルグのユ ー ゲント•ハィムを見學した 際、 その 

設備の中で特に感じたことは、そこの屋根裏の部 m に楗 
織機 t と M ! c 繰り車のあることでした。 

これは今日の我が國の靑少年たちは、或ひは知らない 

娘 

3かも知れないが、以前は田舍に行けばどこの家庭でも佐 
M 備へてゐたのであります。私はこれを見て一^思議に思ひ、 
機案内の人に向つて「ハンブルグのやぅな大都會のユーゲ 

a 

ント.ハィムに、なぜこんな古風な機械を備へたのです 
か？」と質問しました。ところがその返事がまた實に立 
派なものだつたのです。卽ち、 

「近来は世の中が餘りに便利になり過ぎ、殊に都會に住んでゐる女の如きは、金さへあれば何 
んでも手輕に調達出来るため、や i ともする•と持つて生れた天分を發掸する機會が失はれ勝ち 
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です。從つて各人の藝術的素質或ひは創作的素質を發揚する機會を與へねばならぬ、といふ考 

へから、特にかうした原始的の道具 S : 備へ、手工的作業を課してゐるのです。」 

と說明されたのであります。 

それから、私達がこのユーゲント•ハィムの設備全體を通じて考へさせられたのは、なるべく 
_分の家庭で自分等§にょつて製作し得るやうな簡單なも®が使用されて—ことでした。ま 
たこの 二階建のしかも百八十平方メー トルと いふ建物に對し、鐵の使用が極度に制队されてゐる 
とと、 これもの他はなかつ たのであります。1、 鐵でなければ絕對に問に合はないといふ 
所以外、鐵 q 使用 I けて あるので、 例へ ば^;® 如きも鐵釘でなく木の釘を使 W した 所が 
名いやうでありました。 彼等はこの點に關 し - 1 軍事上、經濟上他に使途のある ものは、 我々とし 
ては 極力そ Q 使用を M s けてゐる？ ある」と3 てゐ ましたが、今？ィッ 人が か4 些-細な點 
に至るまで、如何にその國家全體のことを考へてねるか5: 知り、 他人の國の ことながら、私達一 
间實に嬸しく思つたのであります。 

tela 宿泊所七月十四日—ハンブルグ市を^^：するヱルべ河の r'-J 口は、 贸に立派な設備 S - 持 
つてをり、造船所も多く、船舶の出入^^ M , 1 を極めてゐますが、そこで私達が^に面白いと思つ 


つてをり、 i ! i 船所も多く、船舶の出入^^賑を極めてゐますが、そこで私達が特に面白いと思つ 

たのは、古船を繫留した船舶宿&所のあることでした。これは約六百人を收容し得るやう設備さ 
れ、一年 fin の宿泊者は實に七萬の多きに達し、殊に夏期の四ケ H の如きは連日滿貝の11だとい 
ふことで、實際、私達が見學に赴いたときも、 ドイツ 各地から集ま〇た青少年並びにその父兄で 
I ぱいでした。彼等は我々一行の姿を見かけるや、もう大した歡迎振りで「一緖に寫眞を撖りま 
せう j とか「サインして下さい」とか、文字通り應接に遑なしといつた狀態でありました。く 

i 

あの人々の心からの歡迎は、今思ひ出しても愉快に堪へぬのであります。 

聞くところにょればこの船舶宿泊所の宿泊料は、團體の場合は一人宛 I 泊二〇ぺ=ヒ、们人は 
三〇ベーーヒ、大人は五〇べニヒ、と S ふことでした。先にも述べた通り青少年衍泊所(ユーゲン 
卜.へヤベルゲ)は現在全ドイツに亙つて建設されてゐるのでありますが、かうした其合に古船 
を利用 L てゐることは、青少年達に對して國內旅行の獎1&^ぃは勿淪、海事思想の苦及にも非常に役 
立つてゐると思つたのであります。 

動物園 さて我々一行はそこの.見學が終ると、今度はハーゲンベックの本部ともいふべき動物 
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園に行つて見ました。これは、非常に大きな駿5!の中に—大きな動物園といつた具合のもの 
で、あらゆる種 S 動物が繁され、またその見學に來る人 i に多く、園内には何百人も收容 
し得る大ヵフ r があり、とにかく私達一行も、さすがは世界に名高いハ1ゲン•ヘックの本部だ 
けある、と感心して® i たのであります。なほ眞僞の程は判りませんが、ここは S 動物を觀 
歡させるばかりでなく、特に動物を磬して、謂はとでもいふべ臭ひ m した動物 
|くり、これ|界各國に^?%してゐるといふことでしたが、實際行つて見てな|嘛じ 
たのであります。 

新しき土七 W 十音 I この日私達は、ハンブルグを出發、ノルド .f (北海)の干拓 
f を見學に行きました。これはアドルフ•ヒットラ！ク1ダといはれるもので、一九三四年か 
ら一九三五年にかけ僅二年間に一千百へクタ1ルの'^を實行したのでした。勿論この作業の 
一部分は、例？ルバイツ•デインストが^槪したのですが、見渡す限り廣々と乙た畑が絞いて 
を P 、 啦に作物が立派に成長 L てゐるのを見かけました。聞くところによると、この干拓地はナ 
手ス—鷄のあつた人々に、一人齡二十へクタ1ル宛雜し、饍で il 下*げるといふことにな 


ソてゐるのださぅですが、今日のドイツでは、ナチス 



一 


かぅした制度の 
斛下に國家的功勞 
d 者は®まの手に 

V 

^ ょ〇てその生活 
U の安定を保證さ 
れてゐるのであ 
P ます。ところ 
で、この自作農 

吡今くわ くわん*ん 

の人々のーヶ^年の收入は、邦貨に換算して大體一萬三千圆 
あり、 L かも I 切の經费を差引いてなほ七千圓の剩餘を齎 


つてゐるのださぅですが、今日のドィツでは' ナチス 

黨の功勞者は同時に國家の功勞者といふわけですから 

分 u£snv. 

^ラしヒ尚萣〇 ぐ％:. •好.、 




零_ 




すといふことで、私達はかぅした素晴らしい黑字經濟の話 


堆拓千一 
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を聞き、へつて H 本の^:村もどぅかかぅいふことにしたいものだと痛感したのでありました。 
從つてこの土地に對し前記の如くアドルフ•ヒットラー•クーグ(アドルフ•ヒットラーの^-拓 
地)といふ名を附したのも、誠にさもあるべきことで、^ては身命を M してヒットラ lr .: 拨助し 
しかもそのため M ? 尨を失つた人々が、今はナチス E の手によりかくの如き生帝機構の下にその生 
活も全く安定し作たのですから、ヒットラーに對して一方ならぬ感謝の念 5 : 抱くのは蜞ろ常然で 
あり、よしんば政府がかく命名 L なかつたとしても、彼等は進んでかく呼んだに違ひないと忍〇 
たのであります。 

音樂で指導さて、その見県が終る と、 私達は W び¢3®車2:とばし、更に北へ北へと進んで、 
デンマークとの國境にあるフレンスブルダといふ町につきました。そしてその晚はその町の W 少 
年阐事務所で催されたハィム•丁1ベント(同志の夕)に出席し、その地方の靑少年代表 ii と一 
絡になつたのであります。この事務所は日本で言つたなら、先づ郡靑年阋の本部に相常するもの 
で、建設贤に十萬マルク S : 投じた、といふことであります。 

問くと.ころによると、この: h 地は先にも述べた通り國境に近くもあり、また ilc 來 C 村の^年が 

離村'して都會に集中する傾向があるといふ關係か 

へ^1-.ん _ , • * r . r .. , 




I 


El<‘ 




ダ 


1 


離村して都會に集中する傾向があるといふ關係か 
ら、 i 鉛の地ながら殊更かぅした立派な讲務所を 
雄て、充 mL た設備が施されてゐるのださぅ で、 


;«撃 


r ; ノ ー 

ぢ. 


とはいふも 


は靑年塾舍と L ての機能2:も發揮し得るといふことであ P 
ま L た。從つてこ、には體育の指導者も音樂の指镡者もゐ 
るので あります が、殊に私達が感心したことは、農村青年 
に健全な娛樂を與へるといふ意味からして、音樂の指導者 
には特に技術堪能の k 秀者を任用してゐることで、私達一 
行も、この本部の音樂指導客の靑少年に對する指導振りを 
親しく見^したのですが、货に手に入つたもので、その音 
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樂的指導力の强いことには全く YSt を喫したのであります。聞くところにょれば、彼は自分自身‘ 
ドンドン作曲し、それを1^て各地1您脱纪授し、かくして靑少年の信望をその1身に集めてゐ 
るさぅで、實際面接すると一見如何にも相當のの人のやぅに思はれたのです が、 それが何と 
當年二十歲の靑年と聞いて二度ビックリしたのでした。彼は、靑少年に1 fLK に嚴妖 1たる態度を 
以て航むのですが、しかもなほその指導振りは飽くまで懇篤を極め、恩威並び行ふといふ宋しい 
A 2 漱には、私達一同何とも言へない感銳を受けたのであります。 

歷史教育さて、七月十六日、私達はフレンスブルダ S : 窗足し、軍港で名高いキールへと向ひ 
ました。ところでその旅行中に是非お話したいことがあつたのです。といふのは、キールへの途 
中にハイターブーと稱する地があるのですが、こ、は±一世紀の初め頃?)北から來たゲルマン 
民族が初めてこの國に ^i AS した地點といはれて をり、 現在その當時の建築物を较掘してゐるので1 
わざ<見畢に立ち寄つたわけなので、そこから掘り出された貨幣を見せてもらつたので乙た。 
ところがその表面には現在ナチス黨がその紋章と L てゐる例のハーケン •クロイッ、 あれがチヤ 
ンと&齡されてゐるのです。これは非常に重要な意味があるので、現在のドイツ國旗は一九三 三， 


年ナチ Kf 天下にな？初めて « IJ < ら％たものなので—が、 L かもなほその國旗の中心を 


年ナチ K 黨 Q 天下にな？初めて^?ら t たものなので f ますが、 L かもなほそ SS 中心を. 
なすハ1ケン..ク：1イツは旣|一世紀？に1|^として存在してゐたことを1してゐ令 
のであります。 

現在ドイツではヒットラ1總統の意を受けて『ドイツ建國史」「ドイツ古代史」の研究が非常 

九んぞく 

に盛んで t 、 同時に f 敎て t すが、かく S く今日ぶツ民裘島の歷史 
を十分硏究して、これを中心とする歷史敎 f 行つて1は、我が S 歴史敎育では旣に古 
くょりや？—ことながら、全くそ1を一にするもので、今日この點に着眼し力を注いで々 
るといふことは、誠に興味深く思はれたのでありました。なほ、かぅした傾向から、最近ドイツ 

では iile 熱爲 ？、 r 

にょれば、履蜃に系圖を，す t とも*るさぅで、黯の 一致か日本 S 似かは判りません 
が、とにかくか t — 神 的方面に？る言方は、 日本1£習と符配—?てゐるが如 
く感ぜられ、非常に面白く思つたのであります。 

海洋青少年七月十七日、 T ルを 出發 して” r ベックに向ひましたが、その途中ノイスタ 




活汰プンャキの RS 年少打 f 海 


i 




は 












就中その醫療施設は楚非我が國でも眞似たいと思つたのであります。ヒット1ンー.ユ1ゲントの 
發療施設については、先にケルン訪問の際にもお話したこと セあります が、彼等は®枨的體育を 
行 ふと 共に、消極的な豫防にも かうした 具合に絕大な る 努力 S : はらつ てゐ るのであります。 
從つ てこの キャンプ生活に子供を送つ てゐる 父兄達 も、 私達の訪問した とき數十名來合せて ゐま 
したが、如何に P 滿足さうで、 これなら安心して 子供が故 せられるといつた 安全感を持つて ゐる 
やうで ありました。またこのキャンプ 場に於け る速 續_習には、特に ドイツ 海 2 K から 下士官が 派 
逍され、更に必要なる器具、機械等が提供され て、 各種の訓練も實に gg を極めて ゐるのであり 
ました。 

I 體この靑少年に對する海洋訓練は、非常に困難なものなので、今日我が阈に於ても、地方の 

# 

漁村にある靑年孕校? V :ひは靑年團等只管その振興に頭をなやま L てゐるのですが、それにしても 
なか <思ふやうに行かないのであります。現に私達一行は、今 R 我が 國に 於て 最も 力を 注がれ 
且つ相當の成績を舉げてゐる某縣海洋靑年團の活動振りを フイルムに して持參したのでしたが、 
このヒットラー•ユ ー ゲント梅洋靑少年部の完備した度際狀況を N の邊りにしたので、向ふの 入 
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々の前にそ 5 イルムを公開するのに は、 とにかく非常な勇氣が 必要で—、 と感じたのであり 

ました。 

キ，ルにて T ルでは、私達一行軍艦の見畢をし、また ヒットラ！ T ゲントの歡迎會に 
もば II しましたが、その？ょつと不思議に思はれたのは、ドイツの一陸軍大尉が、私達に對し 
て特に終始靈これつとめてゐたことでした。で、私は「貴下は現役の軍人でありながら 、 f 
して私達をとりもつて下さるのですか？」と聞いて見ました。ところが彼が言ふには 

「ヒット T . tt 卜 S 育と軍隊 Q 敎育とは非常に密接な關連があるからして、双方共 
各地 方別に それぐ H 絡係—いて— ?す。實は、私？の地方5け—軍側の連絡係 
なのであります j 

といふことでありました。これを 以てしても ヒットラ！ T ゲント、アルバイツ•ディンスト* 
そし5隊1が如何に1 is 係に あり、 一貫した指導精神にょ？靑少年敎育訓練に 
當つてゐるか fe せられ S であります•また ヒ*'トラ！ Tf てが特に力を入れてゐる 
體育 にしろ、或 ひは ヒット T 1 に對する^%心の_ にしろ、 とにかく彼等靑少年に對する 


指導訓練は、同時に軍隊の基礎訓練ともいへるのであつて、これといふのも結局は現ドィツの各 
般の運1が、直接間接を問はず國防の一點に集注されてゐることを赋 M に物語つてゐるのであり 
ます。しかしそれはそれとして、とにかく現役將校が連絡係に當〇てゐる事は、誠に興味深いも 
のがあると考へたのであります。 

祭の行列リューベックではまた面白いことがありました。恰度私達が行つた日、この土地は 
古来の風習に從つた珍しい祭典で大脤はひを呈してゐたのです。私達一行は市役所で市長の公式 
引見に出席し、式が終つて市廳舍內を見物し昔のハンザ同盟の話などをしてゐたのでしたが、そ 
の時急に外部が騒々しくなり、或人が私の所に来て「貴下方は大變運がよい。今日は恰度この市 
の祭典で、今市役所の外に行列がやつて來ました。早く行つてこの千載一遇の^^をごらんなさ 
い」と言ひました。そこで私達は早速飛び出して見たのですが、なるほどその人の言ふ通り、こ 
の行列は實に珍妙な面白いものだつたのであります。 

その良典は、日本の祭とはその型を全然異にしてゐますが、氣持は互によく似た所があるので 
す。そこにはあらゆる職業の老若男女が出て、それが各自の職業によつてそれ-^に行列をつく 
三北ドィツ 四七 


三北ドィツ 四 A 
つて行進して行くのであります。しかも各職業ごとに必ず獨辦の船りもの、日本でいふ；！^のや 
ぅなものを引つぱりながら行くのです。例へば齡起斯は烨突傾でその祭の上で煙突 Ml 於の货演を 
やり、パン M はパン屋でパンを燒いてゐる、一齡峙は洗濯を、運動競技のはラケットで球を 
打ち合ひながら、といつた具合に各自職業別な飾りものをやつてゐ荀のでした。 

ところで私违一行がその行列を見て特に感じたことは、各行列の先頭にがついてゐて 、 j 
同それに合せて步いて行くのでありますが、その足並が如何にもょくそろつてゐることで ありま 
した。これを以てしても、ドィツ人が如何に音樂を gg してゐるかが M 像されると思ふので あり 
ます。 

© 國少年の墓七 W 十八日 私達は、このリユ I ベック5:出發してストラールズンドに到^、 
iii にリユーゲン岛に向つたのであります。その目的は過ぐる一九三一年共 m 黨のを受け、當 
時十六歲にして弊れた愛阈少年ハンス•マ a ンの萬に詣113ためだつたのであります。 j 殺ヒット 
ラー.ユ I ゲントの人々は、一九三三年以前にヒットラーの演說を聞いて「この人の政策を wIJa 
することこそドィツの興降を招來せしむる途である〇從つて自分等はたとへ^!を Mi してもヒッ 


け;；よ< 』 t ^ だ』*う 

トラ ーに ^ 力し、彼を支抒しなければならない。そして共.- Jr./-K { M を t ; 到し本常の ドィツを たてな け 


トラ ー に協力し、彼を交持しなければならない。そして共 .- Jr.^M をが ffi , し本常の ドィツを たてな け 

ればならない！」と考へて、或ひは學業をすて、職業をすてて、相携へて ヒットラーの 下に走つ 

- たのでありました。即くところによれば、そのため共布 - E 
に殺された靑少年は五百人にも達し、をしたものが五 

ハ萬人を起えたさぅであります。然し ヒットラー •ユ ーゲン • 

ン 

ブトの人々は藤としてか4■靨に■し、か g 窗 

〇 を®ねたのでありました。 

^ いまこ X にいふハンス•マ n ン少年もその一人でありま 
に すが、 私達 i 行は親しくその1&を訪れ、今更ながら現ド 

て ねん 

イツ人がかうした愛國者に對する感謝のがの如何に大なる 
かに感じ入つたのでありました。その菜たるや、焚に党々 


たる石选の堂宇で、餘りの大きさに私達 I 行思はずビック 
-したのであります。しかもその堂の中では、 I 切が無言の ffl ぅで、私達は心からなるの紅に 

三北ドィッ 5 T/L 



三北 K イツ 五〇 

打たれ、祖國ドイツのために1れたその少年に對し浴々しく花環を捧げたのであります。彼は過 
ぐる歐洲大戰に父を失ひ、母の手 一〇で育てられたのでありますが、戰後のドイツが疲私のどん 
底に押し倒され、眞に悲 I なを見るにつけ、旣成勢力では到底この難局を打^:することは出 
來ない、今日ドイツを救ふのは自分達靑少年以外にないのだと考へ、ヒットラーの演說に共鳴感 
激し、母親の反對を押し切つて進んでナチス黨に入黨したのでありました。しかし、やがて彼が 
祖國のために立上つた雉々しい姿は遂に母を動かし、その共鳴をも得るに至つたといふことであ 
ります。私達は、僅か十六歲の少年なのにも拘らず、 M 國ドイツのために贵い命を捧げたといふ 
一事をもつて、かくの如く堂々たる堂宇をたて感謝表彰の意を表するといふことは、現在のドイ 
ツ人がかぅした tHt 者 C 對し、地位の上下、年齡の差異を問はず如何に感謝感激の念を抱いてゐ 
るか' r 飢ばれ、その心持に强く打たれたのでありました。 

海烽保驀地七月十九日——リユーゲン鳥のザス-ーッツに建設中の海岸&養地を見に行きまし 
た。こ X は完成仏!は收容人 il 二萬人、これがために i する職員五千人に及ぶといふことで、 
51?^^れぱ t 時に二萬人の人に洩れなくベッドを與へ、しかも何等混雑することな^:養させ海 

水浴を t ; はさせること\なつてゐるばかりでなく、その上各秫娛樂 機 關を備へて 同赤に社交提 と 


水浴を行はさせる r と、なつてゐるばかりでなく、その上各种娛樂機關を備へて同時に社交^と 
もするのだといふ話でした、何しろ^ 取に して人ロニ萬.數千人の都市を建設し ようとい ふ越^ な 
計畫なのですから、これがためには特に專用鐵道まで！^ して あるといふ次第で、§ くも一九四 
二年までには完成 させようと して、目下絕大な努力が傾けられて ゐ るのでした。なほ WJ くところ 
によれば、完成の後には總ての 勞働 者に^^して、大體 一人に ついて 八日 乃至 十日 間 jffle ^ させる 
の ださう で、しかもそれに要する费用は全國的に平均してみると 配！ ge に旅费を加算しても 一人 
當僅々二十マークであるといふことを聽き、今更ながらこのアルバ ィツ.フ a ント(勤勞戰線 ) 
の_について谈望の念を禁じ得なかつたのであります。 

产 

四野 營 

» • 

V ■ 

野營に參加七月十九-0、.私達は11ゲン.«からストラールズンドを於て、^^ £ たるプレ 
a ゥに到若しました。そして二十六日迄 八日 問 この 地に滯在 し、ヒットラ！ユ ー ゲントの靑少 
四野® E 1 




四野 ff 五一一 

年數百名と生活を共にし、彼等が特に力を入れてゐる野兑にょる,;111/把を親しく §(? 驗することが出 
來たのであります。次に、この數日間の體驗にょつて得た感想の一部をお話しませラ。 

簡易生活 その一つは、先づドィッ靑少年の^ k «- が、如 
何にもであるといふことであります。例へば、その食 
祺の如きも、朝はバタ、チーズ、或はヂャムをつけたパン 
t と麥茶だけなのであります。また喪は >* c で、•数 M の! l ! f 菜の 
ハゴッタ煮に、^し朝食のパンが殘れば、これを細かく切つ 
T て路ぜるといつた配 S 振り、夕食はこれまた例の麥茶にバ 
夕或ひはチーズを.#へたパンだけで、稀に+肉の^込みが 
供されるといふ具合でありました。とにかくこんな次 m で、 
そのなことは唯々驚くの他はなかつたのですが、しか 
もなほ彼等の說明によれば、これで相當 M の力"リ lsr'fl し、發 -11- 盛りの彼等评少年にとつて、 
央して榮養•小足でないと聞き、益々感心させられたのであります。 


規律 次に感じたことは、彼等青少年の Sr 營生活が. n ! にのび'^としてゐて、見るから氣持ょ 




規律次に感じたことは、彼等靑少年の野^生活が . n ! にのびとしてゐて、見るから氣持ょ 
ささぅに愉快に遊んでゐるが、しかもその反面、規扑が頗る嚴 M で、彼等自身はその爲すぺきこ 
と5:枨めて忠 K に n : 行してゐるといふことでありました。例へばこんなことがあるのです。この 
野 K V-V 地•はバルチック沲に rftl した松林の屮にあるのですが、彼等はょしんば夜 1111 でも、所定の場所 
以外では絕對に小; IJ を足さない、これは或ひは*/: V 然なこと、もいへませ ぅが、 私 iin # H 本に於 
ける： m 分 ii の行動を IX ' 竹して少からず感心したのでありました。找際腕 n 盛りの W 少年が、前を 
押へて遠くの便所に- i け m して行く様は、 E るからに可&な感じがしたのであります。 

敎課第三は、野^生活中に於ける敎育振りでありますが、これは昔樂の MW と身犯の鍛鍊が 
主也ものとなつてをり、 W 朝八時には全 M 注 N の！ 一 にハーケン•ク n ィツの！：娲を^描し、それ 
が終ると今度はヒットラー總統の萬歲を尚 i ? し、 iii にその浈說中にある金首名句をそつくりその 
ま、全然説明なしで PH かせるのでした“そして - r - 前屮の學膂時|} 1 |に 4' f びこの金 K 名句を取り上げ、 
今度は一寸簡取にその説明を行ひ、すぐ昔樂、體竹等の訓練が施されるのであります。かくて , r - 
前の sfv . a が終り^食が濟むと、約一時 nil 午肫の時|||1が與へられ、それから後は水：冰なり、或ひは 

四 野？?五三 







各補 S 上 S 等をやり、なほ午前中 M 伐に.竹樂等も行ふことにな？ゐます。そして更に夕食 
後は 二 卜人 或 ひは？ 人、多い時には全貝が或一定 S 所に犯つて fsn 樂をやり、しかもそ 
の 際 - f'f びヒット ラ ーの演：.^ ^.の一句につき前闼よりはもつと訊しく說明するのであります。 

從つてかうした一 E の生活は、終始一貫！ W 樂によるじ偷賊ゥの一がと身體の鍛鍊が企岡され、しか 
もその⑴ f ず匕 ット T へ Q 忠誠心を®^して—言に聋けられたのですが、その 方法が 
所？打せたやうな尚苦しいもので なく、^ するといふよりは#ろ衍染 名と靑少年とが揮然 
一^となつて、 rill は1,|歡のうちに船 M * の n 的を達しようとしてゐるやうに感ぜられ、私 ii 一 fMI 
深く この點について考へさせられたのでした。 

指導精神 第四には今日ドィツの各方面に强く叫ばれてゐる「ドィツ民族精神は農村に殘る】 
といふ考へ力でした。彼等の言ふところによればヒットラー•ユーゲント常^ , J が、遍く全#少年 
達に對し喊年 JL になると然るべき土地で野當を行はせ、所謂天地自然に接觸せしむるやう多大の 
努力を拂つてゐるのも、梁1%この指染精神の®露で あると いふのです。從つてその野營生活は、 
前にもかべたやうに出来るだけ P ぅの經 f で f りるやう工夫せられ、例へぱこのプレローの! l!f 

贷の如きも、滯在期 Ril 十 RBil の赀 111 に往役の旅费を加筋して、それでもなほ僅々二十マルクとい 


於の如きも、滯在期 BS 1 十 R 問の赀 ;1 J に往役の旅费を加荪して、それでもなほ僅々二十マルクとい 
ふことでした。 

更に乙\で我が日本の靑少年運動に對し參考になると思ったことは、ヒットラ！ューゲント 








に®してゐる靑少年は、格別に家庭 

が貧困でない限り、年額六マルクの 

生 IW 1 费を醵出してゐるといふことであ 
活 

«ります。これは自分が利益を享受す 
* ることには、自ら進んで相當の經费 
を fts すべきだといふ氣持がよく現 


WLl . ノ.--.--",' はれてゐると感じたのであります。 
ヒット ラー•ユ ー ゲントの敎育施設は、旣に质々述べた 通り實 にょく 行き屆いてゐるのですが、 
これといふのも要するにその费用全部を阈.冢の負擔に M がず、全團 M が進んで分擗してゐること 
が何ょ CS 有力な原因であると痛感した次第でした。 





目上を寒#—は、野—活全體を通じて見 S 合、ヒットラ！ユ 1 ゲントの靑少年達が 
Jn , に對して絕對繼をすることでぁり、しかもその■磐が非常に正しく、且つ昱つて 
立派で—といふこと5たのです。しかし、それだからとい？指—が靑少年を1 M してゐ 
るといつ1じは S なく、—極めて一やか S 持で接して—ので、これでこそ先に述べた 
通り— 1が S くと、しか^ f して生活出來るの 1 SS でした。 では、 
なぜかく，^ ggg なず、し ts かく S — きくとしたず Is し出され 
るの.でせぅか？ 

私は、それはつまり ヒッ トラ！ t ケント—して—者が、お互に「同志」といふ氣持で 
て t か US がそ sf なして i ためぺと考へたのでぁ—す。それ故彼 
等はよしんば一週問—しても或ひは十晶經つたとしても、もつとく永く統けてゐたいと思 
ふといふことでした。 

元來ヒツ トラ！ T ゲントの敎育は、學校敎育とはその本 f 異にして をり、 靑少年の心の 
中 UI に1す希望或ひは船 5 RI •に， て、 極めて輕い氣持で、 SI びつ、—閒に訓練の n 


的を违戎しょ 1 いふ Q であ？、. この點は特に緊の：®靑少年指 裳が、 ょく考へて見ゃ 


的5成しょ 1 いふのであ？、.この點は特に現在の H 本 Q 靑少年指罢が、ょく 考 へて 見令 
必要があると思ふのであります。 

私も以前我が國に於て、多少かうした生活を體驗してゐたのであります が、 一般に日本の跸 S 
生活では、一週 111 ]も^!: 谢すると、 もう ff 家が戀しくな り、 所謂 M 心矢の如くなるのが itn ^! のやう 
に思つ てゐる Q であります。 それといふ Q も靑少年®指染に常るものが、や、もすれば 餘 りに嚴 
格に過ぎ、 また 氣輕な器で靑少年を遊ばせるといふ jl ^ m 41 に#けてゐる爲ではないでせうか。私 
は、. 今度親しくかう した ヒットラー•ユーゲントの野 ^ 生彷を味は つて泌々考 へさせられた ので 
あります。 

記念のパツヂ 七兰十六日、私達一行はこの思ひ出多い SW 生 S 通きぬ名殘りを s しみつ 
、プレロゥを!5ちました。ところでその出發に際し、私達はこ、の跸 R 所長ともいふべき人から 
記念バッヂを I 、られました®で、それを胸に f 並 f 警名§少年に別れ莫げたのであり 
ます 。 S ドィツ人は 何か事があると、すぐそれするバッヂを剖つて脈用する潛がある 
やうです％、しかしそれは w して高 S も©ではなく、非常に氣の含いた垢拔けのしたものに感 


五東グ〇シャの旅 五八 

じられたのでした。なほドイツの青少年 達は、 私達一行の滯在中「何か記念になるバッヂを打ひ 
たい」と板 S し、隨分せがまれたのです が、 生 f 持ち合はせてをらず、折角の希留も妙憾ながら 
遂に滿足させられなかつたのは大いに淺念に思ひました。 

五東ブロシャの旅 

愛兒を旅にさて同二十六日思ひ出多い野^地を發足した我々は、二十七日スウイネムンデょ 
り船に乘り、次の5である東プロシャへの旅についたのであります。そしてその夜は船中に一 
泊、翌二十八日ビラオに入港し、卽日東プロシャのケー - ーヒスべルヒに到着、それょり八月四日 
まで八日 fill に一^り來プロシャ各地を旅行したのであります。ところで現在ヒットラ I •ユーゲン 
卜ではその靑少年達に對して盛んにこの東プ n シャ旅行を獎 MA してゐるのでありますが、それに 
は次に述べる三つの1^各重大な意義が含まれてゐると思はれたのでありました。卽ち、その I は、 
現在のドイツ人は、例のベルサイユ條約がドイツにとつて極めて不合理である、と考へてゐるの 


で、その不合理さを靑少年達に對し徹底的に知らせ、他日如何にしてもこれを是正しなければな 
らぬといふことを深くその腦裡に印刻せしめようとするため。 

その 二は 歐洲大戰に 際し、 敵軍がドイツに佼入した唯一の地域はこの東プ P シャである〇卽ち 
一九一五 年 ロシアの大 5 K がこの方面に殺到して來たのを、ヒンデンブルダ將取が寡兵よくこれ を 
輥 破しドイツの 所謂 光輝ある戰ひをなしとげたのであつた。そこで靑少年達にこの地方を見學せ 
しめ敵兵の，目國への^入が國民に對しどんな^^を與へるかを追想させると共に、ドイツ軍が露 
軍を繫返したといふ事實を知らせ、それによつて靑少年の愛國心を昂极させようとするため。 

その三はヒットラ！ユーゲントの青少年が、常に東西南北に亙つて各地方を旅行し、それぞ 
れの土地の览情を詐かに知ると共に相互に交驩することは、今日ナチス政檨が内政上最も苦心を 
はらつてゐる國內統一、人心融和の上に頗る役立つといふことのためなのであります。 

かうした理由から靑少年の來プロシャ巡が獎勵されてゐるといふわけなのですが、そのため 
か、話によれば昨年 H の如きは、男子 I 萬五千名、女子 I 萬七千名にも及ぶ靑少年旅行者があつ 
たといふことです0 

五柬•フロンャの旅 五九 


五. lRri < ャの旅 六〇 
なほ、かぅした旅行者の便利をはかるために、ドィツ本土と Jk - ブロシャの1!!]には、約二千人を 
似纪し|'|る漱斯！1が迚 ii ! i されてをり、また^ブロシャ各地には靑年衍泊所があつて、全ドィツか 
ら集つて來た靑少年は、その旅行中所; in ポーランド廻廊に接する地方や戰跡等を巡歴し、夫々备 

ち t»c~M» かん VC 七 

地に於て現地講話を聽取し、それにょつて愛阔心の涡養に資してゐるのであります。またその旅 
行が終ると、これ等の W 少年は自分等の感想を 綴り、 ai に自分で撖影した ^ 庇 ^ を加へて旅行記 
を作ることが例となつてゐますが、その作品の立派なのには CA = i が授與されるといふことであ P 
ます。 

カントの遺跡 朿プロシャに於て私達 I 行の見呼した個所は相常に多かつたのであります が、 

IC0-C4 

次に R ? v ,' に從つてその Mt なもの?:舉げる ことと 致します。 

先づケ 11ヒスべルヒに 到着した日、卽ち七 月 二十八日には、 111: 界的竹 璆贪として 有名な カン 
卜の遺跡を訪れ、その遺品や彼が生前親しく敎鞭 をと 〇てゐた學校その他 5 : 見學 しました。 it 品 
屮には彼の自來になる手記 や? , f 簡等が あり、また友人と 共に飲み交は したといふ 酒杯なども淺 つ 
てゐて、竹人カントの 在りし日を 劈繁せ しむる ものが； g る 多かつた のであります。 



英語の 押資 その翌 R は、 ノィクーレンにある陸祺の飛行呼校及び飛れ聯隊 $: 訪問しました。 
大體、今 H ドィツでは、時 W 柄かうした場所は船！ 5 禁止 K 域として、一般人には勿論べルリン駐 
配の各國武官等に對してすら、視察する m を mlr てゐるのであります が、 私達一行だけは特別 
衆 -iss で、速い所をょくやつて來たとばかり、その日は特に所® I の將校全部が所定の H 課^^んで、 
大々的歡迎をしてくれました。 

ところで、その時- , r--- 招の席上で、一寸！^势しい一勒のユーモア剌が M- 開されたのでした。とい 
ふのは、そこの聯隊^が^' M 私達I行に對する歡迎の辭を述べるについて、「私は英語でお話し 
たいと思ふのですが、如何でせうか」と Fr つて來たのです。で私は「私违は日本の靑少年を代炎 
して特に脱1たる竹阔をお訪ねしたのですから、弗だ勝手ですが货下のお話は处非ドィツ語でお 
願ひいたしたいと M ひます。勿論、私は日本語で答辭を屮し上げる考へでをります。尤もお万•に 
言葉の意味が論解 m 來ないと闲りますから、通譯を使ふことと致しませう。幸ひ私達一行の中に 
は ドィツ 諮の達者な^がをりますから、^しお- ic しければその者にやらせては如何かと存じます 
が」と答へました。するとその聯隊 fi は'史に「お話はょく判りましたが、私は垃非英語でやらし 
五東 ブ n シャの 旅 六一 
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て戴きたいのです。？ f は聞けば、日本の中學校では全部英語を必須科 E としてをり、また髙等學 
校も英 afti を主要な科目としてゐるといふことなので、従つて貴下方への歡迎の言葉も英語でなけ 
ればならない、と考へたのでした。それで私は學校を出てからもう二十年近くにもなり、英語も 
殆んど忘れてしまつたのですが、折角遠來の贵下方を歡迎するのだからといふので、二晚撤夜の 
上苦心 m 愤の結果、やつとこの草ぅ稿をつくり上げたのであります。ですからもしお差支へなかつ 
たなら、どうか英語でやらして下さいませんでせうか」「いや、それならどうぞ英語で」といふ 
ことになつたのでした。しかしかうした I 事をみてもドィツ陸軍常局奔が、私達 I 行に對して如 
何に眞劍な好意を寄せてゐたか^似ばれ、その後も思ひ出す度に感激の念を禁じ得ないのであ5 
ます* 

親ごころさて、 ノィク ー レン 飛行學校の見學を終つた我々は、引續きその日の中に クランツ 
といふ所に赴いたのであります。そこは片 m 舍の小さな町ですが、た s ' この地方でも有名な海水 
浴場があるので、折から炎袅の候とて、その時も各地方から錐つて來た避暑客で非常な版はひを 
呈してゐたのであります。，ところがその群集の中に I 際私達の目にとまつた不思議な姑人がゐた 






呈してゐたのであります。■ところがその群集の中に I 際私達の目にとまつた不思議な^人がゐた 


のです。 I 見四十五六と思はれる年蒙でしたが、私達派遣阑れを兄かけると腕をとらへて界札し 
てくれとせがむのですが、それが熱心の程度をこえて蜞ろ少し執拗い位なのです。でこれにはき 
つと何か理由があるに違ひないと思つて、「贵女はなぜ私達三十名全部の者の- W 名が' M ひたいの 
ですか」と W きますと、果せるかなその婦人の返事は非常に興味深いものがあつたのです。その 
婦人は私達に對し親愛の情を双1に湛へながら「11!は私の子供が今度货阈をお訪ねするヒットラ 
1 • ユーゲントの一行に加はつて ゐ るのです」と. K ひながら、懷中からぺ魁の ^^ を取り出し、 
「まあこれを御^下さい。私の主人は七月十二日ブレーメンに子供の出發を見送りに tr きました 
が、その時报つたのがこの記念 BK なのです。もう間もなくあの子も： n 木に到着するでせうが、 
さう したら私は今抟様から戴いたこの署名を私の手紙と M 封して送つてやりませゥ」とのことで 
す。私はこの言萊を耳にして、國こそ異なれ子5:思ふ親の心は世界中何處に行つても M じだ、と 
考へその優しい氣抟に深く打たれたのであります。その！日私速 r 打が同地を出發しょうとする 
時にも、この ドィツ： g 人は早くからやつて來て、畀い服に淚を浮べて別れを惜しんで ゐ ました> 
敬虔な所長 この 日 私達はそこから•史に進んで、 ロ ヂッチンといふ村にある世界的に 有名な彼 




の a ヂッ チンと いふ所は砂 ir : 上の一地點 
であつて、そこは麻秋の氣候の ^ り H に、 
ロシヤ 或 ひはスエーデン等の ^ い N と 1^ 
歐の暖い阈との間を往役する渡りぬの移 
動 n 丨スに常つてゐるのであります。從 
つてそこには熱心な平 ^がゐて、 沿つて 




つてそこには熱心な乎^がゐて、堪つて 


來る砘*找々の^-類について具にその習性を硏究してをり、即くところにょれば*今^まで旣に 

含もよう げふせ今； こうけん 

世#の擧界に幾多の i * i : 重な業铅を n 獻した 


といふことであります。 

しかしそれとは別に私速を深く考へさせ 
m た祺があったのです。それは先づこの交 itfj 
H 不便な HI の I 浚村、しかも冬になると•水 
® 點下何十度といふ拟所で、何^の 4' 平不滿 

境 

地も捉かず孜々として硏究にいそしんでゐる 

〇 tit 乂 

硏究所長某博士の、«に敬恥そのものとも 
いふべき M .1 I い姿だったのでした。それか 
らこ、で、も I つ氣づいたのは、この研究 
所長の , IV 命が. rl 1 に堂々たる大 a 築であると 
いふことです。話が少し於き路へそれますが、今日我が！！：に於ても外帝阈大雖はそれぞれ各地に 
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yMH 1 驗所と船 V るものを持つてをり、それ等は何れも大體に於て僻地にあるので、恰もこの n 
ヂッチンの渡り鳥硏究所を il ばせるのであります が、 附設の官命に至つては、た' f 取に it むに JtiL 
るといふだけで、これとはてんで： & m にならないのであります。とにかく生活を樂しませ得るだ 
けの充分な設備は殘念ながらまるで見られないのです が、 ドイツがロヂッチンに建設した所長の 
背舍の如きは、到底我が國では想像も及ばないやぅな大規栈なものであります。かぅした B : 情を 
目の邊りに見るにつけ、我が阈に於ても1,の地にあつて、幾多の闲難と戰ひつ、その聰を尜ず 
る人*の官舍は、かくしたものでありたいと痛感しました。 

問題の H 境ロヂッ > ンの渡り烏 W - 究所を^■した私.達は、すぐそ^: JE . で今度は北緯五十六度 
に近いドイツ最北の都市チルヂットに向ひまし龙。この町は人»約六萬で、有名な人絹エ缇のあ 
る所なのです。そして更に車を進めてリトアニアとの阈域線に赴き、そこに立つて親しくドイツ 
と”トア ーー アの國 境 線の狀況を見學しました。この地點は、歐洲の t 局に重大な於释を投じつつ 
ある所謂メーメルランド問題の火元です。メーメルランドは現在リトアーーア領に颭してゐますが、 
同地方の人口約四十萬のラち.、その 七、 八〇パーセントはドイツ人で"しかも主としてドイツ餅 


同地方の人口約四十萬のぅち.、その 七、 八〇パ ー セントはドイツ人で、しかも主としてドイツ諮 

が使; 1 J されてゐるのであります。チルヂタト市とメーメルランドとの！：^は一つの大きな河で、 
案內者の說明によれば、この河にか\つてゐる橋の中央が RI 阈の阈墙になつてゐるといふことで 
した。で、私達はその地點に立つて親しくドイツとメーメルランドとを比較展望しました。とこ 
ろが IN 見ただけで： s 者の相違をはつきりとのみこむ事が m 來たのです。卽ちドイツ側は產業が 
殷賑を报めてをり、見渡す限りどの煙突も潆々たる煙を吐き出してゐるのに、メーメルランド侧 
に眼を轉ずると、これは全然反對で、眼に呢ずる工場はどれもこれも^業を停止してゐるのでは 
あるまいかと思はれる程ひつそり閑と靜まりかへつてゐるのです。なほ•向白いことには、メーメ 
ルランドには森林が多いので人絹工業に要する原料が極めて嫂常なのですが、ドイツ側ではこの 
手近な/ JK 料には全然手を觸れず、 is く大西洋を隔てたカナダから輸入してゐるのだといふことで 
あります。これに關しドイツの案内者は「現在ドイツは現金を抟つてゐないから、外國品を輸入 
するには所■物々-•父換によるより他に方法がないのである。しかるにメーメルランド側は、：：：！下 
ドイ‘ツから購入したいものは何 I つとしてないと：一 ie ひ、それに現在各方：向に於てドイツ、リトア 
-1 ア問には意志の疏通が缺けてゐるため何かにつけて M 汾を缺き、從つて rfn £ 倒とは知りつ、もか 
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うした手數をかけてゐるのである。こんなわけだから、メーメルランド l ; ij 題の迎滿解決は、現在 
め我がドイツにとつて、正に念務中の急務であるといはねばならない」と W ひ、 51に rl を枨めて 
ベルサイユ條約の不合理なる所以んを論難してゐたのであり t - す。 

そこで私達 I 行は、更にその河に阶？兩國の阐境線を^ , -細 d 小し、或ひは小れい所に S 
ては、 K 地につき彼等が所1 i 「不合理なる國境」と稱する理由の®底的な說明を聞いたのでした。 

S 本人と英®その夜、チルヂットの市長は、私達一行のため歡迎 i 催し、心からなる歡 
迎の意を农されたが、その席上またまた槪槪な笑ひ話がありました。その一つはこの市奴さんに 
關することで、同市長はベル”ン大學を卒業し、現にドクトルの學位を持つてゐるさうでありま 
すが、私達一行に對して1の挨拨を述べることとなつて、一體ドイツ語で話した！がょいか或 
ひは英語にすべきか、大いに頭をひねつた、といふことであります。そして結^ 「 H 本人には央 
語でなければ判るまい」といふので英語でやることに意を決したのださうですが、氏も亦先に述 
ベたノイクー レンの飛行聯隊長同楳學校を卒業後旣に二十年近くにもなり、當時赘ひ货ぇた英語 
も今は殆んど頭から拔けてしまつてをり、その原稿を作るのに並大抵の苦^ではなかつたといふ 

ことでした。しかしそれにも拘らず私達が「兑非ドイツ語で」と懇琪したとこみ、市'长は却つて 


も今は殆んど頭から拔けてしまつてをり、その原稿を作るのに並大抵の苦^ではなかったといふ 


C とでした。しかしそれに も拘ら ず 私達が 「赴 非ドイツ語で」 と懇淨したと ころ、市 1< は却つ て 
非常に喜んで咖座にその苦心の結犯ともいふべき英文の原稿を棄て、ドイツ語で熱 k 溢るる挨拶 
の 言葉を述べたのでした。で私はそのあとで rMI 氏を捉へて先に述べたノ イク ーレン飛行聯隊 15 の 
I 幕を話します と 「なる ? M 、 i«r 問には ょく 似た ことがある ものですな」 と. wo て腹を抱へて笑つ 
て ゐ ました。 

チ—ズの貪傷 それから、もう I つ面白かつたのは晚餐後の川來琪でした。大將•ドイツでは食 
难の fi 後にチーズを m すことが 一 般の氕 m となつてゐるので、これは丁度日本人が済物を貧べる 
のとょく似てゐるのでありますが、この時もその例に洩れず、市長は私の前に數秫のチーズを持 
つて來て、柏りに獎めるのでした。で、私はそれ等のチーズを少しづつ食べて見ましたが、いづ 
れも尜晴らしくおいしいので私は思はず「これは大したものです な、 寶にうまい」と感歎しまし 

、「それはさ 

うでせう、このチルヂットはドイツでも—有救なチーズの產地なのですから。しかしそれはそれと 
して、逛々 H 木からおいでになつた貴下からかうしたお 谈 めのお•一 K 葉を躲いたことは、チル ヂブ 
五 JKru シャの 旅 六九 


くわ“ L 心〇：み う^づ 

た。 すると 市^は我が音：を得たりといはんぱかりに會心の笑を浮べ、大きく額きつ 
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卜の市長として W に喜びに i ぇません。 さあさあ、 どうぞ御遠 It なく澤山召し上つて下さい」と 
一 K つてしきりに ifi め、どうしても食べろと言つてきかないのです。しかし旣に一通り食^を濟し 
た後のことですから、いかに勸められて も、もう お腹が一ぱいでそれ以上はとてもは入りません。 
が市長«私の！^ nGC などは少しも耳に入れず、さあおあがり、もつとおあがり、とばかりなほその 
手5:ゆるめず、さては「ビールを飮みさへすればチーズはいくらでも食べられるものです。若し 
チーズが澤山だとおつしやるなら、どうぞビールを召し上つて下さい」と•一 n ひ出す始末に、私は 
もうこの餘りにも盛んな歡待ぶりに、とうとう腹を抑へて降參してしまつたのでした。 

人馬むを合せ 明くれば 七月三十 I 日。私達 I 行はトラヶ ー ネンに 赴き、同所にある Mil 立秘馬 
所を訪れたのでありましたが、そこでは實に見るからに立派な馬を、次から次へと曳いて來て見 
せてくれたのでありました。しかもその馬を曳いて來る調敎師违が、これまた實に颯爽たる服装 
をまとつてをり、殊に私達一同思はず疏歉の啦斟を拽らしたのは、これ等の調教師が馬と共に I 
J&if で私達の S . I に出て來る 際、 その！'-撕が全く馬と人と意氣相通ずるかと思はれるくらゐビッタリ 
商つてゐ たこと でした。 I 猎 ドィツ 0 人々は、往來を 歩く とき忤®:らそ 01 调を<!=せて. Q るので、 
これには祕かに感心してゐたのでありましたが、今この馬と人との步調までが揃つてゐるといふ 




\ 


揃つてね たこと でした。一體ドィツの人*は、往來を歩くとき传自らそ 0 如调を八 n せて ゐる ので、 
これには祕かに感心して ゐた ので ありました が、今この馬と人との步調までが揃つてゐ るといふ 

事實に直面し、私達 I 同はとても我が國ではこんなことは見られないといつて、吃驚したのであ 
ります。さてそこの見學が終ると、私達 I 行は更に审を進めて：！ミンテンハィデにあるゲーリン 
グ空相の&配揚を訪れ、卽日丁ンゲルバルクに到着しました。 

氷河の 跡そして八 Ji 1日、私達は I 夜の名殘りを惜しみつつ も、 先の道を念ぐ身の早々に间 
地を出發し、東プ C シャの中部地方に橫たはる湖水を橫斷して、銮頃には早ズもレッチ H ンに着 
いたのであります。聞くところによるとこの地方の湖水はその昔氷河の作用によつて出來たもの 
といはれ、そのためかとにかく非常に深いのであります。そしてこの湖水は所々森の影にかくれ 
て ii えなくなつてゐるが、しかもなほ何處までも果しなく續いてゐることを話されたのでありま 
す。一見湖水の存在を_認め難いやぅな地勢をなしてゐるこの地方こそ、過ぐる I 九 I 五年 n シア 
の大取をその水底に ia ひ込んだといふ日く附きの戰蹐なのであります。レッチ H ンには現在要塞 
が構築されてゐるのですが、ちよつと見ただけでは何等それらしい様子もなく、唯小高い丘とし 
か思へないのであります。ところで私達 I 行は特別の好意からこの要&の見學が許され、しかも 
五來 7 'n シャの 放 七一 
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そこには特に現役將校が派遺されてゐて、歐洲大戰に於けるマ丫ルの■の现地謹を您きま 

印象的な歡迎私達はこのレッチ f ノで兹食をしたためた 後、 

W び船上の人となり、小波を M ' t ? 湖水を航行す t と二三時間、 

• -- コラィケンと 稱する町を—しました。ここは湖水の料が背し 
jyjm ^ l --- ”く M く、： - Is またがって^き為がかかってゐるのでぁります。 

•一一•"ところが その 土地の ヒット ラ！ ュ 1 ゲント 迷は、 愧め私迷一行 
4 P がそ—1することを知つて、そ §ss ぎりに『大け 

驻木靑少年ドィッ派遺圈歡迎.』とドィッ文 S 大齊した公さ約二十 
'一メ - トルもあらぅかと思はれる布を版りめぐらしてゐたのでした e 
^ I ：際こ Gw + S - くそ S に S . SVJ 5為にも、また 
捣の下をくぐつて向ふ側に出た後も、ずつと私述の叹に眺じて非 
常に印象的だつたのであります。しかもその橋の上には澤山の人々が群をなして狼り、私速に對 


... 
' ... 

;%• . 






常に印象的だつたのであります。しかもその橋の上には澤山の入々が辟をなして狼り私，い f 

して聲を限りに萬歲を姬 i してゐる ので、 この^様に私達はもぅ^しさで胸が一杯になつて了つ 
たのでした。かくする中に船は愈々湖水を進んで一ーーデルゼーの塊頭に rycH : l きました。そして、私 
•速はここで愉快な湖水廻りの船旅に終りをつげ、その日はそこに泊つたのであります。 

大戰記念碑八月一 .1 H ——私迷一行は> 
ニーデルゼーを川發して iu * に，：： E 動ホ5:か 
^ り、過ぐる I 九 I 五年八二十六日から 

次 

S 冏三十日にかけて、ヒンデンブルグ元帥 
料，下の ド ィッ笫八 5 TC が、北ム ソノ フ大將 
の!^るロシア笫二朮を包阳攻 m し、こ 
れに1漱,!1啤を加へた欧洲大戰の十誠 
JS タンネンベルグに§ 〆 、幾多の大戰物語に If を傾けまた親しく I ..1 地を > i 平し、贞に Ir .-1 打揃つ 
て大戰の rS ゲ&に槪ずを揿足したのでした。この記念碑は現在ドィッ人の w ' i ' に. M る數多い大戰 
常時の艇從と、そして參戰历士に對する附りない感谢の念を如實に具現したものであると^へる 
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のでありますが、實際日本では到底見ることが出来ないと思はれる程、規栈雄大なものだつたの 
であります。卽ち私達が苦通に考へてゐる記念碑なるものと、それに謂は' r 戰爭博物館を合併し 
たやぅなものであつて、人々はここに參拜し、またこれを見學することにょり、 K ちにこの地方 
に；6り齡げられた激戰の M 辦を如實に認識し把 i することが出来るのであります。そこで私速は 
その見學が終ると：冉び艰上の人となつて、その日の宿泊の豫定地たるアレンスタインに向ひまし 
た。 » 

好*の砲火 翌八片三日、ドイツ陸取は、私達 rTT のため特にこのアレンスタインに於て壯快 
極まる演智を15撕して見せてくれました。ところでその演習のことを述べる前に是非話したい一 
事があるのです。といふのは、昨年は全ドイツを通じて、一般に非常に1?.年で、現にこのアレン 
スタイン地方の如きは、平年の三倍の收稂%あつたといはれた程でしたが、さて、今日のドイツ 
にとつてこれ等の農作物を完全に收權するといふことが、先づ何をおいても最大の重要事なので" 
その時にも例のアルバイツ•ディンスト(勤勞奉仕團)は勿論のこと、軍隊も學生も、或ひは生 
徒も指導者も M そ：兀氣齡 i たる少壯男子 a 村の手傳ひに行つてゐて、全く猫の手でも借り 


ju r : r t ヒ减•^匚 b .こ f b ノ Jy 。 M At f \ c-A 5し^艮 -S- C & つて b ざ b ざ s -の敗 



たいといふ程多忙を栎めてゐたのでありました〇從つてかぅした最中にあつてわざわざ陸取の演 
習を實施することは、それ自體が旣に非常に大きな41^だつたのであります。が、それにも拘は 
らず私達 I 行のためかぅしたあらゆる &$ fen を顧みす、特別な好意を拂はれたといふことは全く感 
激の他なかつたのであります。 

さてその演帮ですが、これ亦私達にとつて極めて興味深いものだつたのです。大粒私達の經驗 
では、例年日本の各地で執り行はれる大演習の際な ど、 敵味方双方とも盛んに大砲を發射し合つ 
て、 所謂砲聲齡 W として天地を gMt してゐるのでありますが、何といつてもこれらはみな空砲で 
あるため、何れも W ばかり物々しく^ m な相手の陣地には何等の影なく、結局一般觀戰奔に 
とつては衆して敵彈がいづれの地點に落下したのか、てんで見當がつかないといつた有様で、と 
にかく賴りなく感ぜられるのが5®?嫩なのであります。ところがこのドィッ陸.軍が特に私達一 
行のために K 施してくれた演習では、ょしんば相手の砲彈が空砲であつたにせょ、その落下爆發 
の^猫1如實に示すため、*獻&落下點とおぼしき個所に特殊の裝置を施して盥いて、敵陣地に砲 
整が起り砲煙が上つて船 <" すると、今度は味方の陣地の或る地點でこの裝置が爆發するのであり 

五 柬ズロンャの旅 七 五 


五東 rr \ ャ Q 旅 、 七六 
ます。尤も 平 t の 演沢 がみな3うであるかどうかは判りませんが、私述觀戰^-は、この^發恥 -IK 
のおかげで特に竊そのまま qSS した氣分を味ふことが川來、非常に興味深く印象的でありま 
した0 

女子共同宿舍八 H 三日にはギルゲンブルダにある女子アルバイ 
ツ •デイン ストの ラーガー ( 共 n . l 柄舍)を M ^ t しました。こ、には 

^ 女子靑年四十名を.收容する M 備があり、指導者七 名、 女子アルバイ 

にツ•ディンスト 三十三名がゐて、その附近の ^ 家に 手 傅ひに行き色 

洇 

^ 々の 1«: 話をするのでありますが、さうした奉 ft : は火！！午前中四時 [ill 

て しゅげい 

程 m で、- , f -- 後になるとそれ'^體 宵、 昔樂 、手 券等にょつて女 •！ と 
しての齡肥の向上、 m 敢の增-進、傲船が k 冶が！ I られることとなつ 
てゐるのであります。卽ち女子 W 年に對して特にこのアルバイツ•ディンスト5:課する所以のも 
のは、要するに「良妻.贤母たるの素地を育成することが H 的である」と S ふのでありますから， 
m に勞勁だけを以て女子のアルバイツ•ディンストなりと考へることは全然， i りなのであります。 



それは斯くまでも 一 つの敎 W 機關と U るべき で、 從つて社物も 設備 もかうした敎 Yr としての M 地 
にふさはしいや OT : 夫されてゐるのであります。 

現在東プ C シャにはかうした女子アルバイツ•ディンストのラーガーが R 十 餘 饰所 も あり、 そ 
こには全 ドイツから 染まつて來る女子靑年達が泊つてゐるのでありますが、しかもこれらのラー 
ガーはいづれも！；^線に^--ふて^;^されて'9るのでありまして、これは光に述べました出女 W 少 
年に對する :*: プ ロシ ャ旅行を鄉 yv る ことと思ひ介せ、非常に: S 味が深いやうに考へられたので 
あります。 

不合理な國境その a 呼がすむと、私 iB は ui に進んで、所 HI 1 ポーランド廻廊に添ひ、ドイツと 
ポ L フン ド Qgg を.■する giOL , 鶴 W 部細に黎しつつ、マ i ンプルグに到芯しました9 
• w 際この旅行では、途中到る處で耶を11-.めさせられ、彼^ドイツ人が「不介邱な阀垃」と稱する 
珂⑴を親しく K 地に就いて説明されたのであ『ります。次にその様子をありの依にお^しませ9。 

先づ私達がなるぼどと感じたのは、ドイツ•とポーランド領の nil ?: 流れるワイクセル河?:屮心 
とする阔境線なのであります。大 fs かかる地形の處で は、 その河流の中心線を以て阔境とするの 

艽來ブ B シャの旅 七七 







が通例となつてゐるやぅに考へられるのですが、ここでは國 M 線が?* - rs : 越えて遙か ドイツ 側に佼 
Y してをり、或所は一 W の^^に、また或場所では堤防の上に設定され、所に故つては更に相當 

深くは人り込んでゐるのでした。 ところが 皮肉な こと 
には、ポーランドに對しこの ドイツ 領と同様の§に 
あるダンチッヒ自由市との liij は V イクセル河の中央を 

m 

^ 國境としてゐるのであります。とにかくかぅした. n 1 ^ 
1 s なのですから、今 nK イツ人が頻りにその非を嗚らし 

^ て槪赋するのも盈し無理ではないと思はれました。な 

B 

ほ朿プ«シャ侧に深く贫ひ込んでゐる處では、ドイツ 
人の住宅の裏侧ニメートルの地點、近路の傍にある溝 
の釭屮、或ひはその片侧といつた際どい處を阈域線と 
してをり、 lit だしきに至つては或ドイツ人の家：！！の周岡に幅約ニメートル位のポーランド領が汶 
定されてゐるといつた有枕で、一體如何なる必要からこんな: t ; をしたのか、その M 由は卯くこと 


丑 )«: ブ n シャの旅 



五來ブ n , ノャの旅 八〇 
は出来ませんでしたが、とにかくその家 M は全然使用不可能の狀態なのであります。^， : しドイツ 
人が卸いてそこに化むとなれば、家の/^入りには I 々旅恭を持つて fci ニメートルのポーランド刨 

を iin 過しなければならないといふわけで、私逹 I fM-1 仝く 11 
いた n がふさがらなかつた次笫であります。 

ょくは判りませんが、ドイツ ri 傅街では、この地力に特 
^ に係 M を St 在せしめ、全ドイツから集つて來る :!)) 女 W 少年 
ンに對し、これ等の點を1々評細に說明し、納抖させてゐる 
グ やぅに A '-*. はれたのでした。 - ttKf 私违は或梁所でかぅした sii 

を 

em 在 i'i の說明に耳を傾けてゐるヒットラ！ユーゲントの W 
少年達を見掛けたのでありますが、彼等がこの. wt <!/ を.•小さ 
れて如何に悲慨漱赋してゐるかは、はたの^にもまざまざ 
と認められたのであります。 

靑年 8 泊所 八：；： R ;:: -この日私達は、愈々東プ a シャに別れを-; ( ;-げ、べルリンに鉍设する 



ことになつてゐましたが、その朝マ”エンブルグにある新衆早々の靑年宿泊所(ユ ー ゲント.へ 
ャべルゲ)を訪問しました。この ill - 物は、全ドィツに於ける靑年宿 frl 所の中最も新しいもので、 


si 


その設計の如きも特にヒットラー總統身が^を加へ 
られたとさへいはれ、婭も新式の謂は' f 现想的の. M 泊 
所なのであります。收容人 fl は約六百人で•芯し M 根 
55裘まで利用するならば一千人迄は衍泊せしめ fl るとい 
し ふことでありました。それに色々の設備も^にょく行 

ぃ ナ… 

K き屆いてゐて、殊に炊啡拟の如きは ii 新式の文化的器 
具が#嫩なく配篮してあり、また^. M にょつては- M 炊 
も出來るやぅに設備されてゐました。 

宿泊所の経營それにも拊 して、 私達がもつ t 地心 

したことは*こんな大きな雄物にも拘はらす、こ\に1務してゐる位理人が傅か六名-卽ち找 

fi > f : ひに ll ; J -- f - 各 I 名*炊 3 lf ^ 四名——で、しかもこれで充分こと足りてゐるといふ素晴らしい經 
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六 無名 戰士の 某 八 11 
辦ぶりであります。それといふのも要するにここに宿泊するヒット ラ ー•ユーゲントの禅 少年 M 
が何: t ; も e 分の:'} V はすべて，| : |分でするといふ妍針'で、部 m の1外はもとょり、 iLt 物の外部に至る 
迄、 自ら進んで^除し、ベッドの始末も他人の手を借りることなく、殊に女子靑少年に至つては、 
, H 分， H 身炊祺場に出かけて tf つて或ひは4傲^ f の皮 S : むいたり、人慈を刻んだり、食器の後始末 
を ^|き受けるといつた具合に*鸽祺を柄泊者自身が處理してゆくからなのです。私達はこれを見 
て、！：：本 靑年館 あたりに や、 もすればお客様然として泊る我が 阈 の W 少年 宿 m ^- のこと を®み、 
深く考へさせられたのであります。それにつけても若し今後口本に於て、 靑少年 のための柄泊 所 
を設立するやぅな場合には•このヒットラー•ユーゲントの靑年-所の如きは*大いに參考と 
すべきであると風ふのであります。 

六無名戰士の茲 

再びべルリンへ マリ H ンブルグの柄：の視察を終へた我々は、卽 RW びべルリンに舞ひ M 

りました〇これは私迖一行にとつて二度：：：のべルリン訪卯で’それから十二：：：まで八：：：刖：^地に 



再びべルリンへ マリエンブルグの柄；^ の視袼 を 終へ た 我々 は、 卽 RW びべル リンに M ひ M 

りました。これは私迖 In にとつて二度：！のべルリン訪 flij で、それから十二：：：まで八 H lrrl r-.l 地に 

f 1してゐたのであります。ところでこの R !] には色々な行事がありましたが、その屮主なものは 

先 づ 六日に ブス トラゥにむ つて間 所 
ベにあるアルバイツ•ディンストの泣 
i 命や附近の0家を見^したこと、九 
ヲ日ヒツトラー•ユーゲント本部でヒ 
ト ッ トラー•ユーゲントに關する 講話 
£を聽いたこと、十 n 在留邦人の主な 
|人々•大使館 q 、 陸海：米武宵等から 
ドイツの各般の雄惝に關し講話を聽 
き、またラヂォの M 1; 會を見物したこと、十一 nH 獨協會長フ JC ル スタ ー海取大將招待のお茶の 
#に出席したこと、十二日べルリンの無名戰士の菜に花環を撇呈したこと等であります。次にそ 
の中の一、二について少しお話しませぅ。 

六無名戰士の荔 八三 




六無名戰士の甚 

合唱隊先づ第一にお話したいのは* 前述の フェルスタ- 大將招待のお茶の會 であります。 そ 
の會場は歐洲大戰前まではウィルヘルムニ世®御所有であつた 5 S 宮 S な所で、私達一行 
はその廣 . SP - でベルリンの 靑少年 達と 5 になつたのでありますが、この f たドイツ側 
の青少年はベル？ n 全市から f 拔いた翼 & li なものにょ？艇 i されてゐ — i が中心 

となつて總攻二、三百名にも達したのでありました。話は傍道へ外れますが、このヒットラ丨* 

% 

ユ 1 ゲントの合唱隊は旣にドイツでも廣くそ©名を知られ、 ラヂオ等を通じて一般靑少年に親し 
みを 持たれてゐるも Q 2 5¢ とでした。これ等のドイツ 靑少年は 我 S 本 側 靑少袭表一行 
を酷んで i 配 S くり、影の歌を高唱して我？_じ、實に何ともいへない和かな風|展 
開したのであります。なほこの 冇様はラヂオにょつ て 各方面に中繼放送まで されたのでありま 
す。 

さて、この歌 S ると引§日獨相互に人 D 交？色々な齡戯に打ち興じ、その叫日獨協會の 
好意でお菓子やアイスクリ丄等の_を受けたのでしたが、彼等ドイツ側靑少年は私迷が食べ 
終るのを見る と•今度は .m 分 Q 分を半分にして TS と S 5合に、 S 心から打融けて& 


終るのを見ると、 今度皆分 Q 分を半分にしてると SS 合に、@心から打融けて* 


たので、私達一行の Mi ■は誠に巾すべき言葉もない程でありました〇實際この明朗な有様に、常 
のフ JC ルスタ ー 大將の喜びはもとょり、我が陸第武官大岛中將、海軍武官小岛大佐、神田#記官 
その他日獨双方の出席者悉くへきれぬ喜びに「これこそ眞の日獨靑少^<驩である」と感激し 
たのであります。これは後で聞いたことでありますが、その日フェルスター大將と r . vj じ. II 動单で 
歸つた小岛大佐の話にょれば、 P 1 大將は小島大佐に對し「こんな^しいことはない。かぅいふ風 
に ms 齡る靑少年を通してこそ、本當に日獨兩阈の親善關係を促進し得ると感じた」と述 
懷されたさぅであります。 

嫌國 の英 靈八 H 十二日、無名戰士の慕に花環を！：呈した時のこともまた、忘れ難い思ひ出の 
一つとなつたのであります。これは外®人が公式にドイツを訪問した場合には、大體いつも行ふ 
紀勒でありまして、私達一行も fe 初にべルリンに到着した際行ふ筈でしたが、ドイツ側の都合で 
延期となつてゐたのであります。その日私たち I 行は沿逍を埋めるベルリン市民の歡呼を分けな 


がら、先頭に大きな花環を捧げつ、、命所の前に堵1:したヒットラ！ユーゲント n 打の出迎へ 
を受け、ペルリン在住の日本人小學校の生徒參列のもとに、極めて嚴肅裨にこの花環を捧呈し、 
六無名載士©墓 八五 


六無名硪士 t - 墓 /プ 
ぎ附の歡&に心からなる虹實を乾したのであります。 

その 時私— 影んし—は、 先日 東プロシャのハンス•マロンの慕に詣でた時 もさぅ でありま 
したが：トィツでは^冢に策肥した人ぇに對し全闻^-奸しく勿何に絕大なる感拐をぉげ勿^に 
その功績を稱撝してゐるかといふ 一 m であります。即くところにょればこの風潮はナチスの天> 
となつ てからは 1 W 盛んになり、 現に 今日 ドィツ全土到る所これ等の功勞者に對する炎彰 碑、感 
謝のための施設等が見られるに至つたといふことで、かぅした話を一斗にするにつけ「かくてこそ 
一般阈民がかくまで肉家に報ずるのである」と考へたので あります。 


七アルパイツ•ディンスト 

嬸々と 9 働 第二囘べルリン滯在中私達一行は今や全世界注目の的となつてゐるアルバイツ. 
ディン スト (勤勞奉仕)の W 情を親しく見學する機會を得*得るところ尠くなかつたのみなら ず、 
非常に滿足に思つたのであります。 

八月六 n ——この日は近來にない快晴で^さも相常きびしかつたのですが、私達は午前九時宿 
舍を出發大型バスに乗り、ベルリン市から約五十軒の地點で行はれてゐる近路エ専の見學に赴い 
たのであります。更にそこから可成隔つた所にあるアルバ イツ •ディンストの人々が手助けをし 
てゐるぬ家を訪れたり、ブストラウにあるアルバ イツ •ディンストの^舍を見學したりなどした 
のであります。現在ではこの附近一帶は約十萬町歩にも及ぶ實に廣々とした平好であります。が， 
これとて个から約十年程前までは、全然耕作に堪ぇぬ I 面の？一地で、經濟上何等の mflft もなかつ 
たのであります。それにも拘はらず不皆不屈の精神に燃ぇる盟邦 ドイツの 人々は、 t 水路の設定、 

七アルバイツ•ディンスト ベ七 


防風林の設置、道路の^ f : 繫といふ三大事業を敢行し、それにょつてかうした不毛の土地.5:立派な 
耕作地にするため、孜々として努力を賴けて来たのであります。そしてこれはその後このアルバ 

イツ.ディンストが出現するに及んで急速な進展を-不 
したのであります。 

目下こ\に働いてゐるアルバイツ•ディンストの人 
£ 數は約四千名にも達するさうですが、折からこの秋| 
— I 九三八^——は近來稀にみる^作だつたので、彼 
收 等は|齊に農家の手傅に動貝されました。丁度私達一 
行がた際にも麥の收槌に I 生懸命だつたのであり 
ます。しかもょく注意して見ると彼等アルバイツ•デ 
ィンストの靑年违は本當にその0家の息子ででもある 
かのやうに、實に船敲なく働いてゐるのです。その^家の主婦违も彼等に對 して 心から打とけた 
態度で、砂糖水をこしらへて ST レたりなどして、その美しい光景は傍で見る私達も心から憤しく 





態度で、砂唐水をこしらへて獲したりなどして、その美しい光景は傍で id る右技も、もから好し 


思つたのであります。 

祖國の勞働者さて*ここでこのアルバ イツ •ディンストとは果して如何な f ので步る力？ 
それについて私達の親しく聞いて來たことを簡舉に紹介致しませぅ。 

第一はアルバイツ••ティンストの根本精神とでもいふべき事柄でありますが、それは7ルハ 
ィツ•ディンストとは•不景氣が生む失業者を救濟する一時的の蠢ではない。その理想は義玲 
敎育制 I びに兵役に對する必然的な観^?であり且つ發展で—。戰時に f とつて立つのみで 
なく、平時に， i を持？立つ11への奉仕で—。ドイツ人は議の鬼で—と共に、 
§§1で—ねばな—。故にアルバイツ • 1ンストはドイツ—の—11 
り、國家に對する奉仕である。それは個人の1 & r 對する安價な—働力の供給ではなく、また 
勞働貨銀引き下げのため SWS 馨議であ？はならぬ。奉仕蠢義務は ii 部に對し 
5要な1働 • S 經濟•或 S ょり f 文明及び政治的=的を馐すべ—持つ勞 
ffs 5 II の供給である』といふのであります。 

心？ニケ 條第二には I バ イツ •ディンストに—する團 A の心得1、それに. 

七アルバイツ•ディンスト 八九 
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ついて私達が 聞いた ことは、次に述べる通り 十ニ ケ條に互る ！^ f の だつ たのでした。 卽 ち、 

(一) アルバイツ•ディンストは二つの目的をもつてゐる。その j は敎育的！^如であり •也の 
I は經濟的の R 的である。 

(二) しかもこの兩者の中ドイツ靑少年をしてドイツ民族 §Q jA たらしむべく g り 上げる 
ところの敎 IT 的使命がその主となるものである〇從つてアルバイツ•ディンストは N 民の訓 M 
所だともいへる。 

(三) 丁ルバイツ•ディンストは經濟的には土地の改良、式航にょ—耕地の mmir IS 
設等にょり經濟四ケ年計劃に協力し、以て食料の， H 給自足5:確立せんとするものである。 

§しかしながら敎育的並びに經濟的使命の g 者は相互&び合つてゐる。卽ち g をとつて 
親しくドィツの土地に f かけ 、 gng して開稱に黯を靡、 S で ドイツ 民族に奉仕' T - る こ 
とにょつて、敎育的！！：：的は？^ Ml なく達成されるのである。 

(五)ドイツ民族の ill の I 員となるためには、靑年は先づ総ての階級的觀念を打破し なけれ «r 
ならぬ。 g ち學生•商人•雲者•鹿村靑年等の區別なく、 f イツ靑年を一つに ilD 


か of !- ふくわんねん 

ナト、：551&*-1-赵司0电舌をさ亡る。アルバイツ.ディンストは陪級觀念を打破し、杭 


差別をも設けず、勤勞と協同の生活をさせ4。アルバイツ.ディンストは陪級觀念を打破し、杬 
一ある fft の民族協同15形成の ために、 最も有力なる訓練所でなければ ならぬ。 

(六) アルバ イツ •ディンストに ょつて靑年は勞働の意義と其びを體得する。かくて總ての靑 

M » うわ 

年達は勞働並びに勞働者に對し尊敬をはらふに至り*そこに國战的融和が生れて來るのである 

(七) またアルバイツ•ディンス K にょつて同志的精神が威^される。勞働に馴れたるものは 
不馴のものを助け • f 者は弱 fs 仕事を*^し、勞働を通じて島 =?ちに同志的精神が 
TT 成せられ、かくて民族的統一は將來に向つて益々强化せられるのである0 

(八) アルバ イツ •ディンストの指導者、 WA は次の如き心掛を持たねばならぬ。卽ち下の^ 
に對ノ ては、 自分が上の者から取り扱はれたいと希望する通りに取り扱ひ、また上の客に fi して 
は、 自分が部下に對してかぅあつて欲しいと思ふやぅな態度をとらねば ならない。 

(九) に對し M «^ を缺くものは、他人に對し誠®を要求する權利がない。また服從するこ 
とを 欲せ？ S 、 他人に對し服従を期待する權利はない。同志的精神を抛棄す fs 何時か 
裘切られ、 m - 節となり、他人から顧られぬ H が來ることを豫期しなければならぬ 

七 T ルバイツ•デインスト プー 
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(十)誠寊、服従、同志的精神の三者は常に生々と保持されてゐなければならぬ。 

(十一)指導者も、 Isil も常に同志の栈^となるやぅ心掛けねばならぬ。しかして模範と なる 

とは、先づ公のために利己心を全く棄て去ることなの 


逢' ぐ^:一一 

Jr 



である。 

(士一)最後にアルバ イツ ニアインストは ドイツの 
土地と民放に對する尊き奉仕である。故にこれに參加 
することは、ドイツ靑年にとつて最も大なる名^;であ 


團髓訓練以上お話したことにょつても*その大體 
が傲ぱれるやぅに、ド^-ツのアルバィツ.ディンスト 

- 

は、決して單なる無貧の勞働にょつて、經濟的な何物 
かを作り出さぅとする施設ではなく •填ろ或見方からすれば純然たる靑年敎育機關で あり、また 
他の見方からすれば純然たる軍隊敎育の施設なのであります。全く彼等の終始一貫した gg さは， 


決して勞働そのも？はなくて、 I つの影なる醬的訓練であると 1 したのであります。•技 
際私達一行は、彼等が銃の代りにシヤ•ヘルを持ち、1^獻を卄負？行動する有様—の邊りに見 
て、 軍隊と殆んど II りがないやうな感じを受けたのでした。そして彼等の共同宿泊所たる營舍 t 
見たと電 、また5¢兵證 f 見るやうな印 f 受けたのであ—す。た2少 Q 感じが興 
るのはその設備の相違にょるものと思ひます。とにかくヒットラー•ユーゲント、アルバイツ. 
ディンスト、 軍隊—— この 三者は3$に ドイツに 於ける阔防の三大要^であるといふ印象を强く受 
けたのであります。 

兵隊と同じ背囊 r 例をいへば、ヒットラー•ユ ー ゲントの比較的年長者の所持してゐる背我 
と、アルバ イツ•ディンスト並びに取隊の使用してゐるそれとの問には、別にこれといふ相違が 
見出し難く、^ろ私達素人の服には全く同一のものではないかとさへ思はれる程でした。かうし 
た此.•■細な 事實を眼にするにつけても、これらの三者が如何に^%な關係を保ちつつ. ) lifl 阔の防銜 
に當つてゐるか':うか ' r はれ、 「これあればこそ」持てる阈英佛も、持たざる阔ドイツに手が川 
ないのだ1としみじみ痛感したのであります。 
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八シレジア itll 方 t 四 

八シレジア地方 . 

» 育行政 八月十三日—— この 日私违は笫二囘 n の们林訪問を終り；！！：市を出發 、シレジア地方 
の中心地であるブレスラウに行きました。 ところが偶々 M 地には ドイツ政府の 主催に 卜\る肪脊 
S 霉が g かれてをり、しかもそ Qc ： 一 m で終るといふ誠にきはど S 機？たのでありました0 
そこで私违 I 行はこの思ひがけぬ1 ® に也まれて、早速 ii 物に出掛けたのであります 。その ゆ Q 
感想をお詁いたしませぅ。 

この博雾を見て、 私涅今 S ドイツが ^ 殊に W 少年向上涅如何に特別 
な^力をはらひつ、あるか、その Y 1- 様がはつきりとわかりました。そして何故にかくも賊 ' Trly 勹 
を入れてゐるのか、その理由がょく吞み込めたのであります。その fl •山の一つとして、そ0をわ 
ぅいふことを聞かされたのであります。 

新興 ドイツは その前途に幾多の解決すべき闲難 なる f/ilM が横た はつてゐる 。殊に ポ I ランド及 
ツユ-一- AsrbkLusnIn ぎ i と〇1/^5ら〇04£71^、浩1?*^ぼわ^よつて^失しなけ^ば 




新興ドィツはその前途に幾多の解決すべき闲難なる問題が横たはつてゐる〇殊にポ I ランド及 

びチェッコとの阈垅問題の如きはその尤なるものであるが、結： S は實力にょつて解決しなければ 
ならない。而して强兵たるの基礎は强健なる身 ffl にある。今日あらゆる努力をはらつて背少年の 
髖位を稅择的に向上せんとする所以も亦ここに^するのである、と言ふのであります。 

現在ドィツに於ける'!!育&政は次 
の通りで、全尚民に對し: It に他底的 
にその效果を發惲してゐるのであり 
ます。卽ちまづ學校における w . rf は 
文部将內の體竹/..)長がこれを裕常 し， 
一般阈 W の體竹運動に對しては1^務 
竹内に特に骼竹に關する相當大きな 
: s を設けて、その長宵には特にドィ 
ツでも； E - f , な航 wlf ? ^ 者が坐つてをり、また1ムヒット ラ ー•ユーゲントの中にも體育に關する 
大きな W が二つもあつて、何れも他 f ' な指淖者が滯山屺蓝されてゐるのであります。そしてこわ 
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二つの局を紙！!する19育指導官なるものがゐますが•この長官は前述の内務劣の體育長官と全然 
同 I の人なのであります。これは Jt ットラ！ユーゲントの體育指導と I 般國民のそれとが、そ 
の方針において1っ m 失はないやうにとの考へから特にかういふ工夫が行はれたものと M はれ、 
その行き屈 S た組織に深く感心したのであります。 

かうした次！4でありますから•ドイツの體育行政は I 般國民各屏に對し、飽くまでも I 貫し ； i 
底して强く行き？ oj つてゐると見てもよいのでありまして•特にその各運 III 種目には或 I 定の槪準 
が定められてをり•全國民は共にこの榜準を目指してこれに到達するやう努力する _そして、 
それにより身體の强健な域整のとれた發育が促される、といつた具合に工夫されてゐるのであり 
ます。しかも彼等ドイツ人はかうした努力によつて • m に丈夫な.身體を作るといふだけではなし 
に 「强 健なる身體にこそ强健なる 精神が ^る」といふ建前から、所謂 身心 兩方面の ill 滿な發育に 
力を入れてゐるやうに思はれました。 

世界に支部聞く ところに よれば* かう した體育行政は單り ドイツ 國 内 に居住してゐる ドイツ 
人に對しての みならず* 廣く國 外に ある ドイツ人の 體位向上策にも 力を 致し、例へ ば ドイツ體育 



人に 對してのみならず •廣く國外にあるドイツ人の 體位向上策に も力を 致し、例へ ばドイツ體育 

協 fr の如きもその支部を全世界にもつてゐ ると いふことであります 。こ\ に於てもドイツ人の il 
織的で ある -i いふか、或ひは 配^ ^ であると いふか •とにかく さういふ國民性がょく現はれてゐ 
て、 非常に考へ るべき 點が多い と 感じたのであります。しかも面白い ことには、 その博览會の案 
內者が 私達 I 行に對し「かかる I 般的體育指^ は 何等堪隊の豫備敎育の意味を含んでゐな赛€ 
れは 專ら身骽の m に過ぎないので ある」 と說明してゐた ことであります。 

なほこれに關して非常に! r B ^ 深く感じたことは、七月二十九 nill ブロ シャ のノ イク ーレンの飛 
行隊を見學した際に、そこの兵士が練兵場に出て盛んに各秫の運動競技をしてゐるのを IIU にした 
のでしたが*それは所謂：卓隊式のスポ彳ツでなく^羅生生徒が普通にやつてゐる謂は^哎生スポ 
1ツなのであります。そこで私は祕漱取 eg いて a たところが「最近 m 除でも强健なる^莳をつ 
くるために各 M の運動競技を奬勵 しつ、 ある。：本に於ては兵の體格を立派にすることが何として 
も S 本問題であるから」と言つてをられました。なほ、 ドイツ 政府は 各市 町村の人1]の多寡にょ 
つてそれ-^-設匿すべき鞔技缇の洗職ヒ示し、これに^9やうにしてゐますが、これは實に賢明 
な紙舰矿法であると思ひました。眾に撇犯邮"樊勵するのでなく*かうした具合に具师■的 te 準を 
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明示することは ii も效艰的であると％へるのであります。 

ズチ 1テン •'トイ ツ八 ij 十四 H から rnl 十七日に至る四 H l »]、 私達はドイツとポーランド並び 

わす 

にチ H ッコス B ヴ T キアの蝴境線を見带したのでしたが*その際私達にとつて恐らく I 生忘れる 
ことが；3来ないと识はれる程印象的な場面が展開されたのでした。 

それは、十六 n シレジア地方のノイスタットといふ柯からナイゼ市に向ふ途中、折から太^は 
將に地•牛線に沒せんとし*'^ M が次第に四邊を被ひ始めた頃の出来事/ £. のであります。そもそも 
この附近一帶は以前は同1町村に泌してゐたのでありますが、往年の馱洲大戰以來ドイツとチェ 
ッ n 雨國に分削され*しかもその！！域線はこの附近を走る阈逍に伴ふ榀歲伟か二尺足らずの堀の 
it 中となつてゐるのであります。 . 

ハイル•ハイル そこで私たちは¥を^め、この阈垅線について案內のドイツ人からい 泰 « 
說明を聞いたのでありますが何しろその地方では珍らしい日本人がやつて來た、といふので忽 
ち人氣の中心となり、村人は仕事を®り出して Mlnjl の如く槊まつて來ました。その中にはドイツ 
領のドイツ人とチェッコ領のドイツ人-卽ちズデーテン•ドイツ人-がゐるのですが、これ 

等の群衆は例の二尺の%;の國坫を此てて、どちらも越械することが出來ないのであります。その 


窗のドイツ人とチェッコ領のドイツ人-卽ちズデーテン•ドイツ人-がゐるのです が、 これ 

等の群衆は例の二尺の郴の阈栳を11 , -|!,:てて、どちらも越埃することが/| , 1 來ないのであります。その 
上ドイツ領の群衆は例にょり「ハイル •ヒット ラー! J を^#じてゐるのに、彼等ズデーテン* 
ドイツ人はそれが禁止されてゐるので、唯「ハイル……ハイル…… 」 と叫ぶだけで、あとの 「ヒ 
ットラ 1 J が IT へないのです。私はこの様- i - を見て、货に何とも：： II ひやぅのない氣持がしたので 
す。 . 

チェッコ語は知らん とその時小高い丘の上にある I 軒のズデーテン•ドイツ人の家から、十 
二歲位の少年が I 人飛び出し、畑の RI ] を通り拔けて私達一行の所に勇敢に越坫して來たのであり 
ます。その時、案内の ドイツ ⑽の官吏がその子供に向つて「対はチ h ッ n,l/j を铅えたかね」と聞 
きました。するとその少年は「あんなもの赍えるもんか 一 僕はチヱッコ詰なんか知らない や」 
とズバズバ言つてのけました。その返事は勿論ドイツ語だつたのであります。 

そこで私達はこれ等の村人たちに對し、その國籍がドイツたると、或ひはチ H ッコたるとを問 
はず、持參して行つた富士山その他の日本風景の繪端書を^れなく I 枚づ、分け與へたのであり 
ます。 
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全くこの村人たちの様子をじつと眺めてゐると、如何にズデーテン•ドイツ人がドイツ領のド 
イツ人と一緒になりたがつてゐるかが、まざまざと St 取されたのであります。 • 

私達は再び車上の人となりました。やがて自動車が動き出すと、もぅ堪りかねた彼等ズデーテ 
ン•ドイツ人 達は、 ドツ とばかりに越域し、今 こそと ばかり 口々 に 「ハイル •ヒット•ラ ー !J を 

¥ したのであります。勿論、それは「さょラなら」の意味からさぅ叫んだのでせぅが、私は夕 
k の中に次第に遠ざかつて行くこの素朴な村人達の聲を耳にして、何がなし H 頭の一^くなるのを 
禁じ得なかつたのであります。 . 

黑髮の«人八月十八日 —— この日私はちょつとした考へ違ひから頗る愉快な失敗を演じてし 
全ひました'> 

丁度その日はグラッツといふ所を出發して、^民學校や女子靑年闹及び少年團のラーガー等 t 
見學し、ヒルシュブルグといふ所に到着したのであります。 

さて、その夜のことでした。私達一行のためそこの市長さんの主催で非常に盛大な歡迎伶が催 
きれ、その地方の m * 志 方が澤山集まつて來られたのであります。 ところでその席に, , li られた ( tj 内 



きれ、その地方の^:志方が澤山集まつて來られたのでありまず。ところでその席に, , li られた ( ff 内 

の名流夫人達は特に私達に敬意を表するため、 東洋 趣味豐かなキモノを わざ<著用されてゐた 
のであります。しかし、そのキモノは東泎趣味とはいふものの日本流ではなく、どちらかといふ 
と支那服に阶かょつたものでした。ですが、その地方の婦人は頭髮が口本人のやぅに黑いのです。 
これは恐らくマジャール人の1 m が相 當 '<£? 厚に混つてゐるためではないかと 考 へたのでしたが* 
とにかくその地方の婦人はみな^髮が黑 M ので、私達 lr..l 「獨逸人には珍しいな」と思つたので 
した。 

さて私はその 席上、 市長と二人で長椅子に腰をおろし 歡談 して ゐ ました。するとそこに花朿を 
手にした j 人の婦人が現はれて、 ツカ'^ と私の前にやつて來ました。その 時私は 下を向いて 話 
してゐたので、顏はょく見えなかつたのでしたが、その婦人は頗る 流 調な日本語で 「兆 だ粃末な 
V もので 失禮でございますが、何卒この花束をお受け下さい。」と K ひました。そこで 私は立ち上 
つて^®てその婦人の姿を見ました。すると彼女は先にも述べた通りの黑い頭髮で、服装もドイ 
ツ風 でありましたから無論 ドイツ 婦人であると直感しました。私は¥く禮を述べてその花束を受 
け 取 5、 更に語を賴けて r 大變 失禮なことを申しますが、貴女の日本語は 特別にお上手で 全く感 
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服いたしました」と中しました。ところが、その婦人は微笑を湛へながら「い、え私は H 本人で 
ございます J と言つたのです。これには並居る 派遺團員一 同思は ず ドツと大煤笑したやぅな次第 
であり 吏す。そして餘り私達の笑聲が大きかつたので同- M のドイツ人 速 も「何 だ—」 と集まつ 
て來ましたが、そのわけを聞いてこれまた大いに腹を抱へたのであります。この日本婦人は横 m 
にある或る ドイツ人の鈐社の支店员の奥様で、子供が病氣のため御主人の鄕 M であるこのヒル シ 
立ブルダに M つてゐるのだ、といふことでした。なほ後で聞いたことですが、これょりさきこの 
日本人は私達一行が同地を訪れるといふこと を 知つ て 非常に典ばれ、その夜は特に御中一人の 親 
成 I 同打描つてわざに來られたことが判つて、速い，鄕の益の下にお万にしみ'^饴し 
さを覺えたのであります。 

錄音放送その翌十九日には、私達一行シレジア地方にあるリーゼン迚山に登りました。そし 
てその山を陬りてザイドルフといふ所に來た 時、 そこにシレジア地方放送 W のか動ぬ錄荇裝置事 
が我々を待つてゐて、 II •疋非錄•竹放送をさせてくれと言ふのです。そとで色々相談した結果愈々彼 
等の tls を #- れ、我*の聲を錄昔すること、 し、 先づ同で日木靑年の歌を高唱 しました。 


等の^11^を势れ、我々の聲を錄诗すること、し、先づ團 AJ 同で日木#年の歌を尚唱しました。 

その次は私のドイツに於ける感想談 、愛 阔行進曲の 合唱、 渡邊參與のヒット ラ！ ユーゲントに 
對する船 M •木村隊铋の日木靑年阐の紐 i に關する講詡といつた順序でぁりましたが、その時私 
は自分の感想として次の五つの要 i . 1 .- について話したのであります。 . 

一、 ドイツ 民族が ヒット ラ彳總統を尊敬し仏賴して、その下にょく一致結束し、*(1阈の興降に 
努力し つ、 あること。 

二、 全 ドイツに 於ける總ての人々、そしてその動向に所謂^々しさが漲つてゐること。 

三、 M 人が^子同様に旅行し、また働きつ、ある様を見るとき、その體力の强さがしみじみ感 
ぜられること。 

四、 マルクス 中•義、共産主義を人類の敵と考へ 、これらを^ 滅して人類の «Mt 祉蝌進に力を致し 
つ、ある こと。 

五、 自然を愛譏し、 C 然の美を拟ぜざるやラ努めてゐること。 

八シレジア地方 JO 三 
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女子教育 八月二十日、私逹は多大の收獲を納めたシレジア地方の見^を終へ今;^はザクセ 
ン地方の^! 較 fc'- v 移り* その日の巾にドレスデンに到若しました。そして明くる二十一 nfclil ..- :::: 
の博物 fir を訪れ、 lit 界的名 盡とい はれるラフ ァヱ ルのマドンナを M ました。さすがにその名铵に 
tf ? かず、 iz ^^ である私達一同もしばしその場 1:* りかね たのですが、 何しろ先を ^.ぐ旅の身、 
思ひを殘したまま次の H 的地たるオーデンドルフへと:1<を走らせました。 

ここはドレスデンから約四十五扦の地:? A に常り、女子靑少年の指導者赉成果校があるのです。 
その 校 ^は數百 メー トルの III 上に特設された觉々たる建物で、聞くところにょればその設備は仝 
ドイツのこの秫の羅校の中で、笫 I 位であるとのことでした。私违はここを訪れて 内外の施, Hr を 
親しく 見學したのですが、その行き; la いたことは全く驚く他は なく、 「完備」とは盔しこの^校 


の如きをいふのであらぅと、痛感させられたのであります。例へば%面镇の如き も生徒 一人に つ 


の如きをいふのであらぅと、痛感させられたのであります。例へば洗面祭の如きも生徒一人につ 

きーヶ宛別々 に1されて t といつた具 <n で、 とにかくその—らしいことは—以上といょ 
でありません。 

S の® は、 ーヶ 年を堪位 とする家政科と、 約一•一週間に瓦る短期■科と二柯奴に分れてを 

り、これらはいづれも«に現代ドイツ貼人の龜鑑と 
するに足る歡 ® な女子指絡^を赉成せんとするもの 
0であります〇從つて家政に必要な知識、故能を K け 
M ることはもとょり、體育、音樂等についても充分力 
S を甜. S — り、 sn はば Me / 1 かにして、しかも確尚 

年 

W たるドイツ 魂を抱般する ？ R 想的 ドイツ 婦人を作らぅ 
といふことが、その®?咖 H 的であると考へられま 
した。 

治に 居て脱を なほこの學 校で 特に私達の—ひいたのは、その 校企の一部に 女子の ためには 
恐らく：小 必要で—と思はれる位 iss てられてゐ t とでした。大奶この8品が、 

九ザクセン 地方 一031 





九 ザクセン 地方 10六 
先にも述べた通り數百米の山上にあるのですから、この搭に登つて^^ を ^? めると、ドイツとチ 
ヱッ n の國境 になつてゐる山々の姿が手に取るやラに IIM に入り、言はず語らずの中に何か填琪上 
の 重要な意義が潜在して ゐるのではなからうかと考へられました。 

話はわき21にそれますが*今！：：ドイツ N 1内を旅行して見ると、 JT : ハ營の數の多いことは全く驚く 
ばかりで、人ロニ、三萬以上の都市には^ I んど全部あるといつても決して歡1 節ではないのであり 
ます。殊にポ1 フン ド及びチヱッ n の SMM 線に阶ふ都市に於ては、この狀態が1屉獻殷に||めら 
れたのでした。かうした事からこの 女子 指绍者養成畢校に •今 お話したやうな高い！^ g があり* 
更にまた必要以上と思はれる尨大な m 內體操場を持つてゐることなども、 Y 斬有事の際には K ち 
に有力な軍事施設として活用し得るやう遠大な計畫の下に設計されたのではあるまいかと感ぜら 
れたのであります。またこの學校から自動取で約二十分の№1離の所には、約七 W 名を收容し得る 
靑年宿泊所がありましたが*これは纪兀たる山上に4||と齡ゆる古いお槭を利用したもので\齡 
人目に も チ* ッ n に對する取 事 上の ffi 耍地點たることが容易に齡齡されました。とにかくかう し 
た男女靑少年の向上指禅を2:的とする平和^.|利施設も、その建設の：^§ ,1 が果して|^に存する 


かは、蓋し想像に難くないと思つたのであります。 

围民政治*校八月二十二 R には、ドレスデン郊外にある文部省 RI 齡 b 國民政治學校を見乎し- 
ました。この學校は十三歲から十九歲までの靑少年を收容してをり*修業年限は六ヶ年となつて 
ゐるのですが、聞くところにょれば、毎年志願者が11しく齡 f し•常に募狼人 A の三倍乃至四侪 
にも達するといふことでした。この學校で私達一同が殊に興味深く感じたことは、これら新入生 
に對する嚴格な A 衡方法だつたのです。卽ち多数の志願者の中から、ぁ m 奴身心健全、性質後 R な 
者を嚴選し、最初八日 n - n に亙 P 上級の生徒と! I 居を共にさせて、これにょり眞に本校生徙たるの 
素質ありと認めたとき、初めて入果を許すことになつてゐるのです。しかもこれは假入學に過ぎ 
ず I ヶ年經過した後初めて正式の入架が £» T *- されるのだといふことでした。 

授業は •間正味 四十 五分で、I 日 六時 nn あり、これらの學課はいづれも必ず兹食前に終了し 
て、 午後は專ら運動と 栴 題の處珂にあて、また夜は自由 時 RIJ となつてゐるのです〇もつとも上 M 
生は 附近 村落のヒットラ！ューゲントを指導しなければならないので•中には夜になるとその 
方にさし向けられる者もあるとのことでした。 
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なほこの學校の校長は、 I 面に於てヒットラ ー •ユ ー ゲントのパン•フュ I ラ ー の^3- M 

木でいへば郡の靑少年阒長——にあり、各敎 ii も亦同時にヒットラ！ユーゲントの指^^とな 
つてゐて•その上更に全生徒がヒットラ！ユーゲントに®してゐるのですから、つまり學校夺 

體が一つの靑少年 W であるともいへ 
るのであります。 

次にその學校の必姒科目が乂非常 
H 

* に特色に常んでゐると思ひました。 

«9例へば筋五學年生は、四週|!.|] に亙る 
鹿 村の牧 拖の手傅ひ、 二 週 1!!]に亙る 
H 場勞働等が必修科 R となつてをり I 
| 更に笫六學 _に なると今度は六週 
間に亙〇嫩叫〇鑛夫生活をしなければならないのです。卽ちかぅしたことにょつて*货際社伶の 
把々 とした A 跡を•そつくりそのままに學校敎 育に 取り入れょぅといふことがその m ひ 所な ので. 






す。生徒は全部寄衍命生活をしてゐますが、その费 ill は月糊五十五マルクであるとのことでした" 
生徙の m ^ 1 には、それぞれ「ゲーリングの家」とか「シーラハの家」といつたやうにドイッ 
の閣资ゎ名前が附けてあり•それぞれこれら歡赋料仏會掌してゐる仕事に闪んだ裝飾が施され 
或ひは—、 i 年統計— i つて—のです。そして生徒達は一—に代る代るこれらの部用 
を移り廻ることになつてゐるので、寄柄舍生活の問にそれとなく各省の仕琪を學ぶ機#に跑れ、 
自ら阀策の線に沿つて進むことが川來るやうになるといふことでありました。 

要するにナチス敎 W を實行せんとするもののやうであります。從つてその敎育の方法も 
非常に规铱が嚴重で、私達一行にとつても^ぶべき點が頗る多かつたのであります。 

一〇 チ-一丨リンゲン地方 

ワイ マ*ル g 民政治學校の最を終つた我々は、ドレスデンを川發して、•チ r リンゲン地 
^>に向ひその中心地ワイマールに若いたのです。ワイマール市は人 rl 約五萬でありますが、往的 
一〇チ-!丨リンゲン地方 一0ブ 



一 ◦ t i ンゲン地方 一一〇 
その 都市 名を 尅 せる ヮイ マール濃法にょつて、廣く外阈にもその名を知られて ゐ るので あります V 
我々派遣 gQ I 行は、八 H ： 二十二日から九：！：： j 日に至る十晶、このヮイ了ルに淠しこ^, 
を屮心として、チュ.■リンゲン地方の各地の JA 學をしましたが • H t に得る所が多かつた のです。 
それはこの地方の 靑少年阐長が ，ドイツに在る各 稀 類の施設の内容を理解 させょうと して、 なか 
H を sd つて H 程を作つて炎れたから、今迄^ m のやうに大^.ぎに廻り步いて•外形の視袼見 
學に止まつてゐたものが mt く内容的にわかるやうになつた氣持がしました。 

我々が ヒットラ ー •ユ ー ゲントについて 价突つ 込んで知る を 得たとするならば、それはチュー 
リンヶン地方の旅行が非 3 •: 山に 役立つ てゐるものであると•今でも心から ^ m して ゐるものであり 
ます。 

問題は頭 t i ンゲン地方は、見渡す限り g « l た—林地帶の連統で、私违一同 K に何と 
もいひやうのない氣持の玟い旅行を桉けたのであります。その感じは强ひていへ ば 長 野縣下の商 
原地帶木 It 路の旅とでも申しませうか、^- < M に个思ひ出しても樂しさで M が j ばいになるの 
であります。 



であります。 


私達はこの旅の途中ルードル•スタツトといふ町にある人造羊毛製 ii ! f 顶を見缵しました。とこ 
ろで最近-111:問ではその阈の船獻する^^^ '- M の有無にょつて「持てる^」「持たざる國」と M 別 
をつ けるやうでありますが、私達はこの人造羊毛製造所を見摩するに及んで、かうした考へ方を 
足非；； 疋正しなければならないと、しみじみ考へさせられたのであります〇卽ち「持てる國」必ず 
しも 物資一なるに非ず、また「持たざる國 J 必ずしも物^貧—ならず、嬰するにこれを浩用す 
る人 li ! J の；阶 M 如何がその也岐點であると痛感したのであります。 

現にこの人造羊毛製造所の如きその ' Sk で、 パルプを原料と し、 これに幾多の化學的操作を加 
へて天然羊毛の代; IJ 品を製造するのであります が、 この人 i 2 i 羊毛がまた货に何とも索啼らしいも 
ので、 W 際天然羊毛と並べて出されても*一體どつちがどつちなのか•全く判斷がつきませんで 
した。 . 

ところで話は變りますが、この人造羊毛製造工場は聞くところにょれば•ドィツの淹業四ヶ年 
朴迸に船づいて阔家の命分で^立されたものだとのことでした。そもそもこの./€1四ヶ年計畫とい 
ふのは、圃民生活の根本をなす衣•食•住の三要素のう ち、 衣•食の二〇を外阈からの供給を受 
一 〇 チュー リンゲン地方 ニー 



/ 

一〇チューリンゲン 地方 一 I 二 
けないで内給，： n : 足し得るやうにしよう*といふのが第一の H 的なのであります。それに今 H ドィ 
ッは我が日本と 1-1 じやうに金を允分持つてゐないので、阈外から物^を購入することが頗る W 難 
であります。從つてどうしても代用；21を製造して•これによつて國内の 沿 川を滿足させなけれぱ 
ならない立場に置かれてゐますので、さてこそかくは全力を M .. 倒し絕大なる^力を拂つてゐるの 
であります。 

なほ彼等の'！！ ri ふところによれば、彼等は ili に I 步進んで生;^费 をより I 鮮艇 M ならしめ、逆に 
M 外に輸出して自阔の金の不足を « F 塡しようとすら努めてゐるとのことであります。 

適確な經營 この H 場は先にも中しました通り產黹四ヶ年計迸に兹いて設立を命ぜられたもの 
でありますが、一九三五年十二 w 着工し、翌 I 九三六年夏には早くも製品の I 部を市場に出すに 
至り、しかもその後更に I 年にして、一九三七年の S ; には職： X 七百名を使相する xiii - の施設が完 
成したのであ 0 ます。全くその敏速なる こと 唯々獠くの他ありません。 

更に私達一同がもつと深く感心したことは、實にその iii 確な經贷ぶりだつたのです〇卽ち蒞 H 
から yi : 成に至る I 年' fr 半の1!:]は•所謂赤字精きの狀態だつたのですが、それが設備へ.•几成と丼に J 






から yif 成に至る I 年冇半の1!:]は、所謂赤字精きの狀態だつたのですが、それが汶備〈.•几成と共に 


轉して收支 ffiffr - .ふに至り，•史に一九三八年、卽ち私達一行の ii 亨に赴いた時には、旣に租 VM の利 

益すら擧げてゐるといふことであります。 

そこで餘りの势#らしさに*私はそこの H 場主任を 
とらへて、數字につき相常突込んだ質問を試みました。 
の ところが彼は『何しろ人造羊毛の生淹费 は、 或 . nt 位に 
ュ ついて(實はその軍位の名稱を久念しましたが)ニマル 
>•!) ク十べ一ーヒなのに、製品の市 M は同一 m 位に〇いて二 

ゲ 

ン マル •ク九〇べ -1 ヒ乃至 H マルク八〇ベ-ーヒなのですか 
jft らね』と言つてゐました。そこで私は『では一つ人迆 
綿絲も选つて見てはどうですか』とたづねました。す 
ると彼は『勿論•商品として採算が取れないからやら 
な S までで、造らうと思へば立派に製选出來ます』と答へました。で私は【ではどういに 
なり 享か乙と聞いてみますと『人—絲1は或 m 位についてーマルク三 五べ-ー ヒかか 
一 〇 チユーリンゲン 地方 一二一一 






一〇ザ j I リンゲン地方 一一四 
るのです。 ところが その市儕は侑 かに 八 Q ベ- 1 ヒにしかならない。これではとても算盤に 合ひま 
せん。しかし货國日本では冏1眾位の生產費が九〇べニヒで濟むさぅでありますネ」と言つてゐ 
ました。 

時局と科學 これを 即いた私は この 際日本の科學者に 「もぅ一 帘發 つてもらひたいものだ」 
と考へると共に、時： s が切：^して來て各方面が行 H れば詰る程、大^,、芮學校その他の科學 
硏究機關に、もつともつと金を投ずべきでは あ 名まいかと痛感した のであります0 

西洋落語さて話が大部^ 苦しくなりましたから*ここでこの人选羊毛に關する爲人を食つ 
た笑ひ話' S : 御紹介致しませぅ。 

人造羊 C の原料は•衆^の如く木材繊維-卽ちパルプ-なのでありますが、今0ドィツ人 

の着用してゐる 衣服は殆んど大部分が この 人造羊毛 (ステ I ブル•ファィバ ー) なのです 。とこ 
ろで、たま-^ 或 雲が 洋服 S 店に行つ て『5 註文した s と 3 H が、 服地 q 見本直？ く. 
れないか j と 申しました。 するとそこの 番頭は いと も SKgcn 'iiJ: 度有難ふございます 。では、 ど 
ぅぞこ ちらへ j と 言つ てその お 客を戶 外に案内し、矢庭に そこに待たせてあつた自動車に乘せて 

4 tb-J く や， -C/0 
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うぞこちらへ J と言つてそのお客 s : 戶外に案内し、矢庭にそこに待たせてあつた， M 動車に乘せて 

しまひました)そして自動車はそのままブーブーとスタートしたから、お客さんは喫轮仰於’ 
r おいこら一これは一體どうしたわけなのだ一 i は服地の見本を見せょといふ譯ではないか』 
とどなり出しました4しかし番頭の方は一向に駆がず、『まあまあお靜かに、手前におまかせ下 
さい』と凉しい頰をしてゐます。自動車は益々スビードを加へ、やがてのことに、とある郊外の 
林の中でストップしました。すると今度は8 so てゐるお客を単から降ろし 『へえ 大變お待たせ 
致しました。では旦那、御註文のお M はどの樹でお作り申しませう』と言ふ。 

お客はもう何が何やら©?12つままれたやうな氣持で『確りしてくれ一君は氣(樹)がちがつ 
たのではな S か J と 申した さう です。 

これは勿論つくり話ですが、實際今日ドィッでは、この人选羊毛の使用が W にょく普及してゐ 
るのであります。 

上 * 學校八 月 二十 七日 —この 日は、 ワィ マ ールを出發して、 ゴ ー タとい ふ IHr にある アウフ 
バウ•シユー レを見學しました。 これは 日本語に直謀すれば『1層學校』 とで もいふべき もので、 
大體我が國の高等學校程度までの敎 W を^してゐるのであります。しかし、その敎育法は從來の 

一0チ Ju I リンゲン地方 一一五 




J 〇チ.一丨リンゲン地方 二 六 
所謂亭校敎育なるものと全然その趣を異にし、枨めて特微に访んでゐるのでした。 

卯くところにょれば、同校はそもそも創立以來今日までに旣に四十年の歴史5:持つてゐるが、 
ナチスの： 人 下となつてからは*敎 W の： s « r を專ら ナチ スの指^?神に S き、 職 A も總てナチス關 

係の^^に加盟し、 i 方生徒も全部ヒットラ！ユーゲ 
ントに入 g してゐるといふことで、特に體育とナチスの 
政治的 lit 界觀の敎育に JI 點を逍いてをります。 

修業年限は五ケ年で、入學は十二焱となつてゐます。 
度際總てが lit 隊式で、 W に癍刺としてをり、現に私自身 
校長に ilil 伶を求めて F ..1 校舍の二階にある校長室に赴かぅ 
とした際にも•防段の下に直立してゐた銜兵勤務の生徒 
に早速 MiKII され、面會簿に rsr < I を命ぜられたのです。とにかくそんな調子です から， そこで 
は槪 C 兵*: s に行つたやぅな感じでした。 

なほ特に面，：：く思つたのは、前述のナチスの政治的1||:#觀の敎育を徹底せしめるため、^週校 
適辟 Q I1/.I 所に問眾な ili rul が揭げられ、偶々生徒が权長に出逢つた場合には、例外なく卽. m に 




なほ特に面，：：く思つたのは、前述のナチスの政治的 1 ||: #覜の敎育を徹底せしめるため、 ^ 週校 

内の迪常の個所に fffi 單な gi nll が揭げられ、偶々生徒が校長に出迕つた場合には、例外なく卽 m に 
直立不動の务戴を取り、その標語を役 M することになつてゐます。 

丁度私達の訪問した際は「ベルリン- 0 - a 1マ 1 J といふ標語だつたので、校提が私 

を杰内して校 - fr の内外5:步き姻ると、生徙達は到る^で一齊にパッと氣をつけの姿勢をとり 、 U 

々に「ベ I リン_東京—— a 1 マ！」と fu - allj したのでありました。これは一見如何にも機械的 

な i とも考へられますが•とにかくかうした1一一なことの中にもナチス精神が篇してゐて、 
その徹底振りには少からず/ sisil ? を禁じ得なかつたのであります。 

それから*この學校では、生徒に對してあらゆる橄類の運動をやらせてゐるやうでしたが、就 
' K 卜：級生に對しては、&後の二年間} c .¥. o て、乘馬と射®とを絶對不可缺の必修科 H としてゐる 
のです。もつともこれは同校の敎存方針が前述のやうに、 f : 水 fi してゐる關係上、 
或ひは^ろ常然ともいふべきでせう。 

た ir ここに私達にとつて fp, v & MV. に感ぜられたのは、これ等の上級生に對して、特に車^敎打 
とはおょそ 見常の違ふダンスを課してゐることでした。しかもそれが必修科 R の一つとされてゐ 
一〇チュ ーリンゲン地方 一一七 


一〇チユーリンゲン地方 一-八 
るのです。これは全く國情の然らしむるところといふべきでせうか。私達の立場からみればどう 
考へても不思議で堪らなかつたのでした。 

さて、それはそれとして、私達一同同校の見學最中、これはまたかうした堅苦しい空氣とは全 
く反對な、極めて美しい*そして何とも言ひやうのない愉快な一場面に接したのです。 

同志の意議それは全く、こんなにまで軍隊的な、そしてこんなにまで規作の嚴格な處に、ど 
うしてこんなに^: Ik ましいことがあるのだらうか—と思ふ程强く感激させられたのです。とい 
ふのは、偶々私達が同校の内外を參觀しでゐる時•丁度畫食の時間になりました。そこで私達一 
同案內に應じて食堂に！りました。するとそこには校長以下全職 M 生徙が一齊に同じ食卓に並 
んで腰かけてをり、更にその際校舍の^?築 X ;事に來合はせた勞働者達も全部席を rMI じくしてゐた 
のです。脱歡たる私達も勿論そこに列した0でありますが、供された食物は、誰彼の別なく一同 
全く同一でありました。そして更に注意して見ると—私は校長の右側に席を與へられたのです 
が—校長の眞正面に座つてゐるのは當時六十二歲だと稱する最年長の老勞倒者だつたのです。 
しかも一切の食物 li 全部 生徒の手で給仕され、食後の飮み物も、食器の後始来も、 M から何まで 

と—てゐた？、私はこの老人が果してどんな氣持でゐるか、その様子をじつ 



しかも 一切の食物 li 全部生徒の手で給仕され、食後の飮み物 も、 食器の後始来も、 M から何まで 

全部生 i 奉仕となつてゐたので、私はこの老人が果してどんな氣持で t か、そ—子をじつ 
と眺めてゐました。ところが、想像通り如何にも滿足そのものといつた調子で「全くこ S いふ 
のもナチ下となつたからで、こんな培しいことはありません」と泌々述懷してゐたのであ 
ります。 

卽ち、この一事は現代の ドイツ人 全體が、如何に徹底した 同志的营 齡を把捉し、如何に"確闻た 
る阁 結を褙成しつつあるかを欺 M に物語るものとして、 彼の 3民社會 主義ドイツ 勞働麥とい 
ふ名稱の如きも、「なるほど」と^ i れるやぅな氣がしたのであります。 

II 荒木文相のメッセージ傳達 

シ—ラハ ft 官九：！！！一日、私達は愈々ミュンヘンに到着し、そして翌二 R には我力荒木文窃 
大； r 」 ょり靑少年指導廳長官シーラハ氏へのメッセージ並びに記念品の贈呈式に臨みました。式揚 
は同氏の宿泊してゐる旅館フイアレス•ホチルの廣間だつたのであります。そしてそこには日獨 
一一荒木丈相のメッセージ傅達 一ープ 


II 荒木文相5 メッセージ 

兩阈の阈旗が揭げられ、正面中央にシーラハ長官が悠然と起立し、辩いて次宵のハルトマン 
ウダ！バッハ氏以下多數のヒットラ！ューゲントの關係官並びにヒットラ lQw - ILlfrR :- 


•ラーの^ I 記 - TT 奴、 


111 HJ 

プ • ■■ 






迎の辭を述べたのであ 


ユンへンのガウラィター ( ナチス E 支部長)^を始 
め參雄客 I 同が、何れも威依を^へて、私违の來卷 
シ を待ち受けてゐたのでした。 

ラ やがて私は派逍阐を引率してその式場にはいり、 
單身列を離れシーラハ長官の前に進み、同氏と M .< 

艮 

e 握手を交しました。そして引績き四人の派逍 M 幹部 

の 

歆を同氏に紹介したのでした。1方刚兑はこの間二列 
横隊に隊形を整へ終つてゐたので、シーラハ Rrr は 
幹部の紹介が終ると14-ちに一同を視閱しました。そ 
して、再び元の位®に戾り、改めて私達に對する歡 
これは小塚泌 , f が口^:语に懌し、 Iflnl'c その大要を知らせました • 






迎の辭を述べたのであります。これは小塚祕冷が n ^ JSi に^ I し、 liil にその大要を知らせました。 

そこで今度はこれに對し、派遣_を代表して私が日本語の挨拶をし、これをヒットーフ！ユー 
ゲント本部 Q 撑靑年隊繁で t 退役海軍大佐ロィテンべック氏が獨譯したのでした。そして 
更に私は荒木文部大 fs ょり委托されたメッセージを'した上、シーラハ長官に手交致しました。 

武具 I 摘またその # 级には、荒木文相ょり同眷に贈呈する一 描並びに同氏の手を經て 
ヒットラー總統へ贈 M する横 III 大觀迸伯筆の「富士に日の出 L - の額面が像め用意してありました 
ので、私はこれ^を親しく說明しつつお H にかけたのでした。同氏は文相の好: S に深く感謝の窓 
を表し、贈呈品についても極めて滿足してゐたやぅであります。 

話は少し飛びますが、その後九2：十日、一ーユルンベルグに於けるヒットラー.ユーゲント大會 
のぞ、 sinrTi シーラハ H : からヒットラー•ユーゲントのキヤンプに招 f ' F されたのでしたと 
ころが折惡くその夜、私は外務大 ill リッベントロップ氏からも招待を受けしかもこの方が先約で 
したので、弗だ殘念ながらシーラハ氏の*^^には出席出來なかつたのであります。しかし PH く 
ところにょればその席上、シーラハ氏は派遣團幹部の一人であつた渡邊们爵に^し「先般ヒット 
ラ1總統に货下方からお£りした大1们の？お渡し中しましたところ、§外お與びであり 
一一荒木文相のメッセージ傳達 ニニ 


一一荒木文相のメッセー ジ傅逹 一ニニ 
ました。總統は目下各方面に亙り名畫の寬集に I 方ならぬ努力をしてをられるところへ、偶々盟 
邦日本から、しかも容屍に手に入れ難い逸品が寄贈されたので、そのお喜びの程もさこそと拜察 
されるのであります」と語られたさぅです。 

サツポ |» •♦匕—ル さて、話はもとに戾つて I 贈呈式が終ると共に、私達は改めて別室に案 
內され、非常な歡待を受けたのであります。その際、これはまた實に愉快なそして滑嵇なことが 
あつたのであります。 

私達は食事の後で m を移してお茶の席に臨んだのでしたが、その際シーラハ氏が私達を歡待す 
るため特に日本からビールを取り寄せておかれ「サッポ tt •ビール、キリン•ビール、エビス • 
ビールの中のどれを飲むか」といふことでした。そこで私は「サッポロ.ビールを頂戴致します j 
と言ふと T それならば」といふので、私と席を同じくしたシーラハ氏その他の人々も一樣にサッ 
ポ a •ビールをコップに注いだのでした。私が何故サッポ a •ビールを選んだかといふと、私達 
一行の案内をづつとしてくれた IJ ィテンベックといふ退役の海軍大佐はいつもサッポ a •ビール 
の名を私達に - tg してゐたからです。 

i 哉笋〇 Iff に 日本に來たことが あり、 當時の海軍大臣 III 本桢丘(銜大將の^舍に炉^| 


の名を私達に - is してゐたからです。 

同大佐は日露戰爭の前に日本に來たこ とがあり、 當時の海軍大臣山本横 JT -. (銜大將の tr 舍に炉 rrl 
したこともあるといふ 經歷を持つ てゐる人でした。 日本に滯在中凾館に赴いたこともあつて「日 
本の 訴」といふと* 何時でもサッポ R •ビールを引き合ひに出すのです。そんな わけで、 私は 
「サッポ a •ビ丄を戴—す」と 返事した？ す。 で、 私 QT ブルにゐる者は皆サッポロ* 
ビールのお 附合ひ といふことになり、 並んでゐたコップにはこの遠來の日本製ビールがなみなみ 
と 注がれた のであります。 

そこで一同コップ.を舉げて健康を祝し、さて「紀邮」といふことになつて、全く意外な事. W が 
發見されたのであります。といふのは、そのビ丄が實に何ともいへない味なのです。それも美 
船のなら結構なのです が、 實にまづ い、 何とも私衝がならないのです。これには一同コップを n 
にもつていつたものの、とても飲むことが出來ないで、その依またテーブルに篮いてしまつたの 
です。 

ところがシ I ラハ氏は、そんなことには一向おかまひなく、私に向つて「アサヒナさん、日本 
のビールの味は如何ですか？」と聞くので、これには私も全く返事に窮してしまひました。「ま 
一一荒木文相のメッセージ傅逮 一二= 


一二 - I ルンべルグ大件 一二 R 

づい J といへば^^:の好意が無になり、さればとて「うまい」と言ふと後からどんどん勸められ 
るだらうし、とにかく何と答へたものか、ちょつと言葉が浮んで來ないのです。しかし馈すれば 
通ず、とでもいふのか配 m に「この ビールは、ドィツに 來る途中印度洋を通過したばかりでなく、 
扣當長い旅行を續けたものらしいので、どうも東京で飲むやうな味がしません」と It ひました。 
すると 1 I . T 1 これにう まく 調子を合せ「いや、全くその通りだ、 さう に違ひない」と it つたので、 
ここにさしもの難題も無事解決、 r 鄕に入れば鄕に從へ」とばかり、改めて本場のミュンヘン • 
ビール を M 一杯御 pi 走になつたのであります。 

I 二一 M ルンべルグ 大會 

俄か國際都市 さて*この贈 M 式が終ると私達 IInl は今度はスキーで名商いガルミッシュ•パ 
ルテンキルヘンに赴き、同所の見昂をして、愈々待 H の-ーュルンベルグ大會見哄に向つたのであ 
ります0 


す0 


その^ p 、 九月五：1:に丁ンスバッハとぃふ所に着きました。この町は人口約二篾’大伶圾たる 


|1ュルンべルグ市ょり約十&:を跖てた所にあるのであります。圃苌である私と參與の渡邊伯将は、 
ヒットラー 總統のくとして招待狀を受けてゐたので、一行と別れて-ーュルンべルグ市の 指定衍 

所に{伯泊することになつてゐましたが、殘りの廿八名はこ 
のアンスバッハに留つて同地の®蒙に二名宛分柄すること 
i \なつたのであります。 

N 

, ところで本年の一ーュルンベルグ大#にはイタリー、ルー 
ハ マーーア、スペイン、イラク等の 各國 の靑少年代表者 も ii 學 

r 

一 に來てをり、何れもこのアンスバッハに宿所 S : 削り常てら 
れてゐましたので、この町はたちまちにして一橄の阔際都 
rtr ' となつてしまつたのであります。從つて我が派遣阒一行 
も自然 これ讓外國 Q 靑少年_代炎者と & r < される立 S 立つたので、何れも大い S 仟を痛感 
し只管 C ^ 戒したのであります。 

一二 一ー ュルンペルグ大會 



二五 


一二 - I ュルンペルグ大會 一二六 

さて、私と渡邊參與 は、 そこでニュルンベルグょり迎への自動車が差し廻されるのを待つてゐ 
ましたが、後になつて「どうにも都合がつかないから、濟まぬが何とかして來てもらひたい」と 
いふ電話があつたのであります。これには私達二人はちょつと當惑してしまつたのであります が、 
ことの次第を耳にしたその町の或實業家から「それでは私が自分の枣でお送りしませう」といふ 
好贲ある中し出がありましたので、渡りに船とばかり早速お願ひし、愈々-ーュルンべルグ指して 
出發したのであります。 

女運轉手 さて車中から見る槪道には、何れも大會を彩る色々の裝飾が施され、家々の窓はハ 
1ケンク a ィッの 旗や槲の枝裝に美しく飾られ、そこには早くも溢れるばかりのお祭り氣分が漂 
つてゐたのであります。しかもかうした空氣は車が會場に近づくに從つて一屏濃厚とな0て來ま 
した。ところで自動車が一ーュルンべルダの市內にはいるには、最寄りの警察で「入市許可證 J を 
.もらはねばならないのであります。そこで、その實業 家も瞥 察署の前に車を停めて、自らその中 
にはいり、入市の手賴きを行つてゐました。 

そこには私達同様入市許可證をもらはうとする人が、後から後からやつて來て、全く自動車の 



そこには私達同様入市許可證をもらはうとする人が、後から後からやつて來て、全く自動車の 


洪水と S つた有嚷だつたのであります。ところが私達の車は停車 f が惡かつたため、その場所 
を®しないと、後から來た車はどうしても警察署の前にうまく並べないのです。そこで車の中 
-にゐた 私と 渡邊 參與は、どうしたらよいか船' r " 先もなく、次第にふぇて來る自動屯の辟を眺めて、 
早くその貨業衆が來てくれればよいが、とやきもきしてゐたのであります。するとその様子を助 
手臺に坐つて見てゐた例 S 業 S 細君—一見四十歲前後でした I は、や—身を起してハ 
ン ドルを 捤 ると • I く革を裳し*私達 Q 心配をた1に解消してくれたのでありま 
す。 

一瞪ドイツでは*女がォ ー トバイの後部に乗つ たり、 或ひは肖ら操縦する栈をよく姑かけたの 
でしたが、今またこ、でこの夫人が自動 iKs : 苦もなく運轉するのを見て、これは日本ではちよつ 
と見られない阖だと感心しました。 

前にもお話した ヒット ラ！ユー ゲントの體育には、純粹體育、國防體育、 m 軍及び野管の三 
つがあり、そ S 防蜃 e 中には才1バイ隊が組織されてゐて、現に十萬人の賢があるとい 
ふことを聞き、今日ドイツがかくの如き交通機關の繼について、如何に年少のものからその敎 

一二 - I ュルンペルゲ大會 二 I 七 


一二 t | H ルンペルグ大會 ニー八 
育に心血を itt いでゐるかを知り、またかくの如く一般人が女子に至るまで如何にょくかぅした知 
識技能を體得してゐるかを見て、深く考へさせられたのであります" . 

b ツトラ1大行進 昨年の-ーュルンベルグ大伶は九2：五 H から十二日までといふことになつて 
ゐましたが、事货上は九月六日のヒットラ！ユーゲントの_旗行進にょつて始まつたのであり 
ます。この行進といふのは、旅館のバルコー II に總統が立つてゐるとその前を、全阖各郡ょり^ 
拔された優. R 靑少年が各 . E 所®の靑少年阁旃を捧持しつ-^行進するのであつて、アドルフ•ヒッ 
トラー•マルシュ(ヒットラー行進)と稱せられてゐるのです。私は親しくこの行進を ii て、こ 
れこそ靑年を槪起感,せしめ、これこそヒットラー總統に對する忠誠の念を喚起せしめるものだ 
と考へ、全 W を統一する 上に 頗る‘ •貝 獻すると r . ろがあらぅと思ひました。 

こ\に 粢る各郡の 代表靑少年は、 まづ各 縣に於て縣の靑少年代表として約 一 週間®^ な1 m を 
施され、この，: III 練が終ると愈々一ーュルンベルグの大會0指して徒歩^:進を起すのであります。こ 
の行^:は一日三十粁を超過し得ず、となつてゐますから、最も遠隔の地にゐるものは片道だけで 
六 週 la ] の日子を要するといふことでありました。 

*:»©■* さてドィツに於ては&年九 H 、 年中行事としてこの-ーュルンベルグ火食を開#す 




六週 la ] の日子を要するといふことでありました。 

大畲の意義さてドイツに於ては 毎年 九月、年中行事としてこの-ーユルンベルグ 火 會を開#す 
るのでありますが、この大會はドイツが阐 M の人心を 統一し、各方 面の聯絡强調 をはかる 必要上 
最も力 S : 入れてをるもので、しかも 國策の最高方針を内外に宣 m する一つの機會をつくる ものと 
して 非常に重要 M されて ゐる のであります。 

私はこの大會の事實上の5日が、今お話した靑少年團の刚旗行進を以て開始されるといふこ 
とを知つて、誠に.; W : 義深いものがある、と?しました。本年はこの行進が九月六日に行はれた 
のでありますが、货際各地靑少年代表達が、 iQ 行進にょ？ HS けた知に？しいドイツ 
魂を?1して、堂々ヒットラー總統の前を行進する様は本常に涙なくしては見てゐられなかつたの 
であります幼年-ーユルンベルグ大會中の:1:曜日は、ヒットラー•ユーゲントの大會期日となつ 
てゐますが、それが本年は九月十日に常りました。 

期诗一體ヒットラー總統は他の fflts ——例へば SS (親衞隊 ) SA (突绺隊) AD 

(アルバ イツ •ディンスト)等 - の大#の時に比べると、このヒットラー.ユーゲントの大# 

に際しては特に非常にょく努められ、現に 參站 した W 少年 達には、 拽れなく自分の知が問近に兑 

一二-1ユルン V ルグ大食 一二九 
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得る やう、 會場内を殆ん ど 隅々まで巡囘 されるといふ 有様で、 この 様を見る につけても* 如何に 
靑少年の上に多大の期待をかけてをらる X かが判ると思つたのであります。 

さてこの大#が終ると、この行進に參 
加した靑少年代表违は全部、ランスべル 
= ダといふ所に行くことが M となつてゐる 
” のださうです。この ランスべ ルダは 、 W 

r 

ルてヒットラー總統が幽 W の身となつたこ 
» とのある所で、しかも近代の' IU : 界的名著 
^ と稱せられる例の「我が§嚷」を起草し 

行 

逆た歷史的土地なのであります。こ-^に到 
蒞した前述の青少年迷は、ヒットラー總 
統自身の手から、「我が闕箏」を1册づ 
、授與せらる、といふことでありますが、 その 時に於けるこれ等#少年の yM は 如何 ばかりであ 

りませうか、^に想像に餘りあると思ふのであります。 





、授與せらる、といふことでありますが、その時に於けるこれ等#少年の MS は如何 lir かりで £> 

b ませう か、 ^に想像に 餘り あると 思ふので あります。 

かくて右の行事が終ると、彼等は適51:に編成された臨時列^に乘つて、それ^-鄕 ffl に W るの 
だと-一 E ふことであります。 

參加の名 *開くところにょればこのアドルフ•ヒットラー•マルシュに參加する靑少年には、 
各自新綱の雛 i 二^とその他一切の必要品が支1され、學校在學屮のものは、この1111當然の休睱 
が與へられ、しかもこの休収にょり、本人の學業成績には何等の队缚も與へられないことになつ 
てゐるといふことでした。また工場、商店等に勤務するものは、右の期1!!]中はそれ货銀が支 
給され、木人に對しては何等の不利益も來さないやうに定められてゐると聞きました。かういふ 
わけですから*このアドルフ•ヒットラ！マルシュに參加することは、獨り本人の名#である 
ばかり.* t ? なく、この參加者を m した學校、會社、 H 場等の誇りとして、一般社會の人からも多大 
の關心を打たれてゐるのであります。また、各縣の#^代表老は、旮場へ參狼する途中それ^^ 
トラックを i 行させ、これに一切の荷物を稍込み且つ必要なる醫療汶備も Mm し、更に各郡縣の 
抬導者はもとょり错師も必ず付き添ふこと-^なつてをります。 

一二-|ュ ルンペルグ大僉 r 一一 一 
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私速は今 [GJ の訪獨中各地方に於て、幾 [GJ となくこれ等の行進に出#ひましたが、彼^が椒めて 
It い闹旗を一'故しつ、 H に掛けた卸付で、歌を歌ひながら、颯爽と行進して fr く找を] ri て「トイ 
ツの强味は こ、 だな ——ドイツこそ 確に將來が ある」 •としみ'^鳩じ入つたのであります。 

立派な態度 先にもお話した通り、-!ユルンベルグ大钤に於けるヒットラ！ユーゲントの人 
伶は九パ十：：：でありましたが、この H 私逹一同の著; 1 J してゐた制服並びに一 tr の行動について， 
是非 M いて狐きたいことがあります。といふのは 、 M 夜外相 リッベントロップ氏の招待にょる# 
合があつて*私は# 場で あるドイッチヤ•ホーフ(ドイツ旅 靳) に行つたのでありますが、偶々 
その席には北沲タイムスの社设龙试氏を^•長とする新 fl ; J 協件の人々も招待されてゐたのでありま 
した。ところで私迷がそこに到荇すると、これら新聞協#の人々は交々私の所にやつて來て、次 
のやうなことを話したのであります。 

今 R 自分たちもヒットラ！ユーゲント大#に招待されて、特別席から兄乎したのであるが、 
そのときに或者が「左側の向ふの力に整列してゐる 1 W は、どうも胸に H の丸の雄をつけてゐる 
やう だが、あれは確如に日木から來た#少年阐の代/<者であらう」と H ひ出した。すると他の片 

が r いや，= 1 木の派适煦は，恐らくあんな:,/:/71な 



やう だが、あれは確かに日木から來た#少年 Ifl の代^者であらう」と.：' rl ひ.' II した。すると他の斤 
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が r いや、：：：：小の派.•• l •. JiiN は，恐らくあん穴../:派? J : 

服 も 著てゐまい し、 またあんなに规祁しい , fr 励 
などすまい」と H ふ。こんなわけで二派に分れて 
大いに a 論が沸騰したが、♦とどの詰り「では一つ 
堡遠鉞で確かめょぅではないか」といふことにな 
り、改めてょく見ると、如何にも胸卯に燦たる：！： 
の丸の マーク をつけた粉ふ ^なき：！！ 本派逍闽の. Hi ' 
少年であつた。「いや、これは愉快だ」と 1 M 大 
立 rl びで話し合つてゐる とき， ヒットラ ー 總統は派 
逍阑の左焚から視閱を開始し、 ili 右^に來るや、 
つと手を差し延べて阑長である- W 下と捉でした。 
E 分速はこの次第を遙かに^み^てゐたが、全く 
蹯料の党々たる態度には适を强くしたのである。 

1SH 


一二 t ルンべルグ大會 一三 B 

かういふ話を聞かされて、阐長である私は非常に面目を施し、また M 時に新州協 fr の1 r から 
一行の奶ザを齡^れその御好意に深く感謝したのであります〇 
なほ、この服裝についてはもう一つ面白いことがあつたのです。それはそれから數日後、九月 
+ y \ 日ゥィーンで我が内務«のべ■ルリン駐在官重成格氏に出會つたときのことです。同氏は 、 U 
獨防共協定成立後、我が K 4 務軒がべルリンに*をおくことになつてから、 fe 初の人として赴 
低したのであつて、渡獨の折には我々一行と共に靖國丸に同船したのであります。かうしたわけ 
ですから*旣にその際我々派遣國一行の制服はょく知つてゐたわけなのですが、その後私 ii がべ 
ンに到冇した折、同市在住の邦人一同から派遺!*の國11&として寄贈された新らしい制服は 
まだ知らなかつたのであります。 

見事な服裝 ところで私と重成氏とは、その折ゥィーン駐在の山路緦領堆から查餐の招待を爻 
けたのですが、席上重成氏は私の顏を見るや^や「君は日本の W 少年|«代表者を引率して來なが 
ら、九；^十日のヒットラー•ユーゲント大 fr に派遺阐が一人も M を/ H さなかつたのは、 19 S どう 

したわけ だ、+1^しからぬではないか」と.}1ふのです。で私は「そんな馬鹿なことがあるか*^は 

:ット- Nk 充：ーァ 防人代したのを知？ゐるか？」と聞—した。すると來 


したわけだ、情しからぬではないか」と. If ふのです。で私は「そんな1!!,鹿なことがあるか *^ li 

ヒットラ1總統がル-マ-ーア婦人代表に齡科したのを知？ t か？」と聞きました。すると所 
成君は「勿論知つてゐた」と言ふ。私は「あのル丨マ-ーアの婦人代表の右隣にゐた横隊が我々一 
行だつた％。君こそ f してそれに氣が付かなかつたのだ」と M ? 酬しました。 ts 成界は 
初めて M が行つたやぅに「いや、さぅ言はれ、ば確にル*'"マニア婦人代表の右侧に一网の人々 
のゐたのは知つてゐた。しかし¥といひ制服といひ餘りスマ1卜で堂々たるものだつたので 
あれがまさか日本人 Q 諸君5たとは思はなかつた。いや失敬ミ」といふことにな？大笑 

ひしたのでありました。 . 

きは立つ日 k 九月十二日、さしも盛大を極めた-ーュルンべルグ大會の諸行事 も、 玆に一§ 
7;じましたので、 團長で ある私も參與の渡邊伯爵 も、 團员 一同と共に思ひ出多い-一"ルンべルグ 
の地を出發し、團員の宿泊地であつたアンスバッハに M 着しました。そしてそこで一泊し翌十三 
日 同他を立？ fij アに向つたのであ—す。が、こ、で、-% G 出發當時©模探に關し 
是非お話したいことがあるのです。 

先にも述べた通り、九月五日私と渡邊參與とはヒットラー總統の招待を受けてゐたので一ーュル 

二一 - I ュルンぺルグ大會 If 
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ンべルグに向ひ、殘餘の二十八名はこのアンスバッハに分 rrf してゐたのでありますが、この時 K 
をいふと私は非常に心 rid したのであります。といふのは先づ剐 ii 全部がドィツ語をしやベれるわ 
けではなく、それに何しろ I 般民家に分衍するのですから、自然 ISI 長なり幹部なりの世話も行き 
码かないし、また rril 時に111:界各國の靑少年代农が宿泊してゐるので、それと比秘されるやうな紛 
もする……こんなわけでとにかく心 pid で堪まらなかつたのであります。然し、その一面、派逍阁 
fil 同も旣に五 H 三 H の結團以献前後四ヶ月に亙り相當訓 W を經て來てゐるのだから*婊；^:で 
はないがもう何炮へ出しても決して^|1::はない I といふ考へもあつたのです。とにかくそんな 
次第で、私も、まあどんなにやるものかやらせて見ょうといふ肚が決まつたのであります C 
さて話はもとに戾つて、九：：：十三日私迖一行が丁ンスバッハを/!'.發しょうとすると、 wii 速が 
分柄してゐた各家庭では、主婦を始めとして. lie 族一:： r それこそ小學校の兒常：までわざ校 
を休んで、皆手に<花束を抟つて見送りに來、しかも银_に：祝を漱へて,離を惜んでゐたので 
あります。そして同市常局の首腦茗や或ひはその地方のヒット ラ！ユ ー ゲントの 人々.も 典 p < r ..1.? 
I "に、 「 H 本の靑少年代表^界は K に規律的であつた。それに各家庭の人々とも lid しみが深かつ 

kDe、 ぼ祭を0衮〇見 rD 敦6*农たとい-4やうな印象 S: 與へたのである。とにかく他の W の代 




皆に、 「 H 本の靑少年代表^开は：: PC に規律的であつた。それに各家庭の人々とも銳しみが深かつ 

たので、. It 際その家のの者が來たといふやうな印象を與へたのである。とにかく他の N の代 
表迷とは全く段違ひで實に立派であつた」と口を極めて於諮したのであります。 

私はかうした— if > 最‘を n のあたり見、またかうした赏譜の聲を親しく耳にして、 WA 謎界も各自 
「 E 分は日本青少年の代表である|_といふ齡傲感を持ち、またそれ^*佼秀な素钗を持つてゐる 
からこそ、かく mil か的となり得たのであ P 、 更に渡獨後各方面と i 觸した結果、阈際人として 
も相當川來上つて來たのだといふ感じが起つて、堪まらなく祕しく思ひました。 

天皇陛下こ、に 重ね'^ アンスバッハの 市民を版 M させた事があつたのであります。私は 平 
素 gii に對して天^陛下といふ言葉の出たときは直ちに腔 立 不動の姿勢をとらせ、話をする私 
自身も勿論正しい姿勢をするのを乳衝どしてゐたのであります。かうした訓練の結见は«はず語 
らずの!! , .1 にドイツの 元 rv たるアドルフ•ヒット ラ ーの 名 稱に對しても M 様となつて、 一度 その 力 
の出たときは一同 K ちに姿勢をあらためたのであります。 

かうした阐 il の® M な行動は、言葉こそ iai じないがドイツの人々に非常に深い感鉻を與へたの 
であります。さればこそ、彼等は私達一行を指しながら：一々に「グーテ•ディスチプリン」 ( A き 

一二- 1 ユルンべル グ大僉 一三七 
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訓練)と言つて、その感激の程を吐露してゐたのであります。私はかぅしたことを考へるにつけ彳 
一行を引率して行つた M 長として、團员一同如何に自^自规し、 ょくや〇 てくれたかが glM せら 
れ、唯々無* t といふ他なかつたのであります。 

二 I 一 舊オーストリアの旅 

風雲念ニュルンベルグ大會が終ると、私達一行は前述の通り ff ォーストリアの旅に上り、九 
月十三日から二十日まで恰度一週間を同地方に過ごしたのであります。 

ところで、例のチ H ッコ問題が勃！ J したのもその歡中だつたのであります。大體私達一行は、 
七月二日ドィツ入國以來實はその問題については何にも知らなかつたのでした。また新聞紙上に 
も 全然 現れてゐなか0たのであります。しかるに n ュルンべルグ大會の最終日たる九月十二日の 
夜、ヒット ラ ー 總統のチェッコ問題 N0 明に關する演說を耳にするに及んで、初めて №1 國問の 
が相當奶迫してゐるの5:知つたのであります。爾良ドィツの各新聞紙は、この問題に關する記事 

ふ、，* ラ 戸 ^ 011 3.1 ス改兹も刻々諸外國の動向等を報道するので、私達 一 rr 


が相當奶迫してゐるのを知つたのであります。爾來ドイツの各新聞紙は、この問題 fc 關する記事 

を大々的に取扱ひ、またラヂオの-ーユース放送も撕々諸外國の動向等を報道するので、私迷一行 
も1<^重大^^持？事態の_を_ヤるやうになつたのであります。 

さて私達一行は九月十七日朝九時半ォーストリアのグラーツといふ町を出發し、 fT 首都ゥイー 
ンに向ふ豫定だつたのでしたが、さて時間が來ていざ出發となると、肝腎の自動車が來ないので 
す。十時になつても十時半が来ても、十一時を過ぎてもまだ來ない。そこで、とうとう我慢が m 
来なくなつて、なぜ豫定が變更されたのか、そのわけを聞いて見ました。 

ところがチュッコ問題が切迫して來たため、突然ガソリンの統制が實施され、今日は午前零時 
から、一先づ I 齊販賣禁 jh の處置がとられることになりました。そのため自動車の運轉が不可能 
となつたので「唯今軍隊に配給^渡を交涉中でありますから少し待つて>さいやがて=：：奄來 
るやうになり42といふ返事5た？ f ます。そんなわけで、十一時半になつて陸 S 
局の的 m 1 * にょりやつ -< h のことで出發出來るやうになり、愈々ゥイーンに向つて發取したのであり 
ます0 . 

天に代 P て私達の自動取はその途中證線路にがふ國道上を進んで行つたのでしたが*沿線 

一三舊ォーストリアの旅 一三九 
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到る處で各種の自動屯を滿1して•欲 m する貨物列車に出會つたのであります。これ導の， rl 動 Jft は 
祺當 W の手に•ょり軍用として徴 g ざれたもので、なほそれには多數の兵士も乘り込んでをり、我 
々の方に向つて頻りにハンケチを振つてゐる—この様がどう見ても私违一行にて脫阮して 
ゐるやうなのでしたので、我々も腐ちにけ—" f 抓の日の丸の小旗を取り出して、手に手にこれを打 
ち振り、力の限り答禮の意を表肌したのであります。と今度は、この日の丸の旗を l ! li にしたドィ 
ッの兵隊が礼狂の氣點に達し、全く街^といつた具合でハンケチを大振りに振り廻し/11した 
のです。この光贵に我々も M はず感に打たれて、怡度 ic - if の出征兵士を送るやうな氣持になり、 
一齊に咽喉 も裂けょとぱかり、 

天に代りて不義を討つ 
您勇無双の我が兵は 
歡呼の聲に送られて 
今ぞ出で立つ父母の阈 

と髙唱しました。そしてこの聲が屯上のドィッ兵の耳に速したのか、彼等の熱狂 嵌りは愈々盛し 


力^し- P 0 


と髙51しました。そして この 聲が屯 上のドイツ兵の耳に達したのか、彼等の熱往振 りは欲々盛し 


となつて來たのであります。 

また我々派遺阒一行の案内役として rul 行してゐたヒットラー•ユーゲントの人々も、私に^-つ 
て「今货下方が歌はれたの I ' i . 何の歌ですか？」と質問して來ました。私は「あれは H 本の出征兵 
土を送る歌なのです。私達は今それを歌つてドィツの兵隊さんを見送つたのです」と說明しまし 
た。彼等は喜んで、全く感に阶へないといふ栈子だつたのであります。我々の乘つてゐるバスが 
ゥィ ー ン市に近づくと* P 1 市の方而から走つて來る自動:-1¢ は、 どれもこれも兵隊を滿©してを り， 
中には飛行幾を枝んだトラックもあるといつた具合で、愈々以て戰雲急を-^ぐるの感が濃吹とな 
つて來たのであります。 

世界の注視 話しは少し飛びますが I 九；^二十一日私违はべルリンに歸济し、翌二十二；1;畋 
i ひの挨拶のため H 獨協#を訪問したのですが、その際私はそこの應接室にあつた六 H 二十 一 n 
付^京出版の「チ*ッコ問題はどうなる？」といふパンフレットを IM し、獨•チェ關係がこん 
なに早くから全世界の祖 S を - m めてゐたのか、と秘かに赘驚したのであります。 B : 際私违は親し 
くドイツ阈内にゐながら、この I/SI 題に對しては全く知る機會がなかつたのでしたから。勿論新 lifj 
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紙の如きも、先に述べた通りこの問題に關しては全然報道してゐなかつたのです。私は. R 分內身 
かぅした立場に置かれてゐたのに氣がつき、ドイツの所謂言論統制なるものが、如何に®力且つ 
艇蛇瓶なものであるかにしみ^-感じ人つたのであります。 

心からの 歡迎ォ ー スト リアの舊首都 ウイ ーンに入つたのは、九：^十七日のことでした。そこ 
で私達 I 行は正に熱狂的ともいふべき大歡迎を受けたのであります。 H しろ出迎へのヒット ラ！ 

ユーゲント八千名、同じく I 般市民一一一千名といつた具合で、以來十八、十九、二十の三日 f ? l ] に亙 
り同市滯在中は K に大歡迎の連较だつたのであります。次にその中でも特に愉快だつた印象をお 
話しませぅ。 • 

それは九月十九日夜、日本總領事館において、私達 I 行のためにビー丁 *アーベント(麥酒の 
夕) が催された際のことでありました。この宴會に招待を受けた ドイツ 侧の上席客は ウイ ーン市 
の ガウライター ( ナチ K 黨の支部長)だつたのであります。ところが、この人は恰度その時自動 
車事故のため右膝に負 m-t し、 步行が困難で靜養中であるとの ことで、 特に同氏の苦痛を考慮して、 
齡 i 會の進行を打合せたのでした。そして午後八時になつたならば、まづ III 路總領事がドィツ人 


あらかじ 


豫め會の進行を打合せたのでした。そして午後八時になつたならば、まづ山路總領事がドイツ人 


側に 向つ て ドイツ 1挨搜し、これに對しガウ ライ f が M じくドイ S で答辭を述べ、次 S 
練領 f り1一行 £ IS 歡迎挨 f 、 I に私の H — 辭及 f の謹が 
あつて、これが終ると共にガウ ライ T は歸館する、といふことになつてをり、その時問も大體 

牛後八時三十分頃と M 定されてゐたのであります。 

俄か合唱團と ころが •實 際は右の豫定行動が 極めて順調—行した ため、 午後八時廿 分には も 
ぅプログ—が^^^しまつた？した。そんなわけで、な1間が线つてゐたので、 
派 — u は—出身の秋&|_のタクトで「日本靑年§「霱行|」等を合唱したので 
す。すると.これが非常な if 博し、歌ひ終つた置が — ss ら—と、我々— 
内として：！一:席してゐた例の Mr : s 海遥大佐ロイテンべック氏の如きはわざく進み出て來て「一勺 
待つてくれ」と呼び志、これも亦我々—内して來た當 年十八 歲の夕 1 T 君を 捉へ、秋— 
に代つてタクトを収らせたのでした。 

そこ で豐一同、今度は TT 君の指揮の下に聞き f のヒット ？• • Tf て sf 歌 
ひました。すると、折からその部屋—ま？ゐた數十名のドイツ人速は、一®にこれに合せて 

4 ••■* 


一三筲ォーストリアの旅 


一四三 


一三^オー ストリアの 旅 一四 H 

合' 1 n を始め、こ、に阏らずも一靑年ターナー君の指揮の下に、日獨刚參#者を打つて Yti する 
I 大聯合介' , / , . tfl が卽座に構成された形となつたのでした。これは、特に ドイツ、； iijy 十：； YIV こ. R い 
印象を與へたやうに思はれたのであります。 • 

飛 iWl はいかがしかしこの愉快な合' , r . も終りを吿げ、やがてガウ ライター が M / M することと 
なつたので、私達一同は見送りのため三列縱隊に並びました。すると、彼は不自由な 鉍舰 を.卞に 
した杖に託しつ X 私達の前につか<と進んで來て、靜岡縣 m 身の 瀧戶直 正教を 始へ「何 か. 1:1 分 
に對する希^はないか。遠慮なく言つてくれ」と T 1 ひました。 ■ pm は「私達一行入 ^ U 來 n こ 
至れり^せりの歡待を受け fe のであるから、もうこれ以上何も希^することはない。；^、 nii る 
ことなら、現在オー K . h リアの合併にょり所謂大ドイツが實現されたのであるから、今後何年か 
經過した後、もう I 度 fi - 阈をお訪ねして、 5 T - に充實したその姿を Ji たいものだと思ふ」と返-^を 
したのです。するとガウ ライター は「いや、私の言ふのは、そんな先の 永い 話ではない。今す ぐ 
出來ることで何か希 M はないか？」 と H ふ。そして瀧戶君が「ない」と答へ ると、一寸考 へて ゐ 
たが「うん、さうだ、-3-:#等は飛行機に乘つて見たくないか？」と尋ねました 。そこで湖; «/!• は 

に「是非乘つて見たいと^ふ」と W ふ。すると「ょし、引き受けた。では明 n ^-' Hfl / vn.'JM 


九が「うん、さうだ、讶 :# 等は飛 fr 機に乘つて見たくないか？」と^ねました〇そこで湖 n/ru 

邮紀に「是非乘つて見たいと思ふ」と； W ふ。すると「よし、引き受けた。では明 R - YHfl / vH.'JH 
名に對し飛行機を提供しよう」と卽座にれました。しかし、これを則いた S 一问は「三 
+名の中から十名を選ばねばならないとはちと困るな」と典口[.11音に私^き/ N 11つたので i て 
葡尸君®、改めてガウライタ1に向ひ「阐員一同、飛行機に乘せて规くことは大變に姑しく恐ふ 
が、どうも十名だけでは困る ，… と言つてゐる」と話しました。すると、彼は火きくうなつき、 
「よし、三十名全部引き受けた J と言つて、直ちに來合せてゐたナチスの飛 tr 隊 ' K を I ' f び丄せ 
その準備方を命じたのであります。 

才べラはいかがガウライターは.史に.百葉を撒ぎ「まだ他に何か^!?(はないか？」と W きまし 
JJ 。 し h し、一骑これ以上何と w つたらよいものか ff ちよつと返^に W つてしまつたのですす 
ると、 丁度 そこに阽合せた日本人の夫人達が、私達の耳もとに U を近づけて「オペラ I とお〇 
しやい」と P いたのです。そこで湖 戶 养は「オペラ」と 答へ ました。するとガウライタ1は快 
く「よし' JI 受けた J と言つ て、 卽座にナチス黨の係 M を呼び寄せ、 翌二十日の 夜一等席の ili 前列 

に三十名並べるやう/ 1 J 意を命じたのであります。 

一三麫オ—ストリアの旅 一 W イ 


一三 铒ォ—ストリアの旅 I 四六 

そんなわけで二十 H には、私達 I 同生れて初めての經驗を二つも味はふことが出來ました。先 
づ午前中には、飛行場に赴き、 I 人乘の飛行機二盗と三人乘の飛行機 I 甕が提供され、古都ゥイ 
1ンの上空を快翔してダ-ーューヴ河畔の景勝を心ゆくまで Mil し、また夜は夜で、 / li 場人 M 二、 
三百名にも及ぶオペラの棻華版を Mm したのでありました。度際このオペラは、相&こそょく判 
らなかつたが、とにかく日本では容易に見られないものだと思ひました。 

しかしそれにもまして私達の深く感じた ことは、 ナチス黨の货 fr - 奔の艇 gg の行使が如何に强 
力なものであるか、といふことでした。そしてそれと共にドイツ人全髖が、私達 I 行を如何に心 
から歡迎してくれたか、といふことだつたのであります。 

三度べルリンへ 九 W 二十 I 日私達は、三度べルリンの土を阶みました。そしてその日は、愈 
々この^ひ. Mi 多い盟邦 K イツに別れを吿げるため、出發の準備や挨拶廻りに多忙な日程を過ごし、 
きて廿 ran ベルリンを發つてジュッセルドルフに着いたのであります。その夜、ドイツ側は私達 
I 行のため公式の送別宴を催し、また翌廿五日にはジュッセルドルフ驛頭に數百名のヒットラ 
I •ユーゲントが出動して、華やかな送別の會が行はれました。が•こ、で私達 r 仃に特に强い 

C - IJ 象を與へたのは、この送別のためわざ<べルリンからジュッセルドルフに出張して來た外阈 



1 •ユ ー ゲントが出動して、華やかな送別の會が行 はれました。 が， こ、 で私達 rTT に待に强い 

印象を與 へたのは、 この送別のためわざ<べルリンからジュッセルドルフに出張して來た外^ 
局長ハンス•ラゥダーバッハ氏だつたのであります。聞くところによれば、同氏は當年とつて僅 
か二十一歲の一靑年で、近々入祭：を前にして新設の外國局長の橡 P に納まつたといふこと で、 こ 
れに よりヒットラー•ユ ー ゲントの指導者階級が、如何に年若いかを痛感させられたのでありま 
す。 

一四 若さは國の命なり 

若き相 導者先にも 鹿 ^(その名を擧げたドィツ靑少年 團指導廳 長官バルダ！フォン•シーラ 

ハ氏が 、 g 務大臣にも比すべきこの位语ついたのは、今年から數へて丁度六年以前-卽ち一 

九三三年のことで、當時氏は年齡渐く二十六歲に违したばかりだつたのであります。尤もヒット 
ラー•ユーゲントの11超以、それより更に古く一 九二六年のことで、これは I 九二三年ヒットラ 
1總統が初めてナチス黨を紐舰してから僅か三年目であります。勿論當時のヒットラ！ユーゲ 
一四若さは 國の 命な 9 一四 七 




更めて屮すまでもなく 
ドイツは嫩の歐洲大戰に於 
て、戰爲そのものには 
常に優^を示してゐたので 
ありますが、結局に於て所 
1?阈家總力の不充货が WI 因 
となり、^燴たる收北を1 K 


せざるを得なかったのです。そしてその鉛果、例のベルサィユ平和條約が成立して、敗戰阈ドィ 
ッは各戰脒阈に對し、俗に天文學的數字といはれる程の莫大栎まる賠傲金を課せられ•そのため 

一役 WM は、もはや米來ポ扼浮び上ることが出米なぃ、とぃふ絶〒的な印象を持っゃぅになりま 


四 若さ: t 阈 の 命な_ 


一四八 


せ|*ぜ‘ん 


ントは今日のやぅな龁然とした組織も機構も持つてゐなかつたのです。 
t • H の 起原さて、ここで ヒット ラー•ユーゲントの發生の動機について、一晚その出發點 

匕 か# b て、 Mm 當時の狀態 



かへ 


を®ること\致しませう。 




一役 NM は、もはや米來 W 规 ff - び上ることが出米ない、といふ絶 ' W •的な印^を^つやぅになりま 


した) 


ii 國愛しかし、一力 n にトィツ阔家を^愛する靑少年達は「祖國ドィツのこの miws : れ呀す 

るには旣啦勢力は賴むに足らぬ。ょろしく我 
FJ 等靑少年の力にょつて、斷乎その大業を成就 


> U # 

«” しょぅ」と、烈々火の如き虮_冉痤の意氣を 
^ 示し、そしてヒットラーの演說を聽くたびに、 
B «® 結々としてその伞 T 4 に®せ^り、ヒット V 1 

下 

こそ我々の W - の指導袭である、として彼に一 
命を捧げドィツ興降のため彼と4:死を共にし 

つつ、 sd : 然反對 黨と闘 爭し來つたので あります。 

ヒツトラ—の涙 一九三 二 年十 n 一 H ——これ^ 祖阈愛に燃ゆる靑少年達 十 萬は、ベル？ノ郊 
外 ポツダムに 集合し、 ^ 十：：：二日、前後 - tt に七時 IUJ 半に被る一大分列行進を行 ひ、 盟生ヒットラ 

一四若さは國の命なり 一四九 


一四 若さは！ 8 の 命なり 一五〇 

1 に對する熱烈極まる yl ^ ひ至 Ifts : ぎ不しました。この時受禮亳に立つて、終始擧手を^け*堂 
々過ぎ行くこの力强い行進を視1してゐたヒットラーの兩眼からは溢れ出る感激の涙が止まらな 
かつた、と S ふことです。誠にさもあるべきことと思はれるのであります。傳へらるるところに 
ょれば、ヒットラーはこの時「全阈の靑少年がかくの如く自分を支持し協力する以上、もはや、 
自分の政治上の勝利は近づいた」との確 a を得たといふことです。果せる 哉、 翌一九三三年1片 
三十日、彼は遂に纪#ある宰相の W 絞を帶ぴるに至つたのであります。この年六 W 十七 H 、 ヒッ 
トラ！ユーゲントは、現在の如き整然たる組織、機構を持つに至り、先にも述べた通りシーラ 
ハ氏がその長官に任命されたのであります。 

興隆の原動カ ヒットラーは、旣に衆知の如く「青少年は靑沙年にょり指導せられざるべから 
ず」と主張し、またこれがヒットラ！ユーゲントの I 貫した原則となつてゐるのです。實際向 
ふに行つて波等に直接觸れてみると、その指導者達が如何にも若々しいのに氣がつきます。しか 
も唯若いといふだけではなく、その人柄に於て、體格に於て、或ひは氣魄に於て、知識に於て、 
更にその見識に於て自ら頭が下るのを 覺ぇ させられたのです。 

皮等は先に も 述べた通り、 时れも 過ぐる 一 九 三三年 ヒットラ ー 總統が政檨をその手に掌捤する 


彼等は先に も 述べた通り、何れも過ぐる I 九三三年ヒット ラ ー總統が政權をその手に掌捤する 
に至る以前より彼の信奉者としてまた同志として、生命を賭して苦鬪して來た人々でありますか 
ら、よしんば歲は若いといつて も、 艇 D 4 - してゐるのは寧ろ當然といはねばならないのです。從〇 
て彼等の手に指導亡られつ、あるヒットラー•ユーゲントも*事の起りは家庭や學校と朴並んだ 
人物育成 Q 機關 24 校敎 L 把する立場にあつた？あります が、 現在 S その指 S 述 
の生命を打ち込ん S 力によ？^^效果を擧げつ、あり、その結果ドィツ興隆の原動力はヒ 
，トラー •ユ ー ゲントにありとまで极言せらる X に至つてゐるので、今やヒットラー.3. 1 ゲン 
卜は 男女靑少年の察と體？繁 し、 學校敎育は單に知識の敎授機關に堕してしまつたとさへ 
見られてゐるのであります。 

實際私達は、その組織、你衡についても幾多參考とすべきものがあると思ひましたが、 M にそ 
れに も增 して*その指導荠の指導振りについては一屉學ぶべきものがあるとしみ'^痛感せられ 
たのであります。 

一四若さは 一! の 命なり 一王 一 
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一 s 若#ドイツ il 

I 五若きドイツ 

若々しさ 以上をもつて私達 I 行の思 ひ 出多い訪獨旅日記は終りを吿げるのであります。さて 
最後に、この度の旅行を通じて、私達の心の底に まざまざと 刻みつけられた生々しい印象を I つ 
に纏めて巾し上げる ことと 致し ませぅ。 

私達一行のこの度の訪獨は、先にも述べました通り、防共の契り愈々堅き两の盟友新興 ドイツ 
の飾りなき眞の姿を、心ゆくまで認識し、把捉するために、謂は'? ドイツの 賓^として 赴れ いたの 
でありますから、全くの話が案內されるところは j つとして感銘の棟ならざるはない有様であり 
ましたが、しかもなほその全部を通じて深く深く私達の心を打つたものは、 實に その新興の想氣 
に燃える潑刺とした「若々しさ」だつたのであります。街を步いてゐても、田舍を訪れても、男 
も女も老ゐも若きも、とにかく國内のあらゆるものを包んでゐる空氣が、 この 潑刺とした若々 し 
さで充滿してゐるのでした。「若き ドイツ」 1 この言葉 こそ 私達一行の受けた於の阈の印 象を、 





さで充溥してゐるのでした e 「若き ドイツ」 I この言葉こそ私達 I 行の受けた彼の阈の印象を、 


最も端的に表明してゐるのであります。 

力强い價念 私はそのあ^'つて、1體何が故に今日のドイツはかくも若々しさが滿ち溢れて^ 
るの か.^その理由について靜かに考へて見ました。そしてそれについて次の二つの理由を見出 
したのであります。 

その I つは' トイ ツ國民がヒット ラ ー總統の出現によつて、その前途に力强い希 m を 見出し、 阈 
運興隆に對したる信念を持つに至つたことであり、その二は阈域生活の安定によつて各家庭 
が明朗になつたことであると信じます。 

ヒットラー總統がナチス黨をしたのは、先にも述べた通り I 九二三年のことでした。常時 
のドイツは正に配* U の棰に達してゐたのでした が、 彼はこの間に處し多數の同志や靑少年の支持 
を受けつ、身命を投げ出して脔闘し 、I 九三三年一月三十日漸くにしてその手に政椎を^把した 
のであります。そしてその身にの呢^を,びるや、その政綱として國民の前に掲げたもの 
は、實に、 

民族主義による大ドイツの建設！. 

JfL 若き ドィッ ー五三 



一五若きドイツ ー五四 
ベルサイユ條約の破棄！ 

土地の獲得1 

の三つでありました。しかし當時、その實現は恐らく不可能であらうといふのが、一般の定評^ 
つたのであります。けれどもヒットラーの鐵の如き信念は^さるべくもなく、敢てこの不可能を • 
可能ならしめ、世人の豫想を裏切つて、見事今日の大ドイツ阈を建設したのであります。そして 
その彼の政網政策がかくの如く次々に現 Sr となつて目のあたりに展開するに及んで、ドイツ國尺 
は祖國の前途に對し®5の如き確信を抱き、その將來に對して言ひ知れぬ安全感を持つやうにな. 
つたのであります。かうした事實が、それまで暗馆たる氣持で_な日を送つてゐたドイツ阚民 
をして、如何に明朗ならしめたかは、蓋し想像に難くないのであります。 

家庭の明期化次に、各家庭が明朗になつたこと、これもまた見落し難い事實であります。そ 
れといふのも要するに個人の生活が安定し、その家の後！の將來に齡りした希望を持つことが 
出來るやうになつたからであります。 

I 例を擧げれば I 九三八年の如きは失業者が皆無であつたのみならず、更に劳慟力不足で外^ 
から人を illr . するといふ素晴らしさでした。これは伺年二月二十日議會に於けるヒットラー紙軟 



一例を擧げれば I 九三八年の如きは失業素が皆無であつたのみならず、更に劳働力不足で外 1*1 

から人を船 llu するといふ素晴らしさでした。これは伺年二月二十日議會に於けるヒットラー細秋 
の演說に^^ても考へられる^り、曾てドィツ人の夢想だもし得なかつた事實であります。その 

演說の I 節に「一九三三年 I 月 -卽ちナチス政權 確立 當時に於て は、 全國の失業者數六百五十 

萬の多上り、その家族を合すると一千五百五十萬人の國民が失業苦にあえいでゐたが、しか 
るに I 九三七年十月には、失業者の數は一躍四十七萬人に激減したのである」と述べてゐます。 
がその後# f もなく私達 Q I 行が訪獨した際には、前記のやぅに至る所でもはや「失_は皆無」 
といふことを聞かされたのであります。 - 
次に同じ演說に於てヒットラー總統は「一九三二年に於ける國民所得の練額は四 fl 五"^二 { S : マ 
ルクであつたが、 I 九三七年にはこれが六百八十值マルクとなり、僅々五ケ年間にドィツ阐民の 
所得總額は實に五〇パ i ントの增加を見た。しかもその一面生雲の指数は、一九三二年に於 
て一二〇•六パ i ントであつたのが、一九三七年には一二五ニパ i ントで、その松加率は 
僅かに四パーセントに過ぎない」と言つてゐます。僅か五ケ年間に、所得は五〇パーセント增加 
し、 しかも生活費が四パーセントしか殖えてゐない、といふのですから何としても國民生 ??; • に大 


一五若きドイク ー五六 

きな餘裕が齎らされたことは、爭はれぬ事萁であります。 

萬人所を得とにかくかうした調子で先づ各家庭の生活が安定し、更に進んではヒットラ丨* 

ユーゲント、アルバイツ•ディンスト、堪隊等の制度が確立せられて各家庭の子弟の素質が向上 
し、努力の如何によつては、貴踐貧富の別なくその將來をはつきり保證されるに至つた結果、前 
途に光明を見出し、思ひのままに自己を發展させて行くことが出來るやうになつたのであります^ 
卽ちヒ ，トラ！ ユ I ゲントに®する青少年達は、それぞれその能力と努力の如何によつて、 

各年酴腭に應じ指揮者の位置が與へられ、更にアルバイツ•ディンスト及び軍隊生活を經て1•人 
前に成人した曉には、各自の志によりヒットラ！ユーゲントを始め夫々の方面に於て、指導者 
としての位 S が保證されてゐるので、自然その前途に洋々たる希望を持つに至つたのであります〇 
しかもこれは單に彼等青少年のみに止まらず、その父母達をも如何に明朗ならしめてゐるか、そ 
れは蓋し想像に難くないことと思ひます。 

以上二つの理由によつて、今日のドイツは、若々しさが天地に充滿してゐるのであります。 
「今こそ ドイツは 立ち上つたのだ！ J 私達は旅の途すがら幾度かかうした感銘を强く心に受けた 

のでありました。 




「今 こそ ドイツは 立ち上つたのだ！ J 私達は旅の途すがら幾度 かかう した感銘を强く心に 受けた 

のでありました。 

若さなき國々 さて一度びドイツの外に出ると、この空氣がガラリと變り、フランスにしても 
イギリスにしても、或ひはその他の國にしても——勿論そこには悠々迫らざるゆとりは感ぜられ 

ますが、®民精神の M 殿&度合はドイツとは 比較すべく もなく-とにかく 胸を 打つ若々しさと 

いふものが全然見出せないのであります。惡くいへば「元氣がない」良くいへば「落若き過ぎて 
ゐる」 とで も 申すのでせうか何れにしてもドイツとは全然 f ^ 踮的な感じを受けたのであります。 

日本の現狀 *3 へつて我が國の現狀を見るに、今 H 我が國民の中には往々にして ipft 阈 H 本を栺し 
所謂「持たざる阈」なりとなすものが私^(見受けられるのであります。勿論これには1應の理笳 
はありませう。しかし私はこれに對し、先にも述べた通り「持てる國 J 「持たざる^ J の扣 違は、 
物質の有無には非ずして寧ろその物質を利用し、 rs 用し、代用し得る人間の能力如何にあると ii 
じて疑はぬのであります。從つて我*日本國民は、この際1層創作工夫に精進すると共に、各自 
全力を M 術してその分を盡し、萬民輪 i の實を擧げ、もつてガ壤無窮の皂運を扶贺し奉りたい と、 
心から熱望して己まぬ次第であります。 








I ヒットラ I •ユ ー ゲントの組織 

完き 1811 網私は最抓にヒットラー•ユーゲントの組織についてお話申します。大體その紕織 
は男と女卽ち性別の關係と、地域的の關係と、年齡の關係との三者が效銪して、一つの組織が出 
來上つてゐるといふことを御水知願つておきます。 

先づ5¥ど靑少年の指導本部があります。この靑少年の指導本部は一つの省に相當するもので 
すが、これを省といはないで靑少年の指導本部と特に傲を打つたのは、若しこれを省といふこと 
にしてその結果1^蛇になつてしまふと、靑少年運動が事務的になる麻がある。若し肯少年運 i/j 
が事務的に&したなら ば、 そこには生命が失はれ全く駄目になると考へたのです。かぅいふ風な 
見地から特に省といはないで靑少年指導本部といつてゐるとのことであります。しかしそれの li 
官たるシーラ ハ 氏は大臣同様に待遇せられてゐるといふことです。 

卽ち 最高の指^本部が！：にあつて、これが令：國の男女青少年を指绰統轄するのであります。 

ー ヒットラ—•ユーゲントの組織 一六一 



ー ヒットラー • If I ゲントの&廠 一六二 

地域關係 日本の府縣に相當する所には、男子と女子とに分れまして、切子には W - T - の、女子 

には女子の靑少年 N の本部があります。 

それから日本の郡に相當 する所になりますと、 ^子 
の方は二つに分れて靑年阐の本部と少年團の本部、女 
8 子の方も二つに分れて女子靑年阐本部と少女阐木部と、 
,1 かぅいふ風な具合で郡になると四つの III 織になつてを 
如 ります。 

郡の下には、 H 本の實情にあてはめていふと數ヶ町 
村の聯合の團髀とでもいふべきものがあります。これ 
も详年團、少年圃、女子靑年團、少女1«1の四つになつ 
てゐます。その下に町村の團髀があり、これも- > c 报り 
四つ、その下に大字の團體、小字の團體があつて、また夫々四つになつてゐます。 

冇のや-ソな次滇ですから、下加ら勋定しますと小宇の!«髀、々卞の阇塒、町付の|*體、数ヶ町 

村の聯合團體 、郡、 府縣 、阈と 七つの段階的な組織になつてゐるのであります。 





右のや- 7 な次^でずから、下から肋定 します と小字の阑髀、大卞の^體、町 f'-J- の阐體、 数ヶ I'ir 

村の聯合團體 、郡、 府縣 、阈と 七つの段階的な組織になつてゐるのであります。 

年齡關保 次に年齡の關係について中述べます。男女とも滿十歲になりますと、好年四 M 二十 
日卽ちヒット ラーの 誕生日を期して入 BI させます。男子の方は十歲から十四歲迄の者が少年 團で 
あり、十四歲から十八歲迄の者が靑年國であります。女子の方は十歲から十四歲迄が少女™、十 
四歲から二十 I 歲に至るまでの者が女子靑年團であります。 

先に述べた最低の.膨 Mfgr : である小字の團體は謂は' r 向ふ三軒兩隣りの關係とでも巾しませ V 
か、同 IIf に居住する近隣の者の間で少年團ならば十歲から十四歲迄の者を網羅し人數は約十 
人を以て組織します。靑年團ならば十四歲から十八歲迄の袞約十名で基礎團體を 作り、 女子は十 
歳から十四歳、十四歲から二十一歲迄の者で、夫々の基礎團體を作るといふ風であります* 

これが大字になると各年齢の tf にょつて編成を致します。卽ち十歲の屉、十一歳の暦といふ M 
に、各年齡の層にょつて夫々隊が編成されます。町村の團體も或ひは町村以上國に至るまでの W 
體も、全部同 I の年齢の層の者だけで團體を編成するといふことになつてをります。 

指導者 それから指導者でありますが、國の靑少年の指導本部には男女の指導者がをりますが、 

ーヒット ラー •ユーゲントの 組織 一六三 




J ヒットラー • ユ I デントの fil 級 1六四 

' J 3 の人の方が多く、府縣の刃女靑少年阑の本部になりますと、女子に對する指^奔は全部女子で 
あり、劣子の力の指欲者は全部男子であります〇從つて府縣の女子青少年の阐長さん I これ «. 
無論女子であります。郡以下のものでも、女子の方の指導者は * 女子 - e あります。 

指券につきまして I つの原則があります。それは、靑少年は靑少年に ょつ て指^せられざるベ 
からず、といふ原則であります。これは、ヒット ラーの 樹立した原則といはれてをります〇從つ 
て專仟の指導者にしましても、或ひは奉仕的に皱務して指導に 從堆 して ゐる ものでありましても、 
指導苦は非常に年齢が若いのであります。また 各 年齡の奸 にょつて 編成せられた隊では、それぞ 
れの M の中での最も優秀な人物がその指揮を するとい ふことであります。ですから、伟か十七八 
歲の 女子が女子靑年團何 百 の人間に 號がをかけてやつて ゐるといふ ii 事な 於 默-が齡11されてをる 
士いふわけで、府縣の背少年 W などになりましても、柑给者がもぅ二十六七歲になりますと、年 
をとりすぎてゐるといはれてをります。 

命を除して ハンブルグ市は人口約百十萬許りありますが、そのハンプルグの扔子靑少年 (« 長 
は三十歲ですが、もぅ年寄りだなどと言つてをりました。靑少年指導本部の丧官たる， V 丨ラハ氏 

が替に t れた S 二十六歲、本年は一二十二歲であり、我 i 日本靑少年 I 派譏が昨ギ九 


は三十歲ですが、もぅ年寄りだな どと 言つてをりました。靑少年指導本部の畏宫たる， V 丨ラハ xt 

が餐 a : になられた Q は二土ハ歲、本年は=一十二歲であり、我々火日本 W 少年报逸派^^がプ 
H 二十 五日、 ドイツを iM する時に f に代？見送りに來られた外—長ハンス•ラゥダ！パ 
ッハ氏は二十一歲の青年でした。ドイツの青少年の靈者は何れもかく年齡が若く、しかもいづ 

れもなか''^しつかりした人達です が、 
それも故なきわけではなく、 fr * 一九三 
の 三年ヒット ラ ー が政^ を 執る以前から 

光 ： 

1 ヒット ラ ー の傘下に馳せ參じ、ヒット 

S ラ ー に命を捧げて生死の#を潜つて來 

悅 

た憂 ㈣ の志士ともいふべき人々だから 
であります0 

話に聞きますと、ナチス政權の確立するまでに共淹黨と戰つて來たヒットラー•ユーゲントの 
人々で、反對赘のために殺された各が約五百名に近く、於^した者が約五萬人だといふことで才。 
さラハふ铲ぅにヒットラー•ユーゲントに魁するドイツの靑少年は命を捧げてドイツのために戦 

ー ヒットラ1*ユー y ントの m ^ 一山ノ j 




ー ヒットラー • ユーゲ y 卜の扭幟 一六六 
つて來たのですから、年齡は若くても人物はしつかりしてゐるのだと思ひます。知識の廣さに於 
ても識見の^さに於ても意志の强さに於ても I 切の贸行力に於てもなか^^^？れてをり、おのづ 
から m の下るやぅな人物を往.に見受けました。 

入團100%さてこの指導者達が專任か兼任かといふ問題でありますが、全阔の指^者は約 
四十萬人あると S はれ、現在ヒットラ I •ユーゲントに磁する靑少年は八 gl 萬人であると いはれ 
てをります。特別の不具者とか廢疾毛である以外は前に述べた年齡の M に屬する者 全部が ヒット 
ラ ー •ユーゲントに人つてゐて、つまり百パ I セント入つ てをるといはれてをります。 

その_員八百萬人の指導者が四十萬人であつて、四十萬人の中で靑少年の 指導本部で その 人事 
を 取扱つてをる者が約二萬四千人といふことであります。日本の 郡以上に相當する 所は全部 專任 
の指導者のみで、從つて郡に參りますと、靑年阁、少年圑、女子靑年團、少女阒の各本部が一つ 
の建物に入つてをり、そこに少 くも 二十数名多きは數十名の專任の指導者が をります 〇府縣 の 方 
では、男子靑少年! SI の本部、女子靑少年團の本部がやはり一つの建物に あります から、少くも數 
十名、多きは gf 數十名の指導者がそこに集つてをります。 

阔の力の指综本部になりますとなか<多數の人がをり、 M が十五もあります。右に中しまし 


十名、多きは gr 數十名 の 指導者が そこに 集つ てをります。 

陶の力の指综本部になりますとなか< 多數の人がをり、^が十五もあります。右に巾しまし 
た二萬四千の指導者の人 m を取扱ふ人事 fe *] には局員が百名以上もをります。これにょつても如何 

にドィツの 靑少年の指缚網が完備してゐるかといふこと 
が想像出來ょうかと思ひます。 

見事な統制 それから指導者は前述のやうに I 般に極 
* めて年が蒞いのですが、しかし特殊の技能を有する者で 

箪 

) あつてしかも その人が特に若々しさを持つてゐる人は、 

宿 

^ 四十赉でも五十察でも働いてをります。現に私達を長く 

に 

C - C 案内してくれた退役海取大佐の如きは非常に年輩者であ 
りまして、 日露 戰爭前に少尉候補生として n 本にやつて 
來たと言つていろ<昔話をして をり ましたが、かうい 
ふ人がヒットラー海洋靑年 M の本部に をり ます。さうい 
ふ譯で年齡の多い人でも特殊のを持ち且つ元氣であつて、活動が光分に出來る人は相常の年 

ー ヒットラー•ユーゲントの祖綠 一六七 




ニ ヒットラー•ユーゲントの 敎 W 一六八 

衆でも勤めてをりますけれども、とにかく W 少年は 靑 少年に ょつ て指搿せられざるベからずとレ 
て，指導者の年齡は皆若いやぅであります。 . 

なほ指缚者に對する一般 靑 少年の態度は絕對服從でありまして、その 指 ^者に對する齡雖 m 僻 
の 找子 といふものは、見るからに見事なものであります。また長上に 對 するときの態度も n l に立 
派な ものであります。組織については大體以上のやぅであります。 

| | ヒットラ！ユーゲントの敎育 

敎育上の役割次にヒットラー•ユ I ゲントの敎育のことについて巾上げます〇ヒ，トラー • 

ユーゲントは 學校と家庭と相連絡して人物の育成の任に常つ てを るので ありまして、ヒットラー, 
H 1ゲントの出現當初に於て は學 校敎育の%完的の立場に立つた害のものであります。 

しかしながら ヒット ラ！ ユ ー ゲントの指導の任に當つてゐる人々が、前にも 申しました通 P 
ヒット ラ ーに命を择 げ 、ヒット ラ ーと共に生死を系 ひ 合つた人々で、しかも ドィツの阈を 艰 ㈤ さ 



ヒットラーに命を择げ、ヒットラーと共に生死を1ひ合つた人々で、しかもドィツの阀を術吧さ 

せるには、過去に於て共產黨の赤の色を塗られたことのない1眞の靑少年達に、本當のドィツ魂 
を吹込んで、さうしてこれ等の者の手にょつて出直さなければ駄目だと考へ、指络者達は命を投 
げ m して靑少年の敎育に從事してをりますから、ヒットラ1ユ I ゲントの力が非常に强くなり、 
敎育的效果が舉つて來たことは非常なものであります。 

今では學校敎育に從事してをる人自身も、ヒットラ ー •ユーゲントを指導してをる 人々 も 、 j 
般社會の人々も、異口同 W に學校敎育は知識の傅達機關で、體育と德 W とはヒットラ！ユーゲ 
ントが受持つてをると言つてをります。しかしながら尤*はさうでなくて、學校敎育の補完的、 
補足的の立場に立つたものでありますから、ヒットラ！ユーゲントと學校敎育の方とが十分_ 
絡協調を保つために、丁度文部劣.©文書課長に當る人がヒットラー•ユーゲントの方の本部の幹 
部を兼任してゐるとか、その他府縣に於ても郡に於てもそれ^-相當聯絡を保つに努めてゐるや 
う - e あります。 

三目的二||手段ヒットラー.ユーゲントは1§5どういふことを：3::的として敎育をやつてをる 
かと申しますと、身體を銀鍊することが一つ、それからヒットラーへの忠誠心、阈家への奉公心 
ニヒットヲー • ユーゲントの敎宵 一六九 



J ヒットラー • || I ゲントの ftl 锻 一六六 

つて來たのですから、年齢は若くても人物はしつかりしてゐるのだと思ひます。知識の廣さに於 
ても識見の商さに於ても意志の强さに於ても I 切の實行力に於てもなか<艇れてをり、おのづ 
から瑚の下るやぅな人物を往々に見受けました。 

入團100% さてこの 指導者達が典任か兼任かといふ問題でありますが、全國の指播激は約 
四十萬 人 あるといはれ、現在ヒット ラー•ユー ゲントに M する靑少年は八 百 萬 人で あるといはれ 
てを ります。特別の不具者とか廢疾表である以外は前に述べた年齡の M に M する 者 全部が ヒット 
ラー•ユーゲントに人つてゐて、つまり百パーセント人つてをると いはれ てをります。 

その團具八百萬人の指導者が四十萬人であつて、四十萬人の中で靑少年の指導本部でその人事 
を. 収扱つてを る 者が約 二 萬四千人といふ ことであります 。日本の 郡以上に 相當 する 所は全部 專任 
の指導者のみで、從つて郡に參 りますと、 靑年阒、少年團、女子靑年團、少女 W の各本部が一つ 
の建物に入つてをり、そこに少くも二十數名多きは數十名の尊任の指導者が をります。 府縣の方 
では、男子靑少年围の本部、女子靑少年 M の本部がやはり 一つの 建物に ありますから、 少 くも數 
十名、多き は gl 數十名の指導者がそこに集つ てをります。 

阔の力の指琼本部になりますとなか< 多數の人がをり、/ MJ が十五もあります。右に中しまし 


十名、多きは百數十名の指導者が そこに 集つ てをります。 

阔の力の指琼本部になりますとなか<多數の人がをり、 W が十五もあります。右に巾しまし 
た二萬四千の指導者の人 m を取扱ふ人事 fci には局員が百名以上もをります。これにょつても如何 

にドィツの 靑少年の指場網が完備してゐるかといふこと 
が想像出來 ょうかと 思ひます。 

見事な統制 それから指導者は前述のやうに I 般に極 
* めて年が珩いのですが、しかし特殊の技能を有する客で 
^ あつてしかも その人が特に若々しさを持つてゐる人は、 

^四十寮でも五十祭でも働いてをります。現に私述を投く 

に 

C - C 案内してくれた 退役海眾大佐の如きは非常に年強者であ 
りまして、日露 戰爭前に少尉候補生と して n 本にやつて 
來たと言つ ていろ<昔話をしてをりました が、かラい 
ふ 人がヒット ラー海洋靑年阁の本部に をり ます。 さう い 
ふ譯で年齡の多い人でも特殊のを持ち且つ元氣であつて、活動が充分に出来る人は相常の年 

ーヒットラー •！！ 丨ゲ ント の m 綠 一六七 



ニヒット ラ— *ユー ゲントの敎育 J 六 A 

衆でも勤めてをりますけれども、とにかく W 少年は靑少年にょつて指垛せられざるベからずとレ 
て•指導者の年齡は皆^いやぅであります。 

なほ指缚奔に對する I 般靑少年の態度は絕對服從でありまして、その指^表に對する艇雖贴你 
の炫子といふものは、見るからに見事なものであります。また長上に對す ると きの態度も馊に立 
派なものであります。組織については大體以上のやぅであります。 

| | ヒット ラ！ ユ I ゲントの敎育 

敎育上の役割 次にヒットラー•ユーゲントの敎舒のことについて巾上げます。ヒ，トラー • 

ユ ー ゲントは學校と家庭と相連絡して人物の育成の任に常つ てをるのでありまして、ヒット ラー, 
ユ ー ゲントの出現當初に於ては畢校敎育の%完的の立場に立つた窖の ものであります。 

しかしながらヒットラー•ユ ー ゲントの指導の任に當つてゐる人々が、前に も 申しました 通り 
ヒットラーに命を择げ、ヒットラーと共に生死を银ひ合つた人々で、しかもドィッの阈を艰艇3 



ヒットラ！に命を择げ、ヒットラーと共に生死を落ひ合つた人々で、しかもドィツの阈を術阳さ 

せるには、過去に於て共產黨の赤の色を塗られたことのない^眞の靑少年達に、本當の ドィツ 魂 
を吹込んで、さうしてこれ等の者の手によつて出直さなければ駄目だと考へ、指^者逹は命を投 
げ m して靑少年の敎育に從事してをりますから、ヒットラ1ユーゲントの力が非常に强くなり、 
敎育的效果が擧つて來た ことは 非常なものであります。 

今では學校敎育に從事して S : る人自身も、ヒットラー•ユーゲントを指導してをる人々も 、 J 
般社會の人々も、異口同诗に學校敎育は知識の俥達機關で、體育と德育とはヒットラ！ユーゲ 
ントが受持つてをると言つてをります。しかしながら兀々はさうでなくて、學校敎育の補完的、 
補足的©立場に立つたものでありますから、ヒットラー•ユーゲントと學校敎育の方とが十分_ 
絡協調を保つために、丁度文部省.©文書課長に當る人がヒットラー•ユーゲントの方の本部の幹 
部を兼任してゐるとか、その他府縣に於ても郡に於てもそれ-相當聯絡を保つに努めてゐるや 
うであります。 

111 目的* 11 手段 ヒットラー•ユーゲントは115どういふことを H 的として敎 -Tr をやつてをる 
かと申しますと、身體を鍛錬することが一つ、それからヒットラーへの忠誠心、阉家への奉公心 

ニヒットラー•ユーゲントの 敎育 一六九 



ニヒットヲ— •ユ*-ゲントの敎育 一七0 
の i といふことが I つ、 それからドィツ魂の涵養、この三つを舉げることが出來ると思ひま 
す'. 

そしてこの旧4|に向つての敎育の手段と申しませうか、方法と中しませうか、何をやつてをる 
かといふと、體育と音樂とそれからナチスの政治的世界觀の敎育との三つを行つてをります。無 
論體付をやる場合にも音樂の場合にもナチスの政治的世界觀の敎育を施す揚合にも、常に規律ぁ 
る團體訓練 S : 行ふことは忘れませぬ。從つて見やうにょつてはもう I つ擧げて體育 、音楽、 ナチ 
スの政治的世界觀の敎育、團體訓練と四つを擧げても宜しいかも知れませぬ。しかし前の三つを 
舉げた方がでせう。 

然らばどういふ風な方法で三つの手段を通じて敎 W の目的を達成してゐるかと申しますと、そ 
れには、 

1、飪遇水曜日の夕方から夜にかけて、各市町村に設けられてぁる靑年塾舍に集ること 

二、 每週土曜 R の午後集つて運動競技をやること ， 

三、 I 2：に I 囘とか二囘とか小さい行軍を寊施すること 


四、 fe 年 IL - 季に於て一、二遇間の野營を行 ふこと 



四、 fe 年 £ 季に於て一、一一遇間の野營を行ふこと 

五、 東ブ6シャへの旅行を.特に奬勵して行 ふこと 

六、 - ーュルンべルグの大會に參列せ しむること 

かういふ事柄を通じて前にも述べたやうな敎育を徹底的に行つ てをるのであります。 

水0?のつどひ.3週水曜日の集りは女の子 供と か歲 の ゆかない 男の子供は太陽の ある間に集め 
て少し1=くなつた時分 S に歸します。年 Q 進ん S 子 達は夜分集？參—す。 各市町村では 
そ Qi 2 靑少年を鑫 S て一つ宛椅子—へる— q 出來 f 、 とい ふ理1 WT 
年也舍 Q 建物を造らうとして、 I 昨々年以來非常な勢ひ S 5、 あります。もつに S 
ならば、 i 水曜日 Q 夕方から夜に かけて同じ 時 S 、 八— 人 S 女靑少年が 一泛 一つ一つ 
の 椅子に腰掛けて愉快な se 出來—うにといふ Q で、—が各市 町村 S てられであるの 

であります 。そこで青少年達は自分の最寄り Q 靑年塾舍に 集りまして、料い 氣 持で 遊びで 色々 
のこと を學びます。 

虎の卷かラいふ靑年塾舍へは所 IQf もいふべき ものが 本部から 送られます。二週沿に 

ニ ヒットラ— • ユ I ゲントの敎疗 一 fc 一 



ニヒットラ— t ユーゲントの敎育 一七二 

大髋一度位宛配布され て、 指導の任に當る者がそれを^んだり、またそれを中心にしてお九ひに 
話しあつたりします。 

ここで一つ中しておきたいのは、學校敎育とヒットラ1•ユ1ゲントの敎竹との問には^ぬ的 
に違ふところがあるといふことであります。 

學校敎育の方は I つの摩科課程があつて、それを敎師が生徒に敎へて行くといふやり方であり 
ます。 しかし ヒットラー •ユーゲントの方は靑少年の心の中に自然に萠ぇ出る希- .!1 、欲求といふ 
のに卽して、輕い氣持で樂しく遊ばせてゐる間に、一定の訓練をしょぅといふのであります。で 
すから我々 が靑年熟 一 舍に參りましたとき、それらの子供達がその虎の卷を讀みながらお://:ひに論 
じ合つたり話し合つたりしてゐる- > t ;' 忠どょく見かけました。尤も前に巾しました M りに、郡以上 
には 專任の指^者があり、數ヶ町村の聯合團體以下には奉仕的に働いてゐる指^者があるのであ 
りまして、その指導者達が靑少年の後の方に立つ て、 靑少年の爲すところを見守りつ i 指^して 
ゐるので あります。 

ヒットラー•ユー ゲント K : 於て は 人の上に立つ者は自分の考へを完全に表現することが出來な 
ければならない、それには演說が立派に出來なければならないといふ逑前をとりますから、本部 



ヒットラ ー •ユ ー ゲントに 於ては人の上に立つ者は自分の考へを完全に表現することが出來な 

ければならない*それには演說が立派に出來なければならないといふ建前をとりますから、本部 
から送られて來た虎の%を見ながら色々話をしてゐるといふことは、 P . P ち W 少年に演說練沢の機 

會を與へることになるのださうであります。代る代る質 
問應答をしてをりますが、 さう いふ風にお互ひ同志でや 
つてをりますから、侧から見てゐると遊んでゐるやラで 
M すが、敎宵的にはなか<效果を擧げてゐるのでありま 

民 

す。さうしてそれが I 段落つくと：-7?樂であります。荇樂 
i が終るとまた何かして遊ぶといふ風に、要するに好週水 
曜日の夕方から夜分に集つて來て、遊びながら何かやつ 

*. つ、 <■ I 

てゐるといふ恰好であります 
土曜の運動 それから^週土曜日の午後になります と、 
青年熟舍に附屬した運動兢技場、或ひは市町村の遝動競技場に集つ て、 運動競技を行ひます。 
ドィツの一般國民のための體育局は内務劣に^してをります が、 この i..J の什: 1?- として、各市町 

二 t - y トラ I -ユ—ゲントの 敎育 一七三 
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ニヒットラ ー. rl — ゲントの敎 W 一七 四 

村に對し、その人口に應じて定められた一定8準の大—の運動^技 場を j 定の擦準の 數だけ 
設置する ことを 頻りに奬勵 してをります。 さう いふ わけで青少年は靑年塾 舍附設の 運勳 競技場 e 
市町村に設匿された運動競技場に毎週土曜日の午後集つて、適 3 t の 運動兢技をやつてをります0 
なほまた市町村にはかなり大きな廣場が設けられてゐる ところもありまして、その 廣場が色々 に 
利用されてゐるので あります。 

J 例を申しますと、ワィマール憲法の名にょつ て 名高い ワィマール市は 人 n 五 萬 位の市であり 
ますが、 この 市の廣場はづいぶん廣いもので、チ11 リンゲンの 各地方から集つて 來た約 六萬、 
の人を並べて、その上更にそれ等の人々 の% I んでゐ る 所の三倍位の廣さを殘 してゐるとい ふやう 
な大きいものであります。かういふ所へも靑少年が集つてそれ^-身 91 を^ ることをやり全す の 
で、土曜日の午後は非常に盛んなものであります。 

以前ドイツでは靑少年は僅かにその五パ ーセントが 運動餃 技をやつてをつたにすぎない〇然る 
に 只今では ヒットラー•ューゲントが組織されたため、 靑少年は百 パーセ ント 運動 鼓技をすると 
いはれ てを ります。 


平均では餘談でありますが、私達がオリムビックの较技場を見に行つた時に、私は非常 




平均 e * では 餘談でありますが、私達がオリ A ビックの较技場 を 見に行つた時に、私は非常 
に感じたことがあります。それは H 本のレコードホールダーの名前が刻してあるところで、私達 
に說明してくれた人が何と；^したか、「日本の團長—この種目について日本は確にレコード 
ホールダ I を出した。しかしながら同じ種目に〇いて、 日獨 双方から或ひは百名或ひは五百名と 
いふ具合に多數の選手を出すことにしたら何方が勝つか。例へば百米の水泳にしても僅か數名の 
選手で爭はずに、それを千名なり二千名なりの選手を出してその平均のレ n I ドで爭ふことにし 
たら、果して日本は勝利を得ることが出来るか」 と、 かぅ言ふのです。向ふの方は八百萬の靑少 
年 全部が 運勳 競技 S : やつてをるのですから、つまりレコードホールダ ー としては日本に負けた か 
も知れ ませぬが、 國賭 なら勝つといふのであります。それ位にみんな熱心に 運動 较技をして5: り 
ます。卽ち®育は ヒット ラ ー •ユ ー ゲントが 最も 力を入れてをるところで、それについて次 K : 詳 
しくお話したいと思ひます。 

11 ヒット，— • Illy ントの敎育 一七五 



】一ー ヒットヲー•ユー y ントの 體脊 一七六 

三 ヒットラ！ユーゲントの體育 

_«育ヒット ラ！ ユ I ゲントの 犯' TT は r 純粹體灯 」 「阔防體 宵」 「行堪及び野腎 J の Ho 
に M 分されます。 

純粹體育は身體の均鞭な發脊を阚る、 m は' WV 5 f 身體を作るといふことを m * つてゐるのであ 
ります。さうして走ること、跳ぶこと、投げることの中から M 常の Mn を選び、十歲の者は何米 
を何秒、十六歲は何米を何秒、また何歲の者は鍅辦にぶら下がる‘^|を何囘とかいふ風に、各年 
齡好の絕對的に到達しなければならない11準を決め、その槪準に违するやうに&めます。 

• SM の女中であらうが何であらう‘が、:1:曜 n には W 年塾舍の附設競技^等に行つて皆やつてゐ 
る。從つて純粹體灯は大勢が出來るもの、簡易に出来るもの、設備の要らないもの、かういふこ 
とを選定の楞準として、それ'^の種 H が選ばれてゐるやうであります。 

I とんぼ返9流行從つて倒立ち、或ひは前へのとんぼ返り後へのとんぼ返りといふやうなこと 
が^めて盛んに t ; はれてをります。十二三歲或ひは十五六歲の女子でも - II ドン/\でんぐり^り 





とんぼ返 9 流行 從つて倒立ち、或ひは前へのとんぼ返り後へのとんぼ返りといふやうなこ-! 

が杨めて盛んに tx はれてをります。十二三歲或ひは十五六歲の女子でも •& ドン/\でんぐり iis り 
を- H 由自在にやります。また幾人か' rM を組んで、その上に立つた者が地上に下りる際宙返りを 
する。これは何も'赴具が要らないのです。 さう いふやうなことでも何歲ならば前へのでんぐり返 

り何间、後へのでんぐり返り何 N といつ 
て全體にさうしなければならないといふ 
天のですから、面白く遊びつ、なか<見 

空 

事な身體が作られるのでぁります。 

! 身體を作ると共に持久力とか勇氣とか 
,0 5 S 力とかを蚕はうとしてをりますが、そ 
れにはでんぐり返りをやるのが I 番. R い 
として、男でも女でも K ぐやつて見せ、 

何のことはないサーヵスのやうに見事にやります。そしてその純粹體 - fr の競技大#が行はれます。 
日木の例でいへば郡、縣、阈の大會といふやうな順序で開かれるのでぁります。しかもこの大 

三ヒットヲー • ユーゲントの 趙疗 I 七七 




三 ヒットラ-. • ,1 |ゲント««育 一七八 

會はなるべく Mfg 的にして國體員全部が皆やり、全體の成縯をとるといふ C . とでやつてをります。 
個人のレ n 丨ドを 作ることを主目的としてゐないやうですが、しかしかうして競技を行つてゐる 
問に個人の立派なレコードも出ますので、 C , れ等の者は右の郡、縣、國といふそれ'^の大會で 
技を競ふのであります。 

9防 || 育その1 第二は國防體育ですが、國防體育を更に二つに分けて、 I つは共通的に 總て 
の人に課する國防體育、もう I つは希望者にのみ課する國防賴育であります。 

共通的に課する國防體育にまた二つあつて、 I つは防空訓練であります。防空訓練は十六歲か 
ら十七歲に至る者、十七歲から十八歲に至る者、 とい ふこの二つの年齡屉に恩する男女靑年に施 
してをります。男に就ていへば防火のこと、或ひは防毐 のこと その他、女子靑年は看 ii といふや 
うな女の手に出來ることにつき訓練を受けるのであります。ヒットラー•ユーゲントが出來まし 
てから旣に完全に防空の任務に就くことが出來る者、卽ち右年齢の I 1 のニケ年間の敎育を受けた 
者が I 千 萬 人もあるといはれてをります。 

ゲレンヅ•スポ—ツ う一つの共通的に^せられる國 p^ fsW はゲレンツ•スボーツと W ふ^# 
ので、適當の譯語がありませぬが、その敎へるところは地^の見方、或ひは地形の見方、地形の 



y レンツ•スポ—ツ ”9一つの*通的に i « せられる W は y レンツ•スボ^■•ツと W ふ 
ので、適當の譯語がありませぬが、その敎へるところは地阃の見方、或ひは地形の見方、地形の 
利用の仕方、或ひは地 la の簡單な書き方、方位の判定方、地阖に使用せられた記號を知る こと、 
擬装の方法、その他野外に於ける色々の訓練、卽ち小さい旅行や大きい旅行をするのに必要な事 
柄なぞであります。これは年齡を問はず男女を問はず總ての者にやらしてをりまして、町村の靑 
少年團體、數ケ町村の聯合國體に於ける如き1でない指導者でも、ゲレンツ • K ポーツに關す 
る限 P は、絕對的に、敎師の免許！!を持つてゐなければならないことになつてをります。從つて 
ゲレンツ•スポーツに關しては、 wr 村以上の各團體の全部に、その指導者がをるといふわけであ 
ります。 

B 防«»宵その11それから希望にょつて課する國防體育が六つありますが、その中の第一は才 
1 トバイ隊であります。この隊では十四歲から十六歲、卽ち靑年團の方の最初のニケ年 fin にその 
技術を授け、次のニケ年問に運轉を授けるものでありまして、現役の軍人がヒットラ！ユーゲ 
ントの方に參りまして教育の任に當ります。そして現在十萬人の隊 M がをります。私達は今囘ド 
イツを 旅行してゐる間に驚いたことは、ドイツの靑少年は誰でも自動車又はオートバイが自由自 
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在に運轉出來、また相當年娜の女の人が自由に；述轉してゐる钽谢に旭々出#して非常にびつくり 
しました。例へば地方に大型のバスで旅行しましたとき、或所にバスを { a いて g 敵をする、その 
休憩中に偶々運轉手が何處かへ行つて姿が見ぇない、向ふから5|«:が來た、何處かへバスをやらな 

ければならない、運轉手がゐないのでどぅする 
力と- C 0 L してをりますと、我々2:案內してくれ 
てゐるヒットラ！ユーゲントの靑年達がすぅ 
つと行つて K ぐ自動車の場所を^へるといふ具 
合でぁります。 

次は飛行隊で、これは少年圈の十歲から十四 
歲迄は模型を作らしてをります。その發動搛は 
全部ゴムであります。それから靑年團の方の十四歲から十八歲迄の者には、 先 づ 1?. 論を敎へます0 
邦-論は氣象に關すること、或ひはモ ー タ I に 關する ことな どで、それが 濟むと 各工場で 設計 及び 
机立の ことを 玷學し、その次には ダラ イダー の操縱を敎へます。操縱を敎へながら そ 0 飛む機の 



卜-から脉擊する^ , f ?, もさせます。そして相技術が進みますと、本當のヱンヂンを備へ fl ' けます。 


机立の ことを li 學し 、その 次には ダラィダーの操 縱を救 へまず。操 縱を敎 へながら，ての飛行摊の 
上から 私觸する ^ , 乳もさせます。そして 抓 技術が 進みます と、本當のエンヂンを備へ 付けます。 
現在飛行隊に魁してゐる者は十萬人ありまして、飛行隊 K の鷇も良いレコードは三百キロ米5:一 
氣に飛んだといふ十七歲の靑年の作〇たレコードであります。 

i から 射 *その次は通^'隊であります。これはモールス信號或ひはラヂォの ii :- IL 立、 , 4£話架 
M の方法等通信に關することを色々やるのでありまして、 fji 在の通信隊に ® する者は六萬人あり 
ます。その次は於か隊、これは五萬人あります0その次は射拱隊、この射罐隊だけは特に十歲か 
ら始まります。现在射 m 隊に磘してゐる^が百二十五,*;人あります。その他に海洋 W 平隊、これ 
が六萬五千人許りあります。 

そしてヒットラ！ユーゲントに於ける飛行機の操縦、或ひは乘馬、通倌、海洋に關すること 
等の ㈣ 紀を修めてその合格證 * を持つた^でなければ、 •!*. 隊に人る場合にそれ等の技術を必要と 
する：水隊へは入资させないのであります。卽ち乘•馬隊の合恪證明軎のない者は•取隊に入つた^合 
に乘馬隊に入れないのです。 

ヒットラー .ユ ー ゲントの^^!の様-十を兌てをりますと、素人の私では能く判りませぬが、日 
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r £ ヒットラ ー •ユ—ゲントの體 wJA . 二 

本の騎典、輜重兵、砲兵などの二年兵位の人々がやるやうな肥ゾいことを、.十七歲位の各が料自 
III にやつてをります。さういふ立派な技能を持つてゐる^が入^するのですから、同じニケ年の 
在^年限でも、その 51 >: 隊内に於ける敎育の廣さ、深さは可成りのものではないかと_ 1?5 れるの 

であります。 

行軍で鍛へる次は體育の第三番 

u n である「行班と野營」であります0 

播行. 'K は前述のやうに月 f 、 二 w の小 
i 

て さい行衹’卽ち口歸りの行：球やア泊 
の行 - t } i もあり、また大きい行取もあ 
ります。そしてそれらの行取に必要 

な準備や知諏はゲレンツ•スポーツで敎へられるわけです。 

行 ifi : に必要な 泊り 場所、所謂靑年柄泊所は今；阈に二千數百 あります。ドィッの郡の數が四 ? rH 
十二ですから、 1邯に五つか六つあるわけです。そして砭俾战礎闱|5たる小字の阐§3 の旋行では 
十* f から十四族迄、或ひは十 W 歲から十八歲迄の^が犯つて放れする。火字になると Ml 印抛の 




- 二ですから、 一 郡に五つか六つ ある わけです。 そして aft 故礎 rslfs たる 小字の 阐 餺 の旅行では 
十^から十四放迄、或 ひは 十 PM 歲から十八歲迄の^が^つて放れする。- A - 字になると Ml 印齡の 
者が集つて旅行する。我々は各地で青年が並んで歌を歌ひながら背襄を背負つてルき、或ひは ’ a 
轉來に乘つて旅行する者を見ましたが、隨分見事であります。 

女でも！^でありますと竹麩を If 負つて行軍する。行取も何歲の屏の^は一 H に何キ B を何時 
間以內に步かなければならないといふ 風に、 却々能く練^をしてゐます〇從つてヒットラ！ユ 
1 ゲントを iii 團する男子の十八歲の 頃には、 相當の行取能力を持つことになります。これ等の者 
が、更に丁ルバイツ•ディンストに入つて訓&を受け、 iii に取隊に入るのですから、軍隊に入つ 
た時には、旣にかなりの行軍能力を持つてゐるといふことになります。 

土に したしむ 殊にこの行取について齡 i レて考ふべきことは「トイッの讨族精神は膜村に淺 
る」 といふことが主張されてゐることであります。都市の人間は動ともすれば本常のドイツ^故 
精神を失ふ傾向がないではない。或ひはユダャ人の思想にかぶれ、或ひは共產主義に免り替へら 
れる といふことは、過去の經驗に於てあつたことである。これでは駄目だ、かぅした危險のある 
都市の靑少年を出舍にやつて天地自然に按亂させ、また同時に土に親しませ 、一 rfil に於ては彼等 
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の平生の食物がどういふ風にして出來るかといふことを知らさなければならぬといふ意味合で、 
都會から耵舍に行くことを非常に獎緻しますので、行軍は隨分盛んであります。そしてその行軍 

の殽も大きいのが丁ドルフ.ヒットラ1*マルシユ - ヒット ラ ー 行進であります。 

八百萬人を野營に 野營は 猫年 夏期に十 H 前後、 少 くも1週間、多ければ二週間やります。男 
女靑少年八百萬の人間に、毎年夏の問の或時期を捉へて、約十日間野 營生活 をさせるといふこと 
は如何に大きな運動でありませうか。卽ちドィツの民族精神は0村に璲るといふわけで、锊 m 舍 
に行かせるのであります。 

私は今囘のドィツ訪問でこの野常 牛： 活を兄ましたが、その設備は至れ5盡せ P であります。敎 
育の仕方についても我々日本人としては隨分考へさせられたことがたくさんあります。 

日本では靑年圑でも、少年團でも、三：：：か四日——長くて I 週 nil も野営生活をしたならば、み 
んな願ひ下げといふやうな氣持になります。それは、日本人のやる野營生活は大人の型を子供に 
當嵌めょうといふ恰好で、直ぐに、それ修養だ、それ訓話だといふ風で、大人の方から被ひかぶ 
せるので、有難迷惑のやうな洽 好だからではないで せうか。三 H も！：：：：：も經つと 3 もう 精 呻が攸 



せるので、有難迷惑のやうな恰好だからではないでせうか。三 H も！：；：：も經つと 3 もう糂神が攸 

れて、家へ歸りたくてばた <して來る刊様です。 

しかし向ふのヒットラー•ユーゲントの敎育は§びつ、ある間に訓練するのでありますから* 
皆が實に樂しくやつてゐて、さうして幾日でも堪へ得るといふ恰好であります。それもその第で 
あつて、職黹を持つてゐる人問でも、野營生活をする場合には、その間 M 俯者からは貨銀を支拂 
つてもらひ、當然の3&を歡？、のんびりとして遊んでゐるのですから、非常に愉快なことで 
ありませう。 

施技の完備日本の野營生活とは非常-&つ て、 その野営生话の期 liil 中に fs 育と音樂とナチス 
の政治的世界觀の敎 育を 可成り徹底的にやつてをり ます。 それから女の子供は、流石に天慕の中 
には泊めずに、別に违物があつて其處に くさせます。 ところで私がこの野位生活で感心したの 
は 、V ィツの fg 育は秘色々やるばかりでなく、消極的に疾病の豫防 とか、 衞生といふ方面 
に力を' m いでをることなのであります。醫背もをれば、醫療の設備も非常に完備してゐます。三 
十名 か 四十名の集りとなると必ず醫者が 付きます。 百名以上にもなりますと看護婦が 付き、 ] 3«に 
齒科醫や齒科の看護婦などもつくといふ有様でありまず。自動車の中に谢科の一切の設備があり， 
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硗 登 迄付いてゐます。二百名三百名の野^生活になると、酱者が何人もゐるといふ風な具合であ 
ります0 

その他野©地に直ぐ電話を引く、或ひはラヂオを取付ける。また全部に傅 ii するための抛^哉 
を S く。それから炊事一切の設備がへられ食物を非常に旨く作るといふやぅな具介で、かなり 
設備がよく行 M いてをります。我が日本では、步兵聯隊の如く多數の靑年を^ゴて^^の手の揃 
つてをる處でさへも、齒科の軍醫がゐないといふ有様で、他の團體などには強者もゐないといふ 
狀況でありますから、非常な差であります。醫療的方面ではドイツは可成りよく手を盡してゐる 
といふことは、見 M し難いこと、思ひます。 

四ドイツ國 民と音 樂 

眼で力耳で力次に W 樂でありますが、これはまた^にぎしく思ふことであります。 ドイツ人 
は音樂が生活の I 部分をなしてゐるといつてよからぅと思ひます。槪く4しい歌でも、梅く難し 

い歌でも、實に能く知つてをります。音樂のことはよくわからない私が聞いてをつても、階律正 


い歌でも、實に能く知つて5:ります。音樂のことはょくわからない私が聞いてをつても、階律正 

しくやつてゐると思はれます。 

そして野營生活でも、行取でも、好週水曜：！：の^ひ 
ヒ の際でも靑年宿泊所の集りでも、^腹から聲を出して 
统實に愉快に歌つ てをります 。十七八歲の靑年が尚ぐ 夕 
にクトをと り、集つた靑少年達は二部合唱でも三 ^ <t 唱 
ぐ でも、自由自在にやつてのけ、ほんとに感心させられ 
n ました。そこで私は I つ而 A いことに氣がつきました。 
， それは私が連れて行つた二十五名の團 A 、 これは大 
ス羅を出た客、大學在學屮の者、或ひは苒門擧校を出た 
表、或ひは專門學校在學中の者、中铧皋校を出た袭、 
靑年畢校在學中の者、多秫多様の敎育の fH 度でありま 
す：&、允歌の11員はが讀めます。ドイツの靑少年には讀めないものもかなりあります。と C 
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四 K イツ 阉民と昔樂 |八八 
ろが彼等の歌といふのが B : にぅまく、 何十 人 何百人の合唱であつても赏 に 見帘に歌ふ。 H 本の^ 
少年はあんなに ぅまく 行かない。 H 本の：行樂は版でやつて ゐる 、ドイツの方は耳でやつて ゐ る、 
と私は感じたのであります。 

ドイツでは團體のある所、そこには必ず樂隊があるといへます。小さい Ifils ?!! でも行進するとき 
など必ず樂隊がつきます。リユーベックで出喰したお祭りの珍しい職業別の四列縱隊行挽も、そ 
の總ての團體の先頭には必ず音樂隊がついてを5、洋服屋でも、左官屋でも、煙突厗でも，パン 
尾でも、洗濯屋でも、或ひは鐵道の人でも、學校の先生で.も、あらゆる職業の者がその行進の先 
頭には必ず樂隊を付けてゐるのです。 

興团の音樂なほまた私が非常に感心したことは、-11ルンべルグの大會の際に、丁ルバイツ. 
ディンストの大會に集つた人が十二萬人、そして音樂隊貝の總數が千五百人の多數であつて、し 
かもその十二萬人の人達が猇令も何もかけないで音樂で動いてゐたことです。確かに昔樂につい 
てはドイツ人は優れてゐると思办ます。その上私が感じたことは、難しい昔樂でも姑しい昔樂で 
も、兎に角聽く音樂がみな剛健で雄大で興國的であり、決して廢頹的な音樂ではないのです 。 it 



葉はょく判らないけれども、本當に剛健なドイツの民放精神は、かやうな昔樂で培はれるのだら 
うと思はれるやうな音樂であります。 

そこで私は昔支那の國仏||^|0 / --時代贮於て、これ等の聖人が、人を敎へるのに禮樂を以てした 
といふことをして、面，：！： く思ふのであります〇禮樂の禮といふのは所謂規#節制である。^ : 
し規#:節制を餘り喧しくいふと^1くなり過ぎるから、和らげるのに音樂を以てするといふのが、 
堯舜の時代に於ける禮樂の趣旨のやうに SS して S : ります。またその音樂でも亂國の音樂は絕對 
に口にすべきでない。亡國の昔樂は絕對に%すべし、宜しく興國の音樂を與ふべし、といふのが 
あの支那の昔の MA 2 の敎へであるやうに承知してをります。この事はその當時支那に於て、どれ 
位實現されたかわかりません。或ひは^人の I の理想であつたかも知れません。それで今ヒット 
ラー•ユーゲントの教育を見ますと、前に述べたやうに、指導者に對しては絕對服從であり、 一 
方に規 flt 節制の0^:なるを見、また I 方に彼^があの立派な音樂を歌ふの5:見まして、支那の^人 
が昔その理想として行はうとしたことが、今ドイツに實現されてゐるやうな感じが致します。 

日本の 流行歌は？ ところで日本の様' -1- を見るとどうでせ うが。 ^調を帶びた音樂でなければ 

四 K ' イツ！！民と普樂 一八力 


ツ國玫と昔衆 


一九〇 


ふ#ふせい 


日本では普及性がない。實に音樂については、う少し日本としては何とか考へなければならぬ。 

I 寸餘談になりますが、この間專門學校、大學の學生の集りがぁつて百數十名集り、學生に向く 

やうな話をして くれと いふので色々 S ?:- をし、音樂の話が 
出た時に今いつたやうな話もしたのです。 

ところがその會が終つてから、夕飯後、今までの例で 


は皆餘興をやつて大いに歌ふ隨分賑やかな#なのださぅ 

s> 

ですが、その晚に限つて學生が I 人も進んで歌を歌はな 

t 

い。そこで幹事の人が「何學校の誰君に願ひます」と苜 
•つても皆尻込みをしてゐる。誰もやらないものだから、 
幹事が自分で先づ何かやり出し、それから無 SR に他の學 
•生にやつて貰つたことがありますが、それは若し何か歌 





つて「朝比奈先生にさういふ歌は亡國的だといつて叱られる と W るから歌はない I とい ふので あ 


S ました。しかし實際歌つたのを聽くと、どれもこれも哀調を帶びてゐて少しも雄大さがない。 



n 本の W 年にあれ以外に歌がないのか、と思ふと Iff に惝けなくなる。それなら瘅ろ昔からあるお 
けさでも兀氣ょくやつた方がずつと氣がきいてをるのではないかとさへ思つた位であります。 

五 ナチス 政治的世界 觀の敎育 

遊びながら ナチ スの 政治的世界觀の敎育について 'M しますと、 これは要するにヒット ラーへ 
の忠誠心の涵養、或ひは國家への奉公心の一# t 、 n 本の阔の例でいふならぱ阈 r £ の本義に基いて 
忠君愛阈の敎育を施すといふことでありませうか、この外、: ui に世界の li ? 一とか、ドイツと友邦 
との間の關係、世界に於ける ト イツの地位、また如何にしてドイツを興隆せ しめる かといふやう 
なことを、一切合切引括めてナチスの政治的世界觀の敎育として；；；：つてゐるやうに考へられます。 
そのやり方は決して常にしやつちこ張つてやかましく訓話するといふ方法ではなくて、遲びなが 
らふん わり やつてをるのであります。 

例へば細週水曜日の集りでは、本部から配付される虎の卷にょつて、指導者がヒットラーの生 
五ナチス政治的世界觀の敎存 一九一 



五ナチ K 政治的世界粧 Q 敎 w J 九二 
ひ立ちを：€内く愉快に活してやり、或ひはヒットラーの演說中の名句を取つて1寸說明をすると 
か、！ i は' r 碎けてやつてをるやうであります。しかし、砟けてやつてをるやうでもなか-. m ] 虹 
してゐる〇 

例へば對营生活に於て、朝起きて先づ W ま-に龀§をする、ヒットラーの演説中の一句を指^^ 
が言ふ、何も說明しない、今度は朝飯後の- m りで、桁冷^が先程のヒットラーの演説屮の言览を 
rnMli させそしてそれについて簡 m に說明を加へる、それから體灯や昔樂などをやつて愉快に時を 
過ごす。更にまた午後の集りのとき、先程どういふ說明をしたかと問ふ、そしてこんどはそ4を 
敷衍して說明する。かういふやつに隨分軤い叙持でゆつたりと扱つてをりますけれども 、I つの 
事枘については正しい認識を徹底的に持たせるやうに敎へてゐるやうであります。 

兒童にも M これについて、私は非常に感心したことがある。どんな山の中、どんな海邊、 
卽ちドィツの何處であらうが、十歲十|歲の少年少女を齡〉て、何が爲に H 本は今支那と戰つて 
ゐるかといふ質問をしますと、何處の：十供でも4 M 答が同じであります。何と： H ふかといふと「人 
類の敵である共産主義を打倒するため、 n 木は I ガ犧%を榭つて亞細亞大陸に兵を進めてをり ま 

す」と答へる。これには1 <" 感心してしまひました。对の之に對する感想はと尋ねると「ドィツ 





す」と答へる。これには^!く感心してしまひました。对の之に對する感想はと尋ねると「ドィツ 
は两ょり兵を進めて共産主義の私把たる C シャをやつつけて R 本に按助します」と答へるのであ 

ります。 

或る高等乎校へ ii 學に行つたときのことですが、校長が 
a 私を連れて步いてをりますと、生徒は氣を付けの姿勢をし 
* て「ベルリン、東京、 B 丨マ」とかぅ言ひます。校長の姿 
を見ると速い者でも皆氣を付けの姿勢をして「ベルリン、 

の 

來京、 n 丨マ」とやつてをる。これはその週のナチスの政 
治的- III : 界觀の敎育の fe : M が偶々『ベルリン、 jK 京、！一丨マ j 
といふ^語であつて、生徒が校長の姿を見た時にはその週 
ffn の始語を n ふことになつてゐるので、日本のお客が見え 
たから特にやつてゐるのではなく、链週槪語を定めていつ 
もこのやぅにやつてゐるとのことでした。 

五ナチ K 政治的世界觀の敎 W 一九三 




五ナチス政治的世界觀の敎育 


I 九四 


S イル•ヒット ラ I !それから、ドイツでは今總ての挨拶が『ハイル•ヒットラー!』 とい 
ふことになつてをります。朝お早ぅと言はないで「ハイル •ヒット ラ ー ー、 お磔みなさいも「ハイ 
ル.ヒットラー」商店に行つて物を買ふ人も資る人も皆「ハイル.ヒットラー」、學校で授業が 
始まる前にも終？からも「ハイル.ヒツトラ 1 J であります。日本でいふならば®一の萬进で 
あります。如何に徹底してゐるか r わかると思ひます。 

このハイル•ヒツトラ1で面 A いことは、 i ズデ i アン•ドイツ問題の解決しな 
かつた時には、ズデ ー テン地方では f ハイル J と H ふのは差支へないが、 ヒット ラ ー と附け加へ 
ると直ぐ警察官？つつけられるから、唯「ハイル J と f とは S てゐるといふことでし 
た。さヮいふ風に、ドイツでは挺 gQ-r 葉は凡て『ハイル •ヒツトラ 1J といふことになつてゐ 
ます。これはナチスの政治的世界觀の敎育が如何に撤底してゐるかを物語る もので、 日本の 忠— 
愛國 S 糖の本義に關する敎育も、我々としては一择徹底させなければならないと痛感し ました0 
l-iw の撤底といふことでは向ふに學ぶ點が多々あるやぅに考へます。 




六異色 ある行事と 施設 

ア♦トルプ • t ツトラ— •マルシュ異色ある教育的行事を次に巾上げたいと思ひます。その第 
一は アドルフ •ヒットラー•マルシュであります。これは一面から S へば體育の中の行：卓であり、 
野膂であり、また i 面から見ればドイツの政治的世界觀の敎 W であります。また或る立場から論 
ずればヒットラーへの忠誠心、國家への奉公心の^養といふことであります。かぅいふやぅなこ 
とが日本にもあればよいといふ感じを私は强く持つたのであります。 

大會の金«ドイツでは、一年に I 囘-ーュルンべルグの大會といふものが行はれ、これはドイ 
ツに於ける行事中の最も重要な行事であります。ドイツの議會は唯毎年三時問位ヒ，トラーの演 
說を^くだけだといふ風にいはれてゐるけれども、一ーュルンべルグ大會は昨年は九月五日から十 
二日に至る間行はれたもので、非常に!?撕りなものであります**その-:ルンべルグ大會はドイ 
ツの人心を1 ii し、各方面の聯絡協調を11り、そして重要な國策を阈の內外に宣言するのが目的 
六奧色 ある 行事と施設 ！九五 
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であります0 • 

ニ ュルンベルグの大會 は、或 ひは親 t 隊の大會 、或 ひは突帮 M の 大#、丁ルバ イツ •デ f ンス 
卜の大會、ヒットラ！ューゲントの大會、軍隊の大會、10.操の大會、國策を論議する大#があ 



のであります。 


るといふわけで、色々の ffi 耍な行事があるの 
です が、-ーュルンべ ルグ大會中の土曜 H は必 
ず ヒット ラ I •ユー ゲントの 大# を 行 ふこと 
に決つてをり、全阈から代表^が參集します ▲ 
その參集者の中心を成すものは約二、三千の 
代表 靑 少年で、これに十數莴の靑少年が加つ 
て ヒット ラ ー •ュ I ゲントの 大#が行はれる 


この中心5:成す青少年といふのは、全罔に亙る四 Sr 五十二の各郡 M に、^^な者を三名或ひは 
四名選拔してこれを郡の代表者とし、靑年 W ならば郡の靑年阐旗を持たせ、少年 IW1 ならば郡の少 

年團旗を持たせて、縣の靑少年 W の本部に送ります。其處ではこれ等全縣下から集って來た優秀 



四名選拔してこれを郡の代表者とし、青年 W ならば郡の靑年 g 旗を持たせ、少年闻な らば郡の 少 

年團旗を持たせて、縣の靑少年®1の本部に送ります。其處ではこれ等全縣ドから集つて來た優充 
な代表靑少年に對して約 I 週 RII の訓練を施し、さぅしてこれ等をその縣の代表青少年として愈々 
- I ユルンベルグ大會に乘り込ませるのであります。 

長途を 徒步で 一ー ユルンベルグに 參 P ますには 一切 徒步行進であります。ですから、 ベルリン 
からで さへ も 一ーユルンベルグまで 四週111] を 要します〇東ブ a シャ のケー ーースペル ダからでは六週 
問を-要します。六週間の徒步行程を太い重い旗竿を持つて、域日三十キ a を超えない旅行計莊の 
下に行進する。そして全阈から集つて來た W 少年の代表者が、郡の靑少年團旗を持つてヒットラ 
丨の泊つてゐる宿厗の前、ヒットラ ー が バルコーー 丨に立つてゐる前を分列行進をするといふこと 
で大會が始まる のであります。 

私は ドィツ 各地を旅行しつ、、あの#少年が陽に赭けた顏をしながら、3;い旗を持つて、歌を 
歌ひつ、、 ^ n 々 々-ーユルンべルグ指して步いて行く姿を見て、 ドィツの 强味はここにあるとし 
み f 思ひました。 これ 等の靑少年の被服 I 切は新品が支給されます。そして M 中は何れも軤裝 
をして H . ての品物は I 切 トラックに 乘せ 、それに 縣なり郡なりの指 ^ 者が付き添ひ、更に ^ - K - が 
六 货色 ある行事と 施設 一九 七 
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付いて、さうして每日行進を續けて行くのであります 

期むは S たち— -I ユルンベルグ大會で は ヒット ラ！ユーゲントの大#を他の大#に比べる 
と、 ヒットラーの 態度やその努め方が まるで 違ふといふ感がします。他の大#の 日には ヒットラ 
1は唯 壇 r に 立つて演說をするだけです。若し慰靈祭のやうなことがあれば、增上から降りて行 
つて花頊を捧げて歸るといふだけです。 

ところがヒットラー.ユーゲントの 大會に於ける ヒットラーはさう ではありません。 令- 阈から 
集つて來た 二、 三千名の代表靑少年の間を ぐる < つて歩いて、どの子供も ヒット *?!$: 拜め 
るやうに視閱をします。それから自動車に乘つて、會場に參集してゐる約十五萬の靑少年に洩れ 
なくその顏が見えるやうに、例の斜め上方四十五度に手を琛げたあのナチスの敬 WS を行ひつ\靑 
少年の前を通過します。 

さうすると十五萬の靑少年達は非常に11狂し、天地も爲に破れるばかりに歡呼の聲を取げます。 
會場を I 巡して壇上に歸つて來たヒットラ^-は「自分の賴みとするは諸君靑少年である！諸迸 
M むぞ！ J とかうやるのです。その信賴をかけられた青少年は一種の感激に打たれ、滿場何んと 

もいへない氣分に y まれる。言葉のわからない私達でさへその様子を見て本當に感激しました。 



M むぞ！ J とかうやるのです。その信 MS : かけられた青少年は一棟の感激に打たれ、滿場何んと 

もいへない氣分に化まれる。一一 P 葉のわからない私達でさへその様子を見て本當に感激しました。 

r 我が H 爭 J を親授 さて-：ルンベルグに於ける一切の大會が終ると全國の靑少年阐の代表 
者達はランスべルグといふ所に參ります。ここは曾てヒットラーが囚はれの身となつて「我が 网 
爭 j といふあの冇名な書物を書いた所であります。「我が闘爭』はドイッとしては I つの聖害で 
あつて、ドイッの向ふべき方向、ドイッが行ふべき政策、ヒットラーの信念等を書いた本であり 
ます。かうした邮 m ある土地に青少年の代表者を集め、そして彼等の總てに對し 、I 人々々にヒ 
，トラ ー 自身、その本を j 册宛授與するとのことであります。ヒットラ ー 自身からヒットラーの 
著書を TBV :" いたときの靑少年の感激は如何でせうか。自分等はドイッのために戰はなけれぱならぬ、 
ヒットラーのためには I 身を捧げねばならぬ、といふ考へを自然に起すと思ふのであります。 

これ等の行事が I 切終ると、今度は臨時に編成せられた列車で各地方に分散して行きます。 

このアドルフ•ヒットラー•マルシュに、遠い所からは九週問から十週 nn の長き月 H を費して 
やつて來ますが、この間、若し身分が畢生、生徒であるならば、當然の休暇が與へられ、また傭 
はれてゐる人は、その席傭主から當然賃銀が仕拂はれることになつてをります。さういふ風です 
六 異色 ある行事と柄. 段 ！九九 



六 異色ある行事と 施設 二 〇〇 
から、このアドルフ•ヒットラー•マルシュに參加することは獨り本人の名#であるばかりでな 
く、かやぅな靑少年を出した學校、會社、工場ではこれを非常に1 S りとする次第であります。 

東ブ 0シヤヘ 次は、東ブロシャへの旅行の獎^であ P ます。御承知の通り、ベルサイユ條約 
に依つて、東プロシャはドイツから切!®4されて ポ ー ランドに 圍まれることになりました。この C . 
とが如何にドイツ人に轡いてゐるか。ドイツ人が言ふには、ベルサイユ條約の不合理は絕對 的に 
破棄しなければならない。そしてドイツの領土は、本土と東プ11シャを接輟しなければ ならない、 
と言つてをりますが、この感じを 靑 少年にしつかり抱かせるためにこの東プ W シャの 旅行を樊& 
してゐるのであります。これがこの旅行樊勵の I つの理由であります。 

その次には、歐洲大戰に於て、 ドイツの 領土は何熄から も 敵が入つて矿なかつた のであります 
が、？ I つ東プ B シャだけは n シアの大軍が% AX して來たので あ？、しかも ヒンデンブルダ 
が能く寡兵を以て a シアの大軍を討ち破り光輝 ある 戰勝をかち得た所なのであります 。そこで^. 
國の敵取が自阈の領土に侵入することが如何に!^#1を國民に與へる かといふこと、しかもヒンデ 
ンブルグが善く戰つたといふこと?:知らせ、戰跡を洩れな く 見て廻はらせて、以て#國心の jgmt 

に资しょぅとしてをります。これが東ブ a シャへの旅行を獎勵する理由の第二であります。 


ンブルグが善く戰つたといふこと S : 知らせ、戰跡を洩れなく見て廻はらせて、以て愛國心の jgmt 

に资しょうとしてを ります 。これが東ブ a シャへの旅行を獎勵する理由の第二であります。 

第三に柬ブ ** シャの旅行を獎勵致します理由は、ドィツでは人心の融和、各方面の聯絡協調、 
國内の統 I といふことを隨分心配してをりますので、靑少年に各地を旅行させますとそれ*'^の 
事情が判りお5:ひに抑8する機會 がありまして、 人心の融和統一に役立ちます から、 これを»行 
してをるのであります。 

• ベルサイユ條約の暴戻 さういふわけで全國のヒットラ！ユ ー ゲントの年齡の上の方の荠に 
東プ a シャ への旅行 5:- させるのであります が、 昨年東 プロシ ャに旅行した男子靑年が I 萬 JL 千 人， 
女子靑年が I 萬 七千人でありまして、合計三萬二千人の男女青年が旅行をしてをります。私逹は 
東ブ a シャの 國境線を旅行ずる時に、隨時隨所でこれ等の靑少年と I 緒に なり、 各地でこれ等の 
旅行する男女靑年に對して、ベルサイユ條約に基く國境線が如何にもが合理な ことを、 悲憤旣做 
しつ、 說明してをる様子を見たのであります が、 側から見てゐて 、本 常に外阈人である私達でも 
淚が出るやうな感じを受けたのであ P ます。 

その國境は實際隨分£に落ちないと思はれる點が少くないのであります。例へばダンチヒとボ 
六興 色 ある行事と 施設 • 二〇! 
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1ランドの 國境は、ちやんと河のが國境であります が、 I たび K イツと ポー ランドの 國境線 
になると、ずつと河の眞ん中から F イツ 側の陸上に上つて、揚合にょると國境線が堤防の中腹や 
殿肥の上を通つたり 或 ひは奥の方に入り込んでゐるのであります。これについて、 ドイツ人の 說 
明にょれば河の 向 ふにポ ーランドの 町が あり、 其處には步兵聯隊が ある。 I 朝事 ある 時にはポー 
ランドの 兵隊が ドイツに位 入するのに樂なやぅに、ポー ランド 領が此方に入り込んでゐるのであ 
ると言つてをました0 

臥薪嘗膽またドイツ人の說明にょると、ポーランド領は實に勝手になつてをります。非常に 
重要な地點だと思ふとぐつと深く入り込んでを々、要らない所はポ I ランド領は引込んで ゐる、 
實に不合理である。犬がわんと言つて國境線を越したり、自分の家の畠が半分切られたりしてゐ 
るなどと盛んに不滿を聽かされました)さぅいふ事について宣傳省の人が話をすると、ドイツの 
靑年達はぼろ <淚を澪し梅をくひしばつてをりまして、明治二十七八年戰役後に於ける日本の 
臥薪嘗膽 の時代が能く#ばれたのであります。 

この旅行が終ります と、 靑年達にその見聞を紀行文に 作らせ、 或ひは感想文を费かせ自分の报 
松 した寫眞など も人れ させて、 良いものには嫩 K を與へ—いふや— をして、 東ブロシャ 


紙した寫眞なども入れさせて、良いものには嫩 K を與へるといふや—をして、柬ブロシャ 
旅一了の印象—く深く'^させることに努めてをり享。旅行を容易にするために、二千人も米 

れるやうな大きな都合のょい船 
が動いてをります。汽取で行く 
I とポーランド領を通過するだけ 
* で七マルク半かかるさうであり 
のますが、この船だとそれだけの 
拉運貨でハンブルグから jk ブロシ 
ャ迄ずつと旅行が出来るさうで 
あります0 

職業競技大窨元來ドイツで 

はこんな風なこと美へてをります。それは靑年は將來如何なる仕 f 從事するか分らない。そ 
れで靑 少年が 如何なる仕事に從事しても、その仕1&£するだけの身 f 作つてやらな 
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六.異色ある行事と施設 二 og 
ければ ならぬ》ベ A サィユ條約を打破するのにはどぅしても阐力を充實しなければならない 。そ 
れには國 防と産業の振興と に力を 致す必要が ある。そこで 强兵 たる 弗 礎は强健なる身腌 にあり と 
いふ意味で、靑少年の體育に力を注いでをることは巳に述べた通りであります。 

そして產業を 獎勵 して阈の甯を 增す 、といふことに就ては、現に職業に從事してゐる勤勞靑年 
がその職業についての 知識 技能を十分向上させる必要があるといふ意味 合で、 職業競技 大會とい 
ふものが每年行はれるのであります。昨年は五百の種類について競技大會が行はれ、これに參加 
した靑少年二百萬 人、 その試驗は四つの部門について行ひます。 

チスト 四項 第 J は その人の仕事の成緩、郞ち徒 敗と なつて親方に就てゐる者 は 親方が その 徒 
弟の平素の勤務振り、實際の成績を報吿する、何處かへ勤めてゐる人は使つてゐる人が その勤務 
成績を報先す る 2:とが I つ。第二には その 仕事に關する 58 •論〇第三にはス ポ ーッの成 綾、體格の 
. 狀況であります。職業の競技大會であっても、 K ポーッ の 成績や體格が その 一部になつて ゐる。 
それはどんなに技能贤秀であっても、身§§が弱くては 駄目 だとみるので あります 。第四にはナチ 
スの政治的世界觀、 H 本で いへ ば N 體の本義とい ふこと についての gg であります。 


そこで先づ郡の第 I 次豫選があり、次に縣の第二次豫選があり、最後に國の大會があって、本 





そこで先づ郡の第一次豫選があり、次に縣の第二次豫選があ5、最後に國の大會があつて、本 
當の優勝者を決定するといふわけであります。そこで優勝者が決ると、この人を五月 I 日に中央 
に集め、さうして賞品授與式を執行します。從來五月 I 日はメーデーで、勞働若が自分等のため 
に示威運動をする日であつたが、今のドイツでは五月 I 日を別の意味に考へてをります。 

近來ドイツでは、企業家といふ言葉を用ひないで、仕 m を與へる立場の人といひ、また勞働者 
といはないで仕事をする立場の人といふ さう であります。これ等兩方面の立場に在る人々が、お 
互ひに手をつないで協力して、ドイツの興隆のために仕車をするといふのが、ナチス政檨樹立後 
の 五；：：： 一 n であります。 さう いふ意義をもつ 五月 IR の實品授與式には、金の メダルと I 千 マル 
クの現金を褒美として與へます。 

元首の提手非常に感心す ることは、 優勝した勤勞靑年に對 して、 ヒットラーが一人づ\捉手 
して くれる のです。國の元首た る ヒットラーに I 々捤手して貰ふその靑少年の感激は如何であり 
ませうか。 どうしても 自分はこの職業を通じてドイツの爲に盡さなければならぬ。この ヒット ラ 
1のためには命を投げ出して働かなければならぬといふ氣持が起るのであります。 

六 異色 ある行事と 施設 二〇五 



六典 色ある 行事と施設 二 〇六 
それと同時にドィツの國〇立場から申しますと、 この 職業競技大會に ょつ て、 NS1 內の M ての職 
業の中で、何の職業がその硏究が十分であるか十分でないか、何の部 n が j 番發速 してゐ るか ゐ 
ないかといふ幾多の材料を捕む j つの機#となるのであります〇またこの優勝者の 或 者は 海外の 
視察をもさせるといふことであります。 

胥 少年保護 法靑少年保 ii 法はこの一九三九年の I w I 日から實施される法律で、「十五歲迄 
の者で學校を卒業しない者は絕對に勞働に従事することを得ず」それが第 j であります。次は 
「男子十八歲迄、女子二十 I 歲迄は絕對に夜業禁止」であります。それから「勞働時間は如何なる 
場合と雖も八時 f !- il を超ゆることを得ず」。それから「靑年勞嫩者は職業學校又は補押學咬 K : 通笋 
の義務を食ふ」、日本ならば靑年勞慟者は靑年學校に通畢の義務を負ふといふところであります，， 
そして「修皋の時間は之を勞働時 R 11 の中に計箅す名ものとす」とし、 I 週午前二囘.、一囘につ 
き三時間乃至四時間、 I 年を四十週とし二百四十乃星百二十時間がそれであります。大箱日本 
の靑年學校と同じやうです。そしてその他に「 I 週の中|囘は或る日の午後を 自由とせしむべ 
し J と、これも「その日は出来得る限り之を土曜日とすべし」となつてをります。さうすると 一 


週午前中に二闾靑¥學校に逆學する時 , fil を劳勤痒閉0中€*^、る。卽ち味命£1良つて笋交ヽ 


し J とこれも-その日は出來得る限り之を土曜日とすべし」となつてをります。 さぅすると J 

週午前中に二闾靑年學校に通畢する時間を劳働時間の中で與へる。卽ち無論貨一をつて摩校へ 
行つて、その他に每週の土曜日の午後といふものは自山にする。この自由時問をヒットラー.ユ 
1ゲントが捉へて體宵をやるのであります。 

更にその次には「十六歲迄の者は I 年間に十五日以内」、それから「十六歲以上の者は士百 
以內の休畋を與ふべし。休暇中は貨銀を當然仕拂ふべきものとす。但しヒットラー•ユーゲント 
の旅行に參加する場合には十八日迄延長することを得」と規定されて S : ります。然しこれに除外 
例を認めてゐる規定があります。それに依ると「以上の各項の規定中缄山或ひは農業にありては 
ヒットラー•ユーゲントの本部の許可を得て、特殊の事項に付て除外例を諛くることを得」とあ 
ります。これが}九三九年の I 月 J 日から 寊 施されるものであります。 

セルフ•サ— ♦ヒスそれから- ft - ギ宿泊所の話をちょつと致します。#ギお m 所は旅行を奬勵す 
るために設けてあるもので、二千數百ケ所あり、その中で最も新しいのが東プ»シャのマリエン 
プルグにありますが、それを見て私は非常に感心した。卽ち千のベットを持つてゐるその. M 泊所 
に職員が俺か男子二名、女子四名に過ぎないのであります。神宮外苑の日本靑年館の宿泊部は若 
六興色ある行事と施設 二〇七 



六異色ある行事と施設 二 

し入费者でもあつて I つの部屋に多人數娆かせれば千名位人りますが、大牌五六百名の收 容人 il 
でこれに M めてゐる職 M は二十五人といふことであります。 

マリエンゾルグの柄泊所が^も新しい設備を有してゐるとはいへ、千 もベットがあつて六名の 

職 A でやつてゐるといふのはどぅいふ課か。 
日それは泊る人の心掛が違ふのです ofrl る枕子 
にを見てゐると、地方から靑年が出て來ると、 

ぃ 先づ事務所に行つて何縣何村の袭だと證明# 
しを出す、部^が與へられる、すると與へられ 
た部屋は 5 M ょり部 M の外、便所に至る迄、そ 
の人が自分で祕除するのであります。女.十は 
馬鈴—刹ぐ— Q 他5 QIQS ひ— S ふわけであ—す。泊る人叫が自 
分 P-M 切のことを始末することになつてをりますから、千人を泊める所で も、 六 名の職ねで川來 
るので 、 n 木の ifrf 泊所とは違ふやぅであります。 

先«を尊ぶ次に私が胸を打たれたことは；！：志といふことであります U ドィッ人は同志といふ 




るので、：：： 木の irri 泊所とは違 ふやぅであります。 

先 « を尊ぶ 次に私が胸を打たれたことは r . r ] 志といふことであります U ドィツ人は同志といふ 
こと 5: 非常に强く巾します。年酴の多い人、少い人、職業を I /1 J はず同志といふ氣持が ある。そこ 
で私が同志といふ言萊で I 番びつくりしたのは或る高等學校を視察に行つたときのことである》 
その學校は私が前に、ナチスの政治的世界觀の敎育が撤底してゐると中した學校です。 

飯時になつてその學校の食堂に案内された、すると食棠には生 tt 並びに職 M の他! t に典様の姿 
をした勞働者が深山入つてゐる。訊いて見ますと M 下校命增築中の丁：事に從事してゐる人速ださ 
ぅで、その H 事の大工や/1:官の人迷が食堂に入つて來まして、校長以下の人々及びお咨である我 
々と食事を共にしたのであります。校長は«屮に坐り、その右が私、/,-:が縣の男子靑少年闽设、 
校長の前が六十二歲の土工人夫であります。六十二歲といへば先? g であります。この人を始めと 
して多數の勞働客がそれ-^の ^ 所に 坐つ てをります、日本から來たお各さんと入り交つてをる。 
高等學校の生徒がみんな. M ふから食事を運んでくれます、食べ終ると食器を運び、を持つて 
来ます。商等學校の生徒でも年輩からいへぱこの勞働者の後架ですから、大いにサ ー ビスをして 
ゐるわけであります。 

六兴色ある 行事と 施設 二〇九 


.七ヒットラー • ユーゲントと學校敎育 一二〇 

そこで私はお爺さんに「どうだい旨いかい」と言つたら「具合良いだで。ヒットラーになつて 

から有難い」と言つて淚を流して食べてをります。私は成程と思ひました。我々が辦带された荽 

侍の時に次官な P 大臣なりその他名士と I 緖になる。さうすると其處へ^一人として來るボーィ、 

これが十八歲以下ならばヒットラー•ユーゲントに®する連中だし、それ以上ならばヒット V 丨 

4-J.a 乏 

.ユ ー ゲントを 出た人間でありませうが、それらの給仕人とこれ等 ヒットラー•ユーゲントの幹 
部と話をしてゐる處を見ると、 その 態度にどこか打ちとけてなごやかなところがあります〇 これ 
は何れも同志といふ氣持があるからであらうと思ひまして、非常に感じ入つた次第であります。 

七ヒットラー •ユ*■ゲントと學校敎育 

學校教夏變ヒットラー•ユーゲントと畢校敎宵との關係を ii ますに、ヒット ラー•ユー ゲ 
ントは上來述べた通り、本来は學校敎育の補§、视立場にあつた筈のものですが、ヒットラー•ユ 
丨ゲントに遒する指络者達の命掛けの努力にょつて、今や學校敎育を把ぐに至り、學校敎育 IW : 智 
育を、ヒットラ！ユーゲントは德育と瞪育とを行ふといふやうになつたのであります。ですか 





I ゲントに®する指潘者達の命掛けの努力にょつて、今や學校敎育を 凌ぐ に至り、 學校孜 育は智 
育を、 ヒットラ！ ユ ー ゲントは德育と體育とを行ふといふやうになつたのであります。ですか 
ら、學校敎育としては何等かの縫革を敢てしない限りは玆に全く世の中から遊き ざりにされ てし 
まふといふことになつて來ました。 

從つて學校敎育に就ては、一九三七年四月 或 ひは I 九 三 八 年 四；- i に、相當規則を變へたのであ 
りますが、如何に規則5:改めても、敎育に從事して ゐる 人が命掛けでやらぬ限りは、世の中から 
置き去りにされるのが當り前ではないかと思ひます。それで學校敎育の制度は どうい ふ 風になつ 
てゐるかといふと、その rt 容ややり方は別として、とにかく學校の方が ヒットラ！ユーゲント 
のやり方を取入れて學校を ヒットラー•ユーゲントの或る® I 體の 如くにしてゐる といふ傾向が現 
はれて来たことは看逃がしがたい現象だと思ひます。 

惺入學ーケ年 文部省立のものに國民政治學校といふのがある。この^校は、一九三四年以來 
文部省が全國に十五校つくつたのであります。その： IE 的は有爲の人材をナチス的に敎育しょうと 
いふのにあります。程度は高等學校であつて、修業年限は六ヶ年であります。 

私達の見睪した學校はドレスデンの郊外にあるものでありましたが、年齡が十三歲から十九歲 
七ヒット ラー • ユーゲントと积校敎宵 一二 j 



七 ヒット ラー •！！ 丨デン トと 學校敎育 1一一一一 
迄の六ケ年敎育であります。そして體力、精神、性格等につき！！{秀と思ふ人物を選抜して畢校に 
入れ、それから八日間月曜から W 曜迄上級生と起居を共にさせ、その八日間によつてその生徒が 
その學校の生徒たる資格があるかどラかといふことを實際に調べ、よしと認めたときに初めて入 
畢を許す。しかしこれは假入學であります〇假入學の期間はーケ年で 、それを 終つて本入學とな 
ります。 

授業は I 單元が四十五分であります。そしてこれを毎日六單元づ、やつて、その六單元の授業 
は畫前に終ることになつてをり、午後は全部運動にあて、或る者は場合によつては宿題の整理を 
し、夜は全然自由時間、唯上敍生は、日によつては附近の村落のヒットラ丨*ユーゲントの指導 
に當る仕事を課せられてゐます。 

上級のニケ年は必ず^年六週間宛、實際勞働に従事するの義務を持たされてゐて、第五年生は 
約四遇間が農村の收穣の手傳ひで、約二週間が工場勞働であります。第六年生は六週間が鑛山の 
坑夫生活でありまして、これ等は皆貧銀は貰ふやぅであります。この國民政治學校は I 面は學校 
であるけれども、 I 面に於ては ヒット ラー•ユーゲントであります。 

«宙 舍の Sr 檐_生徒は全部が寄宿舍に入つてをりますが、この生徒の居室といふのは或ひは 





であるけれども、 J 面に於てはヒットラー•ユ ー ゲントであります。 

«宙舍 の 新機軸生徒は全部が寄宿舍に入 つてを ります が、 この生徒の 居室と いふのは或ひは 
ゲ ー リングの家、或ひは シ ー ラ ハの 家、 或ひはリッベントロップの家と いふ やうに、現 ドィツ政 
府の首腦者の名前を付けてをります。 

ゲ ー リングの家といふ宿舍に瓶つてをる生徒といふのは、ドィツの四ヶ年產業計盡、現在なら 
ば第11 次 SI ヶ年產業計盡、或ひはゲ J ング は靈概 f すから、航空、空取に關すること、 また 
或ひはゲーリングが森林監守庭の長官ですから、森林に關することをその家にゐる間に覺ぇるや 
うに寄宿舍の設備がしてあるのであります 。X シ ー ラ ハの家に 於てはヒットラー •ス ーゲントを 
畢ぶといふ具合に敎育して をり ますから、この學生は常に國策の大要を承知し、國策線上を 步ん 
でゐるといへるのであります。 

〆 TU . ルフ•ヒットラ— •シユ1レもう一つの 特色 ある學校は アドルフ •ヒット ラー •シュー 
レであります。 j 九三八年の一月十五 日に^^され たもので、全阈に十あります。設置者は無論 
ナチ K で、目的は文部将の建て^'ゐ名國民政治學校と ( M 1 じであります。 

國民政治學校と違ふところは、國民政治學校は學资は本人の負擔ですが、アドルフ•ヒットラ 

七ヒヴトラー•ユーゲントと舉校敎 W 二1三 



七ヒットラー*ユーゲントと率校敎 Tt 11 J 四. 

1•シュ I レは學資の全部をナチスから出してゐることであります。然らぱどういふ義務を負ふ 
かといふと、殆んど義務はない、唯その學校の卒業生が將來如何なる方面に進むにしても、それ 
f の方面に於て指绰者になるやうに心がけてくれといふのが義務であります。ですから、アド 
ルフ•ヒットラー•シューレ には可成りの人物が - m ります。なほ■一 B ひ殘 しました が、阈民政治^ 
校の運動場の廣さは素晴しいもので、到彪日本では考へにも及びませぬ。それから生徒の規律、 
節制がょく出来て、私が引率して行つた g 尨が、せめてこの學校の生徒位に立派な行動を取るや 
うになりたいといつたものもある位であります。 

敎育衆 の 意氣込 以上に述べた乎校に於ける教育者の意氣込は非常なもので、ナチスの精神5: 
徹底させょうと、非常な努力を してを ります。个一般に あるやうな 學校は蜞ろ無い方が宜しい、 
學校の全部をかういつた式に直さうといつて、頻りに力んでゐるヒットラー•ユーゲントのん々 
もをりました。實際或ひはさういふ風な時期が近く來るかも知れぬと M ひます。 


八所 感 

青年の II 位を思ふ 最後に私は所感を簡單に申しますが、今まで私が述べたことは、感心した 
事や參考になるやうな事ばかりを選んだのであります。何に しましても その男女靑年の粒格の立 
派なこと、しかもその男女青年といふのは mla ッパ大戰後に生れて、疲弊 M 漉の時に育つた人 
間であつて、それが阈家の指導究しきを得たためにあ x いふよい身體が出來、身體の J 9- みが非常 
にあつて如何にも賴もしいのであります。 

日本の男女靑少年は近頃非常に背が高くなつた。背の非常に高くなつたもののことを笛 a 柱の 
やうだといふ。®信柱であつてくれ、ぱ绾しいと私はいひたい。日本の靑少年は四分板を何枚か 
集めて作つたやうに幅があるけれども摩みがない。それも十枚も二十枚もならよろしいですが三 
枚か四枚です。向ふの靑少年は樽が動いてゐるやうに厚味のある身 W で步いてゐる。これは何と 
しても私は日本が眞似てよいのぢやないかと思ひます。 

八所感 11 !五 
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八所* 11!六 

有難き我が _«( もう I つはあのナチスの政治的世界觀の敎育の^て陆してゐることであります。 
我が國に於ける阈體の本義に關する敎育といふものが、あといふ風に徹底件を持つやうに眞£て 
みたいと思ひます。しかしながら全體を通じて考へて見て、ドィツがあれ位努力しなければなら 
ないかと思ふと、我々日本の國賭といふ ものは. W に有難い。この有 m : い阈に生れてゐる我々 も、 
あのドィツがやつてゐるやうな熱意をもつてやつたらょいのぢやないかと思ふのであります。 

東亞新秩序成る の 日 最近東亞の新秩序の建設とか、長期建設とかいはれてゐるが、その長期 
といふのは^そ何年位か x るだらうか。隨分長い年 ar を要するのではないかと思ひます。我が阈 
の領土である朝鮮や亳灣の統治の歴史を！：®して見ても隨分丧期間を要した。況んや純然たる外 
國である滿洲、支那と提携し、所謂！：：滿支 I 體となつて柬亞の新抶序を.短 SS : しょうといふのだか 
ら、餘程の年月を要するものと思ふ。果して然らば、この大事業は我々の子孫に迄繼承せしめる 
こと、 なるであり ませう。 

卽ち現在の靑少年は何時迄も靑少年ではな S 。 十年經てば十五歲の者は二十五歲になる。何十 
年、 何百年の建設工事であるならば、その時代に於ける靑少年が成人して後 1 C 完令 にこの大事 II 



年、何百年の建設工事であるならば、その時代に於ける靑少年が成人して後に完令にこの大事業 

をし得るやぅに、しつかりした魂、身 9 SS : 作る。何處に行つても活用し得る知識技能を持つ 
やぅな敎育をすることが必要ではないか。ドィツに於ては、色々のことをやる場合に、常に當面 
のこと、 將來の基礎をなすこと》の二つ$:ともに行つてゐるのだといふこと5:ょく聽かされまし 
た。我*教育に従事する者は、日本が現在立つてゐる立場をょく考へて見て、靑少年の敎育とい 
ふものをこの際 I 齡槪討して、更に一段と力を入れる必要があるのではないかといふ氣がする次 
第であります。(完) 
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